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１章　始まりはこの時から




「おや、兄上。もう出かけられるので？」

「ああ、クレオ。俺はこの日のために人生を賭けていたからな。神託の時がきたんだ。すぐにでも行くさ」

　この世界では、生涯に一度だけ神からスキルを与えられる。

　そのスキルが人生を左右すると言っても過言ではない。

　三年に一度、十五歳を過ぎた者が神殿で神託を受ける決まりになっており、十七歳のカイトと十六歳のクレオ、彼らはいずれも今年の神託にてスキルを付与されるのだ。

　基本的に神殿がその才覚ありと認めた人間のみにスキルは与えられるのだが、貴族などの特権階級に属する子弟は例外として許されている。

「いやー。兄上の勤勉さには頭が下がります。僕は何日か経って、人が減った頃合いに参りますよ。初日に行くなんてとんでもない」

「まったく、クレオはのんきだな。まあ、それも個性だ。俺は一足早くスキルを頂いてくることにするよ」

「ええ、ええ。どうぞ、お先に。初日にフェルバッハ家の長男が来るとなれば、神殿もさぞかし賑わうことでしょう」

「うーん。俺としては、あまり目立ちたくはないけど……それも仕方ないか。じゃあ、行ってくる」

　クレオは少し冷めた目で、兄の背中を見送った。




　ここは帝国の南西部。

　建国以来、皇帝の信任を受けた貴族が領主として土地を与えられ、管理を務めるものと定められており、それは現代の帝国でも続いている。

　ヘルメブルク地方にあるフェルバッハ領。

　この地は代々フェルバッハの一族が治めていた。

　当代の領主、アルフォンス・フェルバッハは優れた治世者として名を馳せていた。

　少々強引なやり方に目をつぶれば、湧き水と広大な農地から採れる作物を主産業に豊かな状態が三十年余り保たれており、近年では交通の要衝としてさらに領地の価値を上げる事に成功している。

　領民からの評判も概ね良く、フェルバッハ家の地位をアルフォンスの代で確固たるものにしたと評しても差し支えなかった。

　彼には二人の息子がいた。

　長男のカイト・フェルバッハ。

　黒みがかった髪とコバルトグリーンの瞳が特徴。平均的な身長の割に筋肉はあまりなく、鍛えても逞たくましくならない肉体については本人も少しばかり気にしている。

　幼い頃から実直で座学、剣術、魔法学、その他諸々にすべからく熱心。

　努力は実を結び優秀な次代領主として周囲からの期待も非常に大きかった。

　彼自身はその評価に驕おごることなく、更なる研けん鑽さんに日々を費やしている。

　根が正直で嘘うそのつけない性格は領主として全肯定できる長所ではないが、それを補って余りある人望が彼にはあった。

　次男のクレオ・フェルバッハ。

　サックスブルーの瞳が時折怪しく光る。カイトよりも小柄な体をしているが、クレオは魔法に秀でているため特に何も感じてはいない。慇いん懃ぎん無ぶ礼れいな態度で自分の意思を隠すのが彼の生き方。

　クレオは兄と正反対の性格をしていた。

　効率の悪い地道な努力を嫌い、才能のある分野で勝負をする彼の思考が悪いと断じられる訳ではないが、勤勉な兄と比べられる事は必定であり、事実兄よりも評判は落ちる。

　だが、才能に溢あふれている事に関しては兄同様、領民の皆が認めるところであり、将来はカイトの右腕として共にフェルバッハ領を盛り立てていく事を望まれていた。

　屋敷の前では立派な馬車がカイトの出立に際し控えており、彼が門に現れると御者が恭うやうやしく頭を下げた。

「どうぞ、カイト様。準備は整ってございます」

「気持ちは嬉しいけど、もう少し質素な馬車はなかったのかな？　これじゃ、いかにも自分の地位をひけらかしているようで……」

「何をおっしゃいますか。お言葉を返すようですが、ご自分の地位を理解なさってください。あなた様は次代領主であらせられるのです。使用する馬車も人の上に立つ者として、相応のものにして頂かなければ」

　この手の話題になると、誰と会話をしても最終的に行きつくのは「次代領主として」というお説教である事は、カイトもこれまでの十七年で嫌と言うほど理解している。

「分かった、分かった。俺の負けだ。じゃあ神殿まで頼むよ」

「はっ！　かしこまりました！　開門せよ!!　カイト様のご出立であらせられる!!」

　実に仰々しく、カイトは運命の待ち受ける神殿へと向かう。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　フェルバッハ領は、前述の通りカイトの父であるアルフォンスの代で急激に成長した土地である。

　そのため領民は、領主であるアルフォンスは当然として、その息子であるカイト、そして弟のクレオにも親愛の情を惜しげもなく捧げている。

「おお！　カイト様が通られるぞ！」

「神殿に行かれるようだ！　神託をお受けになると見える!!」

「さぞかし高貴なスキルを授かるんだろうなぁ！　よし、見守りに行こう!!」

　カイトは馬車の車窓から「何と言うか、大事になってきたなぁ」といささか呆れていた。

　だが、彼らが無条件に自分を認めてくれているのは、自分の父に向けられる尊敬の証でもあり、カイトは嫌っている訳でもなかった。

　彼は、優れた領主であり、厳しく誇り高い父でもあるアルフォンスを尊敬している。

　将来は父のような領主になりたいと考え、幼い頃から努力を惜しまずに今日まで生きて来たのだ。

　そのためにも、今日の神託は輝かしい未来への第一歩。

　絶対に失敗はできない。

　アルフォンスは《豊穣の風》という名のスキルをかつて神託で付与された。

　豊かな土壌を視認できるというスキルで、まさに領主に見合った能力だった。

　カイトは近づく神殿を眺めながら考える。

　理想的なスキルは、父と同じく耕地を直接開拓する事のできる能力だろう。

　それならば更に耕地を増やす事ができる。領民の生活もより豊かになるはずだ。

　それが叶わずとも、剣士系や魔導士系のスキルは最低でも受け取りたい。

　領主たるもの、やはり民を導く上で何かに秀でていなければならない。

　剣術でも、魔法でも、突出した力があれば、民も安心して自分について来てくれるだろう。

　カイトは自分の手を広げて見つめる。

　指には座学で作ったペンだこが、手の平には剣術の修練でできた剣だこがあった。

　それらがカイトに語り掛ける。

「これまでの努力は裏切らない。未来を切り開くための助走は完璧である」と。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　馬車が神殿に到着する。

　カイトが馬車から降りると、駆け付けた領民たちが「わぁぁぁ！」と歓声をあげた。

　既に入口には神官がカイトを待ち構えていた。

　それを見て、慌てて彼は駆けて行く。

「神官様、困りますよ！　俺だけ特別扱いなんて!!」

「何を申される。領主の息子を特別扱いして何が悪いと言うのかね。さて、カイト・フェルバッハ。手を出しなされ。この水晶の上に」

　どうやら、このまま神殿の入口、屋外で神託を受けるらしい。

　まるで祭事のようになっているが、立場を考えると致し方ないとカイトも諦めた。

「こうですか。うぐっ!?」

　水晶がカイトの魔力を吸い上げる。

　痛みに顔をしかめるカイト。

　それは神に自分の一部を捧げる事によってスキルを授けてもらうための儀式であり、こればかりは領主の息子だろうと平等である。

「……カイト・フェルバッハ。卿にスキルが授けられた」

「そうですか！　それで、何と言うスキルでしょうか？」

　カイトは胸を高鳴らせ、領民もその時を固かた唾ずをのんで見守っている。

　神官だけが何やらまずいコーヒーを飲んだ時のように苦い表情だった。

　理由はすぐに分かる。




「……カイト・フェルバッハのスキルは《目覚まし》!!」

「え……？　め、《目覚まし》？」

　こうして、カイトは未来への第一歩を盛大に踏み外したのだった。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　カイトは混乱する我が身に鞭むち打って、どうにか冷静さを保とうとした。

　だが、無理である。

《目覚まし》という言葉から、どう足あ掻がいてもポジティブなイメージを生み出せなかったからだ。

　それでも彼は神官に尋ねる。

　一いち縷るの望みに全てを託して。

「神官様。《目覚まし》とは、どのようなスキルなのでしょうか？」

「人間、一日を過ごす上で辛いシーンはいくつもある。昼前の空腹であったり、深夜まで仕事をこなせば眠くもなる。カイト・フェルバッハ。卿は朝の目覚めがどうにもスッキリしない時がないかね？」

「は、はい。あります」

「そうであろう。前夜、遅くまで本を読んでいたり、仕事のキリがつかず雑事に追われて明け方を迎えたりと、良質な睡眠を得られぬ場合は翌朝の目覚めが実に辛くなる。このワシにも経験がある」

　一体、何の話をしているのだろうか。

　カイトは何やら、悪い夢を見ているような気分になってきていた。

「あの、それはどういうお話ですか？」

「最後まで聞きたまえ。ワシは卿が納得できるように、卿の得たスキルについて実に柔らかく、丁寧な説明を心掛けておる。卿は領主の息子。なれば、これは情けである」

　神官の口調は変わらないが、態度が少しずつ変化していく。

　その表情からは明らかな失望の色がカイトにも目に見えて分かるレベルで浮き出ており、彼の嫌な予感を加速させた。

「とても辛い朝。特に早起きをしなければならぬ時など、実に辛い。そんな折に活躍するのが、卿の得た《目覚まし》である！　なんと、そのスキルはどのような体調、どのような状態でも、朝の目覚めをスッキリと迎える事ができる!!」

「えっ。あの、それだけですか？」

　神官は「まさか、そんな訳がなかろう！」と首を振る。

　その仕草に希望的観測を持つ事ができる者は、よほどの楽天家か、もしくは馬鹿だろう。

　カイトは幸か不幸か、この場合は不幸なのだが、そのどちらでもなかった。

「なんと、この《目覚まし》は自分に使うのみではなく、他者にも使用する事ができる。つまり、どんなに深い眠りに落ちている者でも、たちどころにスッキリ目覚めさせることができるのだ!!」

　押し寄せていた領民たちから明らかに失望の混じったため息が漏れる。

「これ以上の見物は無意味」と判断して、帰り始める者も多くいた。

「わ、分かりました。分かりましたから。では、その《目覚まし》を領主としてどう役立てれば良いでしょうか？」

「領主が早起きなのは結構な事ではないか。役立てると言うのならば、お父上の快適な目覚めにでも協力して差し上げなさい。早起きだけが取り柄の者が次代の領主とは……。フェルバッハ領もアルフォンス様の代限りかもしれんな」

　最後に神官は、諦めの悪いカイトをバッサリと一刀両断にした。

　まだその場に残っていた領民は、ある者は「ふん」と嘲笑し、別の者は「もうこの地は終わりだな」と悲嘆に暮れた。

　カイトがどうしようもないスキルを得たという噂は、あっと言う間にフェルバッハ領を駆け巡るのだった。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　神殿に向かう時にはあれほど賑やかだった御者も、帰り道は静かなものだった。

　フェルバッハ家の門の前で馬車は停まり、カイトは悲愴感を隠しきれないまま帰宅する。

　屋敷に入ると、アルフォンスが待ち構えていた。

　その表情は険しい。

　父は息子に短く聞いた。

「カイト。スキルは得たのか？」

「……はい。神託はしっかりと受けて参りました」

　カイトは嘘のつけない性格である。

　何事にも真っ直ぐに向き合ってきた。

　その総決算がこの親子の会話というのならば、いささか残酷すぎる。

「何を得た？」

「……《目覚まし》です」

　アルフォンスはしばらくの間、何も言わなかった。

　傷心の息子を慮おもんばかってのことだろうか。

　違う。

　このアルフォンス・フェルバッハという男、カイトが憧れるように高潔な人間ではない。

　彼は、既に長男を見限っていた。

　この沈黙は、その見切りをつけた愚息の処遇をどうするか考えていただけに過ぎない。

「カイト。お前はもう、良い」

「は、はい！　俺、これからこのスキルでどうにか上手く領主としてやっていけるように、考えてみます！　必ずや父上のお役に立って！　フェルバッハ家に恥じないように！　そ、それから!!」

「もう、良いと言ったのだ。今年より貴様に分け与える予定だった領地があるだろう？　フェルバッハ領の西にある牧草地帯だ」

「はい！　まずはそこで、どうにかこのスキルの利点を探しながら!!」

「その話は保留とする。貴様には……まあ……。何かしらの領地を用意する。一応は私の息子だ。体裁だけは保ちたい」

　父の言葉には、カイトの望んだ優しさや慈悲など皆無だった。

　ただ、「お前には失望した」と告げられるだけ。

　それ以上もそれ以下もなく、事実だけがそこに存在していた。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　数日が過ぎ、カイトは自室にてふさぎ込んでしまっていた。

　彼の世話をするメイドの態度も日増しに悪くなっていき、風呂やトイレのために必要最低限の移動をすれば、給仕や庭師にも縁起の悪いものを見たかのように顔をしかめられる。

　それでもカイトは耐えていた。

　ふさぎ込んではいるが、考える事はやめていなかった。

　どうにか《目覚まし》を使って、有益な仕事はできないか。

　まだ何か方法はあるはずだと、半ば祈るように考え続けていた。

　さらに時は経ち、三日後。

　その日は朝から屋敷が騒がしかった。

　祭の時のような賑わいで、傷心のカイトも様子を確認するために部屋から出た。

「おや！　兄上！　《目覚まし》のカイト兄様ではありませんか！」

「クレオ。何かあったのか？　随分と賑やかなようだが」

　偶然、弟のクレオと出くわした。

　だが、偶然だと思っているのはカイトだけで、実はこの傷心の兄とバッタリ遭遇するように、クレオは物陰から様子をうかがっていたのだ。

　クレオはカイトを心底馬鹿にしたように「ふっ」と笑い、兄に対して絶望をどうすれば効率的に与えられるかを考えて、言葉を選んだ。

「この僕のような未熟者がですね。先ほど神託を受けに神殿に行きましたところ。何故か、《富の泉》という高貴なスキルを神より賜りまして!!　いやはや、僕も《目覚まし》のように気楽なスキルが良かったのですが！　これは責任重大!!　はーっはは！　困りましたな!!」

「す、すごいじゃないか。良かったな、クレオ」

　どうにか感想めいたものを捻ひねりだすカイト。

　ニヤニヤといやらしい笑いを浮かべたクレオは、トドメだと言わんばかりに語気を強めた。

「ええ、ええ！　これで兄上はお払い箱という訳ですな!!　僕があなたのように間抜けなスキルを得ていれば、まだ望みもあったでしょうに!!　ですが、残念でした!!　これにてあなたの命運は完全に絶たれました!!　あーっはははっ!!」

　カイトと弟の仲は良好とは言い難かった。

　だが、それは何かと比較されてしまう年の差に生まれた事によるもので、本質的には憎み合ってなどいない。

　そう思っていたのは、カイトだけだった。

　クレオは、ずっと目の上のたんこぶとして存在していたカイトを蹴けり落とす事ができて、心の奥底から湧き上がって来る喜びに打ち震えていた。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　クレオの得た《富の泉》は極めて優れており、どこに出しても恥ずかしくないレアスキルだった。

　そのスキルは付与された時点のレベルでもひび割れた大地に草を芽吹かせる事ができる。

　修練を積めば、枯れた湖は美しい水で満たされ、砂漠に恵みの雨をもたらすことも可能だと言われる、領主としてこれ以上望むべくもない最良のスキル。

　父親のアルフォンスのスキル《豊穣の風》と組み合わせれば、もはや向かうところ敵なしだと思われ、既に街では「フェルバッハ領の未来は約束された!!」と大騒ぎになっていた。

「どうされましたか、兄上？　何やら顔色が悪いようですが？　これはいけませんな、早くお休みになられた方が良いのでは？　《目覚まし》のスキルでスッキリ起床されたらよろしいと思います。ああ、いや、失礼。くくっ、まったく、兄上は人を笑顔にする天才ですなぁ」

「ぐっ……。クレオ、お前……」

　実の弟の言葉とは思えない汚い刃は、カイトの心を確かに切り裂いた。

　だが、これまで人を憎もうと思った事もなければ、人を恨んだ経験もないカイトはこの打ちのめされた心の動かし方が分からない。

「カイト様。クレオ様。旦那様がお呼びでございます」

　睨にらみ合いを続けていた兄弟の元へ、執事がやって来た。

　彼はカイトが幼い頃から熱心に学問を教えてくれた老紳士であり、もしかするとこの状況を見かねて助け船を出してくれたのかと彼は思った。

「そうですか、父上が。お待たせする訳にはいきません。兄上、参りましょう」

「あ、ああ。そうだな」

　アルフォンスが重要な話をする際、これまでは執務室へと呼ばれていた。

　だが、今回の行き先は貴き賓ひん室。

　ならばそれほど大した用事でもないのだろうか。

　そんなカイトの願望はまたしても崩れ去る。

　貴賓室にはアルフォンスの他に、母であるマルグレーテ。

　さらに執事。加えてフェルバッハ領の南西にある都市部・レイオット区の区長を務めている叔父、ケスラーが顔を揃そろえていた。

　カイトの望みは神託を受けた日から一度として叶わない。

　だが、悪い予感は全て的中していた。




◆◇◆◇◆◇◆◇




「来たか。クレオ。……カイトも」

　アルフォンスは役者が揃ったのを確認した様子で、二人に着席を促した。

　ニヤニヤと変わらず口元を歪めるクレオ。

　反対に、奥歯をかみ締めて平静を装うカイト。

「結論から言う。次代領主はクレオ。貴様に務めてもらうことにした。これは決定事項だ。二人とも、文句はあるまい？」

「いやぁ、良いのでしょうか？　僕のような者が兄上を差し置いて領主になど。ふふっ」

「まあ、クレオったら！　自分の事をそのように言うものではないわ！　あなたは優秀な子だもの!!　もっと胸を張りなさい!!」

　母のマルグレーテは、元からクレオに愛情を注いでいた。

　何でも己の力で挑戦する兄と、困ったら自分に甘えて来る弟。

　彼女にとっては手のかかる次男の方が愛おしかったらしい。

「カイト。貴様も異存はなかろう？」

「……はい」

　カイトも自分の得た《目覚まし》とクレオの《富の泉》を比較して、いや比較するまでもなく、どちらが領主として民のためになるのかについて分かり切っていた。

　彼は続ける。

「これからは俺がクレオの右腕となって、領主を支えていきます」

　自分がこの先どのように生きれば他者の幸福に繋つながるのか。

　カイトも覚悟を決めていた。

「弟に負ける」という事実は少なからず彼のプライドを傷つけたが、元から自己犠牲の精神を持つカイトは割り切った決意を固めていた。

　そんな思いを父は打ち砕く。

「いや、カイト。貴様はクレオの補佐などしなくて良い。それから、この春より貴様に与える予定だった領地は全てクレオに任せる」

「そ、そんな……」

「知恵だけは多少あると思っていたが、それも買い被りだったか。クレオはフェルバッハ家として相応ふさわしいスキルを得た。それに比べて、貴様はなんだ。《目覚まし》だと？　馬鹿にするのもいい加減にせよ。恥知らずが」

　クレオと叔父のケスラーが「くふふっ」と笑いをかみ殺す。

「兄上。長男だからといって、無条件で領主になれるほどこの世界は甘くない。あなたは聡明だからお分かりになるでしょう？　無能には領民だってついて来ないのですよ。本日は、領民の代表として叔父上にも来ていただいたそうです。ねえ、叔父上？」

　クレオは今日の催しの内容を知っていた。

　カイト以外の全員が知っていた。

　カイトだけが知らなかった。

　彼が断罪されるだけの裁判なのだから。

　無能という罪人は何も知らなくても良いと、この場にいる全員の意思が一致している。

「カイトくん。君は小さな頃から実に頑張っていたなぁ。体を鍛えて剣術に励み、その汗も拭ふかずに本を読み。そんな君に私は期待していたのに。がっかりだよ。散々重ねた努力をふいにしてしまう間抜けなスキル……。《目覚まし》など、聞いたこともない。君がなりたかったのは、ニワトリか何かかね？　違うだろう？　……はぁ」

「叔父上。いくら兄上が無能だからといって、そうあからさまに落胆せずとも。ニワトリ扱いは酷いじゃないですか。さすがにニワトリよりは役に立ちますよ。やかましく鳴かずとも、人を目覚めさせられるのですから。ねぇ、兄上？」

　既にこの場に集まった者たちの間で、クレオが領主になる事は納得済みなのだ。

　そして、もう一つ決定事項がある。

「カイト。貴様にはアルゴートの地をくれてやる。そこの主として、せいぜい手腕を振るうと良かろう」

「あ、アルゴートですか!?　あの地にはモンスターも多く、領民も罪を犯して流刑になった者ばかりではないですか！　そこの主になって、一体何をしろと言うのです!?　俺はそこで、一体何を成せば良いのですか!?」

　アルフォンスは心底呆れた顔で、吐き捨てるように言い放つ。

「そのような事は自分で考えよ。私は、無能な者を我がフェルバッハ家に置いておく気はないと、そう申したのだ。万が一にもアルゴートを開拓し、発展させる事ができれば処遇を考えてやらんでもない。それまでは、二度と屋敷へと近づくな。……良いか？　これ以上言わずとも意味は分かろうな？　さらなる失望でフェルバッハの名を穢けがしてくれるな」

　要するに、カイトは罪人が流刑に処されるのと同じく追放されたのだ。

　ただ人よりも劣ったスキルを得たというだけで。

　誰よりも努力を重ねて来たにもかかわらず、実に呆気なく。

「兄上、そう気を落とさずに。アルゴートは広さもそれなりですし、やりようによってはきっと上手くいきますよ！　なにせ荒くれ者と無法者のたまり場ですから、労働力には事欠かない。兄上の身に何も起こらなければ良いのですが。……それでは、兄上。もう会う事もないでしょう。さようなら。お元気で」

　母は何も言わなかった。

　叔父は眉間にしわを寄せて成り行きを見守っている。

　執事が「カイト様。これをどうぞ」と袋に入った帝国銀貨を彼の前に差し出した。

　フェルバッハ領で商人が一か月働いて得る額が、おおよそ帝国銀貨二十枚。

　カイトに与えられた銀貨はそれよりも少ない十五枚。

　この屋敷から馬車でアルゴートに向かうギリギリの金額であり、それが今のカイトの価値だと老紳士は無言で伝えていた。

　こうして、あまりにもあっさりとフェルバッハ家を追放されたカイト。

　馬車の停留所までの道のりでは、つい先日まで無償の親愛を向けてくれていた領民たちから聞くに堪えない罵ば詈り雑ぞう言ごんを浴びせられた。

　今日はカイトにとって、帰るべき故郷が消え去った日でもあったのだ。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　フェルバッハ領の中心都市、屋敷のあった街から馬車に乗って一日と半。

　カイトはアルゴートに到着する。

「お客さん、本当にここで良いんですね？　オラ、知りませんぜ？　ここいらはモンスターも出るし、罪人しか寄り付かないんでさぁ」

「ああ、ありがとう。ここで良いんだ。これ、代金だよ」

「まいど。お客さんは腕っぷしも強くなさそうですが、くれぐれも気を付けてくだせぇよ。ほいじゃ、オラは行きます。馬がモンスターに襲われちゃかなわねぇ」

　カイトは御者に「気を付けて」と挨拶をして、高台からアルゴートを見下ろした。

「やれやれ……。これはまた、噂以上にすごいところに来てしまったぞ……」

　この荒れ果てた場所が、今日からカイト・フェルバッハの領地である。










２章　辺境の新領主カイト・フェルバッハ




　カイトは外れスキルを引いた無能者呼ばわりされて家を追い出された。

　が、彼の長所は意外に多い。

　今回は「責任感の強さ」と「気持ちを切り替える潔さ」にフォーカスを当てよう。

「それにしても、乾いた土地だなぁ。水源も見当たらない。流刑地だって聞いていたけど、ここの領民はどこでどうやって暮らしてるんだ？」

　独り言を呟きながら、カイトは高台よりこれから自分の領地となるアルゴートを分析する。

　この地方は一年の半分以上が乾期であり、水の確保が極めて難しい。

　また、水がなければ土地が干上がるのも当然で、作物も育たない。

　大型の猛獣系モンスターが我が物顔でその辺りを走り回っているらしく、その姿まではカイトの目には運よく留まらなかったが、確かに巨大な足跡はいくつか見て取れた。

　おまけに、夜になるとアンデッド系のモンスターも出るらしい。

　ここまでの情報は、フェルバッハ家からアルゴートに向かう道中で旅人に尋ねたり、休憩に立ち寄った街の酒場などで聞き込みをしたものである。

　カイトの生真面目な性格はこのような状況下に置かれても健在だった。

「……まずいな。日が暮れて来た。とりあえず、あそこに見える建物に行ってみよう。人がいるかもしれないし、外でモンスターと出くわすよりはずっと良い」

　カイトは高台から移動を開始する。

　道すがら、やはり多くの魔物の痕跡を見つけて不安になり、どこを見ても人の気配がない事でその心細さは倍増した。

「これは……。見張り小屋かな？　うん。ボロボロで、ちょっと強い風が吹いたらバラバラになりそうだけど。多分、見張り小屋だ。……まったく使われている形跡がないなぁ。見張りをするまでもないという事かな？　なるほど。はっはっは。……はぁ」

　元気を出そうと無理して明るく振る舞ってみたものの、虚しさが親し気に歩み寄って来ただけだった。

　アルゴートは盆地になっており、居住区はその奥にあるらしい。

　ならば、この高台から通じる道が唯一の進入経路なのではないかとカイトは考える。

　ふと見張り小屋の脇を見ると、古い祠ほこらがあった。

　ここの土地神でも祀まつっているのだろうか。

　それにしては、朽ちているし手入れもされていないように見える。

　見張り小屋の周囲にもいくつかの民家が、正確にはかつて民家だった廃屋が並んでおり、数年前まではこの辺りにも人が住んでいた形跡があった。

　察するに、モンスターの徘はい徊かいに耐えかねてアルゴートのより奥の方へと移住したのだろう。

　その証拠に、廃屋にはもれなく獣の爪痕が残っていた。

「領民に挨拶をしたかったんだけど……。やれやれ、もう真っ暗じゃないか。知らない土地で夜道を歩く事ほど愚かな事もないな。……だけど」

　カイトはその辺りをぐるりと一周して、見張り小屋に戻って来た。

「この頼りない建物で一夜を過ごすのも、なかなか愚かな行動だよなぁ……」

「ははは」と自嘲気味に笑ったカイトは、隣にある古い祠の前で手を合わせた。

　正しい祈りの作法は分からないが、名も知らぬ土地神にだってすがりたい心境なのである。

　それが終わるとカイトは見張り小屋の中へ。

「あー。なるほど。まあ、こうなってるよなぁ……」

　中は埃ほこりだらけで、使えそうにない暖炉と、何であろうと絶対に入れてやらないと収納を確固たる意志で拒んでいるタンス。

　あとはベッドがあるだけだった。

　ちなみに、ベッドと断定しても良いのか不安になるほど簡素なもので、大きな長方形の木材が置いてあるだけとも言える。

「とりあえず寝よう。馬車の移動で疲れたし。モンスターに襲われませんように。……硬いなぁ、このベッド。せめて毛布くらい欲しかった……」

　こうして、アルゴートで迎える初めての夜を不安いっぱいで過ごすカイトであった。
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　翌朝。

　恐らく彼の人生で最も質の悪い睡眠を取ったカイトは、全身の怠だるさから起き上がれずにいた。

　寝息を立てれば埃でむせる。

　寝返りをうつたびに体が軋きしむ。

　一時間寝ては少し目が覚めてを繰り返した彼だったが、それでも朝はやって来る。

　今日こそは領民に挨拶をしなければならないし、もう少しくらいまともな寝床も手に入れたい。

　そこで、カイトはスキルを使う事にした。

　その名は《目覚まし》。

　実はスキルの所有者である彼も使うのはこれが初めて。

　フェルバッハ家での快適な暮らしでは使う機会がなかったのだ。

　カイトはまだ寝ていたいと駄々をこねる右手に鞭打って、魔力を込める。

　その手を広げ、集約させた魔力を解放する。

　キィーンという耳鳴りにも似た音が頭の中に響くが、決して不快ではなかった。

　カイトは体を起こす。

「ははっ。すごいな、《目覚まし》ってスキルも。本当に気持ちよく目が覚めた。これなら、酷い環境でも寝起きの爽やかさだけは維持できそうだ。はははっ。……はぁ」

　だから何だと言うのか。

　このスキルを得てからずっと考えないようにしてきた、本質的な疑問が爽やかな目覚めと共に襲い掛かってきた。

「朝が爽やかでも、その先に待っている現実は全然爽やかじゃないぞ！」と誰に言うでもなく叫んだカイト。

　心中察するに余りある。気の毒な話だった。

　それから続けて《目覚まし》について不平不満をぶつけたのかと言えば、そうはならなかった。

　凄まじい地鳴りがしたかと思えば、今度は何かが崩れ落ちる音がする。

　それも、すぐ傍そばで。

　見張り小屋が激しく揺れるため、身の安全を確保すべくカイトは外へと飛び出した。

　だが、揺れているのは小屋ではなく地面そのものであり、急な地震に彼は身をかがめる。

　その揺れは数分ののちに収まった。

　カイトは領地に赴任して一日でこの様かと天を仰ぐが、その過程で視界に入るべきものがなくなっていた。

　見張り小屋の隣にあった祠がすっかり崩れている。

　先ほどの地震の影響だろうか。

　彼は土地神を思うと不憫な気持ちになった。

　自分もこの祠のように、近い将来誰にも看取られずに崩れ去るのかと思うと悲しくなり、せめて最後にもう一度祈りを捧げようと考える。

「うぉぉぉおっ!?　びっ、ビックリした!!　なんだ、これ！　……手!?」

　飛び上がるほど驚いたカイト。

　眼前には、祠の瓦が礫れきから伸びている白い手があった。

　アンデット系のモンスターだろうかと一瞬躊ちゅう躇ちょするも、「万が一にも人だったら！　さっきの地震で巻き込まれたのかもしれない！」と、彼は小さな手を掴つかむ。

　すると、その手はしっかりと握り返してくるではないか。




　人だ。




　カイトは確信して、大きな声を出す。

「待ってろ！　すぐに助ける!!」

　だが、カイトの助けなどその手の主には無用だった。

　瓦礫がふわりと浮き上がったかと思えば、瞬く間に祠の形へと復元されていく。

「なるほど。さてはまだ夢を見ているな。《目覚まし》め。本当に役に立たないスキルだ」

　信じられないものを目撃した人間は、得てして現実から逃避するものである。

　だが、カイトは逃げきれなかった。

　対たい峙じした現実の足の方が速かった。

「……私を起こしたのは、誰？　……あなた？」

　不思議な少女がそこに立っていた。

　少なくとも自分よりはずっと幼く見える。

　ボロボロの服を着ているにもかかわらず、何故だが高貴な雰囲気を纏っている。

　もしかすると、少女は人間ではないのかもしれない。

「俺はカイト・フェルバッハ。言葉はちゃんと通じているだろうか？」

「……あなたは、カイト。……分かった。……カイト」

　どうやら、意思疎通は可能のようである。

　続けてカイトは少女に尋ねる。

「君こそ、誰だ？　どうしてこんなところで独り、瓦礫に埋まって？　ああ、いや、ごめん。初対面で矢継ぎ早にあれこれ聞くのは良くないな」

　カイトは混乱している頭を整理する。

　相手が何者であろうと、少女に対して礼儀を失するほど落ちぶれてはいない。どんなになっても、貴族としての礼儀作法は失いたくない。

　彼は必要最低限の質問を少女に投げかけた。

「君の名前は？」

　彼女は長い沈黙、時間にして三分ほどだろうか。

　何かを思い出すように俯うつむいて、それから短く答えた。

「……私は、シエラ」

　これがカイトにとって、アルゴートでの最初の出会い。

　そして彼の運命が動き始めた瞬間でもあった。
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　シエラと名乗った少女は、深い碧のロングヘアーと深紅の瞳が特徴的だった。

　瓦礫に埋まっていたはずなのにボロボロなのは着衣だけで、その白い肌には傷一つない。

「…………」

「…………」

　カイトはシエラの次の言葉を待った。

　名前を言ったらその次に自己紹介が始まるものだと考えたからだ。

　そんな彼を、シエラは不思議そうに見つめている。

「自分の価値観を相手に押し付けちゃダメだよなぁ」とカイトは反省した。

　沈黙を破るのはどうやら彼に課せられた使命のようである。

「ええと、シエラ？　君の事をシエラと呼んでも良いかな？」

「……構わない。……私も、あなたをカイトと呼ぶ。……問題ない？」

「ああ、もちろん。なんだか、久しぶりにまともに名を呼んでもらえた気がするよ」

「……カイト、独りぼっち？　……名前呼んでくれる人、いない？」

　物静かな割に、ストレートな意見を口にするシエラ。

　その力強い言葉のパンチはしっかりとカイトにダメージを与えていた。

「……そうだなぁ。俺、よく考えたら友達とかいないなぁ。家族との縁も切れたし。うん。間違いなく独りぼっちだ。アルゴートでもまだ誰とも会えていないし」

「……むぅ。……カイト、私と今、会って話をしている」

　頬ほおを膨らませるシエラ。

　彼女の言う事はもっともであり、カイトはすぐに謝った。

「そうだった！　ごめん！　じゃあ、シエラが俺の友達第一号だ！　ええと、それで色々と聞きたいんだけど。俺はこのアルゴートの領主として赴任……と言うか、厄介払いされて来たんだ。それが昨日の話。で、今朝起きたら、シエラが祠の瓦礫に埋まってた。何がどうしてそうなったんだ？」

　シエラは「……むぅー」としばらく考える。

　その様子は適切な言葉を探していると言うよりも、昔の事を思い出しているように見える。

　そんな彼女に辛抱強く付き合うカイト。

「……情報伝達が上手くできるか分からないけど」と前置きして、シエラは語る。

「……私は、強制的な眠りにつかされていた。……カイトに分かりやすいように言い換えると、封じられていたと表現しても良いかも」

「うん。……うん？　ああ。ごめん、少しだけ待ってくれ。封印されていた!?　こんなに小さな女の子が!?」

　シエラはこくりと頷うなずいて、カイトの理解を置き去りに身の上話を始める。

「……私は、かつて大天使として地上に降りて来た。……よく覚えていないけれど、誰かにこの祠へ強制的な封印をされた……と思う。……だけど、さっき急に覚醒した。……なんで？」

「いや、俺に聞かれても……。と言うか、大天使!?　大天使って、神話に出て来るあの？　確かに、帝国にはかつて多くの神や悪魔が存在したって歴史書で読んだことはあるけどさ。よくある創作じゃなくて、それは事実だったってことか!?」

　その神話に出て来る登場人物が自分だと言うシエラ。

　普通なら一笑に付して、「そんなことよりお腹空かない？」と次の話題に移行するところだが、彼女から放たれる神秘的な雰囲気が「これはどうやら本当らしいぞ」と、カイトに根拠のない信憑性を植え付ける。

「ちょっと待って。急に目が覚めたんだよね？」

「……そう。……なんだか、とても良い気持ちになって。……気付いたら起きてた」

　カイトの中で、点と点が繋がり一本の線になる。

　だが、まだその線は細い。確認作業が必要だと彼は考える。

「ふんっ！　うりゃあっ！　《目覚まし》!!」

　カイトは両手を組んで魔力を集約させると、今となっては唯一のアイデンティティである《目覚まし》を発動させた。

　すると、シエラがぴょんぴょんと跳ねた。

「……あっ。……この音。……気持ちよくて、頭がスッキリする音。……私が聞いたの、この音だよ。……カイトが私を起こしてくれたの？」

　あっさりと答えにたどり着いてしまった。

　これを偶然で片付けるのはかなり暴論であり、順序立てて考えるとそうとしか思えない。

「……《目覚まし》って、人間以外にも効果があるのかー」

　カイトの外れスキルは、辺境の地に封じられていた大天使を起こしてしまったようである。
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　カイトはシエラに事情を説明した。

　自分のスキルが《目覚まし》という、対象にスッキリとした目覚めをもたらすものである事。

　それを今朝自分に使ったところ、どうやらうっかりシエラまで起こしてしまったらしい事。

「何と言うか、せっかく寝てたところを起こしてごめん」

「……ううん。……私、ずっと起きたかったのに、封印のせいで眠り続けてたの。……多分だけど、もう、何百年もの間。……だから、カイトが起こしてくれたの……すごく嬉しい」

　まさかこの外れスキルに数百年の封印から大天使を目覚めさせる効果があるとは。

　確かに常識からは外れている。カイトは「ははは」と笑った。

「それで、どうする？　シエラは何をするためにこの地に降りて来たの？」

「……むぅぅ。……思い出せない」

「ええと、それなら誰に封印されたとかも？　原因や理由もかな？」

「……うん。……全然思い出せない」

　つまり、シエラは行くところがなく、天涯孤独だと言う事になる。

　カイトは考えた。

　自分と同じ境遇ではないか。

　彼女が生きていた時代から数百年の時が流れているとして、当時の事を調べるのには相当な労力と時間が必要になるだろう。

　大天使様ともなれば、その事情に気付いていないはずがない。

　さぞかし心細いだろう。

　自分の居場所がない事の不安は、カイトがここ数日で嫌と言うほど学んだ事である。

　ならば、彼女にかける言葉は一つしかない。

「じゃあ、シエラ。何か思い出すまで、俺と一緒にいるか？　もちろん、君がそれで良ければだけど。ここはとても住み心地の良い場所とは言えないし、他に行く当てがあるならそっちに行った方が絶対に良いと」

　ここまで口に出したところで、シエラの声が続きの言葉を阻んだ。

　この女の子はこんなに大きな声も出せるのかと、カイトは驚いた。

「……ここにいる！　……私、カイトと一緒にいたい。……カイトが良いなら、その」

　最初の勢いが強かった分、徐々に口ごもるシエラは可愛らしかった。

　実際は何百歳も年上の相手だが、見た目は自分よりも幼い少女である。

　そんな彼女にこれ以上のセリフを求めるのは、紳士として許されない。

「そっか。それなら、ここで一緒に暮らそう」

「……うん！　……カイトと暮らす」

　そうなると、やはり直近の問題は居住環境だろう。

　見張り小屋の周りには廃屋が山ほどあり、古びた木材からは嫌な匂いが漂っている。

　大天使様を住まわせるには相応ふさわしくない事だけはハッキリとしていた。

「よし。じゃあ、少し待っててくれる？　俺がどうにか、この辺りを清潔にするから。それで、二人が住める家を建てよう！」

　腕まくりするカイト。

　手近にある廃材を持ち上げると、すぐに腰が悲鳴をあげた。
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「ぐぅぅっ！　あっ。ダメだ。まったく持ち上がらないぞ。ぬぅぅぅぅっ!!　うん。ダメだ。これは、家が建つまでに何か月かかるかな……」

「……その古い木を片付けたら良いの？」

「そうだけど、シエラはダメだよ。釘とかあって危ないから。女の子にそんな事を」

「……『ライトングレイ』。……えいっ」

　晴れていた空から槍のような雷が無数に降り注ぎ、廃材の山が一瞬にして消し炭と化した。

　これが世に言う青天の霹へき靂れきかと、カイトは口を開けてぼんやりと思った。

「シエラって、本当に大天使だったんだね」

「……そうだよ？　……カイト、信じてなかった？」

「とんでもない。だけど、今はすごく信じてる。……って、まずい！　今のでモンスターが寄って来た！　獣の類は火を怖がってるけど、アンデッド系が!!　よし、ここは俺が！　ちゃんと剣は持って来たんだ！　取って来る！」

　確認できたのはリッチの群れ。かつての魔法使いなどが術式の力に溺れ、命を失ってなお生き続けている不死の存在。

　十匹以上いるようだった。

　ヤツらは単体ならば大したことのないモンスターだが、同族のアンデッドを呼び寄せる習性がある。

「……『ホーリーシャワー』。……えいっ」

「ギィギャァアァァァァァァァァ」

　まだ説明の途中なのに、シエラが聖なる雨を降らせてリッチの群れを浄化した。

「す、すごいな。さすが大天使。いや、本当にすごいとしか感想が出てこない。俺、語彙力が思ってたよりもないみたいだ。もっと適切にシエラのすごさを称えたいのに。ああ。またすごいって言ってる。いやー。参った、まいっ……たぁ!?」

「……ベタベタになっちゃった。……よいしょ」

「だぁぁぁっ!!　なんで服を脱ぐの!?」

　大天使が目の前で裸になるものだから、カイトは目を覆ったり抗議をしたりと忙しい。

「……だって。……服が濡れちゃって、気持ち悪い」

「わ、分かった！　俺の荷物の中に着替えがあるから！　お願いだから、それまでは服を着てて！　着ててください!!」

「……むぅ。……カイトがそう言うなら、そうしてあげる」

「本当にありがとう。これからシエラに助けてもらう事は多そうだけど、君に教える事もたくさんありそうだよ」

　急いで見張り小屋へと駆けて行くカイト。

　彼は色々と規格外なシエラとの共同生活の事を考えると、不安だった。

　だけど、それ以上にワクワクしている自分がいるのも否定できないカイトである。
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　シエラとの出会いから慌ただしく過ごしていると、気付けばもう昼時になっていた。

　随分と綺麗になった一帯を眺めながら、カイトは次なる行動に移る。

　つもりだったのだが、それは向こうからやって来た。

　五十人くらいだろうか。

　屈強な男たちが、領地の奥からこちらへ向かって歩いて来るのが見える。

「……カイト？　……あれも敵？」

「いや、敵じゃないよ。今のところはだけど。できれば仲良くしたいと思ってる」

「……じゃあ、敵になったら教えて。……私、やっつける」

「そ、そうか。なるべくそうならないように俺が頑張るよ。シエラがやっつけると、本当にシャレにならないからなぁ」

　カイトは彼らに向かって「おおい」と呼びかけ、大きく手を振った。

　こちらには攻撃の意思がない事の証明である。

　だが、彼の周囲には焦げた廃材の匂いと、崩れ落ちたリッチの破片が転がっている。

　そんな状況の中、笑顔で手を振る行為は果たして友好的に受け取られるだろうか。

「……おい。あんたが噂に聞く、フェルバッハの長男か？」

「はい。カイト・フェルバッハと申します。すみません、ご挨拶が遅れまして」

　見張り小屋の前で出会う、新領主と領民たち。

　握手をするべく一歩踏み出したカイト。

　荒くれ者の集団が、五歩ほど後退した。

「おい、見ろよ。これ。すげーな。毒素出してた廃材が跡形もねぇぞ」

「こっちにゃ、沼から出て来るリッチが！　む、群れで死んでるぞ!!」

「さすがフェルバッハのお坊ちゃん。とんでもねぇ化け物だぜ……」

　カイトは「あ、これは俺が何か誤解されているな」とすぐに察する。

　だが、慌てて「違うんです！」と躍起になると、疑わしさがより匂い立つ。

　どうしたものかと案じていると、集団の中から老人と、彼らの中でも際立って逞しい男が先頭にやって来た。

「あの、できれば俺の話を聞いて頂きたいのですが」

「話はオレと長老が代表でさせてもらうぜ。そういう風にオレらの中じゃ話が付いてんだ」

　どうやら、対話を試みる機会は与えてもらえるようで、ホッと一息のまだ誰にも信任されていない新領主。

「もうご存じでしょうけど、俺がこのアルゴートの新領主として赴任してきました。よろしくお願いします」

「おう。何日か前に書状が届いてたよ。つっても、前の領主が逃げ出してから六年になるか？　だからオレたちゃ誰にも頼らず生きて来たんだけどな」

　初耳であった。

　そう言われてみれば、カイトは前任の領主の話をここに来る道中で一度も耳にしていない。

　まさか、責任を放棄して逃亡していたとは。

「俺のような若輩者で申し訳ないのですが、精一杯頑張りますので。いつかは皆さんに認めてもらえるように、まずは信頼を！」

「いや、認めるも何もねぇよ？　あんた、既に立派な領主じゃねぇか。とっくに一仕事終えてるしよ。一仕事って言うにはすげぇ恐ろしい結果出してるぜ？」

「えっ？　いや、どういうことでしょうか？　あ、家名ですか？　実は俺、フェルバッハ家から追放された身でして。ですので、俺の実家からの支援を期待されているのであれば、ちょっとご期待に添えないかと……」

「んなもん期待してねぇよ。というか、領主様って追放されて来てんのかよ！　がっはっは！　マジか、じゃあオレらとたいして変わんねぇじゃねぇか!!　なぁ、みんな!!　おっとすまねぇ、オレの名前はヘルムート。よろしくな！」

　ヘルムートの態度に品性はなかったが、むしろ飾らない姿勢が歓迎してくれている事を実感できてカイトは嬉しかった。

「ここに来る連中はだいたい何かしらの罪を犯してるが、気の良いヤツらが多いぜ。殺しとかクスリとか、ヤベー事に手ぇ染めてるのはいねぇから、安心してくれ！　で、こっちがオレらの顔役！　長老のケベルトじいさんだ」

　ヘルムートに紹介されて、「ほっほっほ」とケベルトが手を差し出して来る。

　カイトは「よろしくお願いします」と両手で握手した。

「ちなみに、ワシは殺しじゃよ？　五十年前に二人ほどやったんじゃ」

「えっ!?」

　話が違うじゃないかと、今度はカイトが後ずさりした。
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　ケベルトは自分の犯した罪を語った。

　彼は、五十年ほど前にレイオット区で警備の仕事に就いていた。

　そこで男二人が幼女を誘拐しようとしている現場に遭遇し、犯人ともみ合いになった末に剣で斬られてケベルトは重傷を負った。

　犯人たちは馬車で逃走するも、慌てたらしく運転を誤って二人とも事故死したらしい。

「それじゃあ、ケベルトさんは何も悪くないじゃないですか」

「ほっほっほ。相手が貴族の子弟じゃったからのぉ。平民のワシは、裁判すら受けさせてもらえんかったわ。まあ、アルゴートに流されただけマシじゃったわい」

「俺も追放されたとは言え、数日前までは貴族でした。慰めにもならないでしょうが、謝らせてください。申し訳ありません」

「新しい領主様はマジメじゃのぉ。それに、仕事が早い」

　カイトは首を傾げる。

　先ほどから彼らの言う、仕事とは何の事だろうか。

「あんただろ？　ここいらの毒素ばら蒔まいてた廃材燃やして、アンデッドまで片付けてくれたのはよ。とんでもねぇ手際の良さにオレら尊敬通り越してちょっと引いてんだよ」

「ああ、いえ。それはシエラが」

「シエラ……？　あぁん？　なんか聞いたことがあるような。どこだったか……。ぜってぇに聞き覚えがあるんだがなぁ」

「ヘルムートよ。まずは領主様にこの地の説明じゃ。雑談なら後にせんか」

「お、おお、そうだな。すまん、じいさん」

　ケベルトのよく分かるアルゴートの話が始まった。

「まず、ご覧の通りここは土地が枯れておるので、作物が育たん。治水も整備されとらんゆえ、飲み水もここから十五キロ向こうの水源まで汲みに行っとる。よって、領主様に差し上げられる年貢の類はまったくない。すまんがのぉ」

「そうですか……。思っていた以上にやる事はありそうだなぁ」

「ほっほっほ。差し上げるものはなくとも、問題ならまだあるぞ。アルゴートには魔物の巣が多くある。おかげで月に何人かは食い殺される。しかも、山賊や盗賊までウロチョロしとる。ワシらも食うに困っておるから、襲ったところで何も奪えんのに。まあ、ヤツらもなりふり構わずなんじゃろうて」

「聞いているだけで頭が痛いです。荒地に治水の不整備。モンスターの巣に山賊ですか……。分かりました。一つずつ片付けていきましょう！」

　領民たちがざわつく。

　彼らは口々に「ここをどうにかするって？」「普通は諦めて逃げるだろ」と、カイトの前向きな姿勢を気味悪がった。

「お若い領主様よ。あなたはアルゴートを良き地にしようと申されるか？」

「それはもちろんです。……というか、お恥ずかしいことにですね。俺も先ほど言ったように、実家を追放された身なので行く当てがなくて。だから、俺の方からここに住まわせてくださいとお願いするのが筋なんです。ははっ」

「なんと……。これはまた、愉快な方が来られたわい！　住居ならば奥の村に空き家があるから、すぐに掃除させよう。まさか、領主様に見張り小屋住まいをさせる訳にもいかん。ほれ、そっちの五人。先に村へ戻っとれぇい」

　ケベルトの指示で、若い領民が数人ほど駆け足で去って行った。

　カイトは「お心遣い、感謝いたします」と頭を下げる。

　彼にとっても住居の問題が解決されるのは非常に喜ばしい。

「……カイト。……お話が長い。……私、待ちくたびれた」

「ああ、ごめん。そうか、シエラの事も紹介しておかなくちゃ。あの、皆さん。信じられないかもしれないのですが、こちらの女の子はシエラ。大天使なんですって」

　ずっと腕組みして記憶を辿たどっていたヘルムートが「あああ!!」と叫んだ。

　彼は続けて、シエラの姿を見てさらに驚く。

「シエラって言うと帝国の歴史書にも載ってる、あの大天使のシエラ様!?　かつて、何体もの悪魔を葬り去った伝承の残っている、あの!!　ああ、ああ！　間違いねぇ！　歴史書の挿絵にそっくりじゃねぇか!!」

「……ん。……よく覚えてないけど、私はシエラ」

「そう言えば、祠が壊れておるのぉ。ヘルムートはこう見えて、元は歴史図書館の司書をやっておったゆえ、意外とものを知っておるのじゃ」

「マジかよ！　カイト様！　あんた、大天使シエラ様を復活させたのか!?」

　興奮を抑えきれないヘルムート。

　シエラは胸を張って答える。

「……そう。カイトはすごい。……私はカイトに起こしてもらった。……今は、カイトが私の主。……ふふっ。……どやぁ」

「えっ!?　そうだったの!?」

「新しい領主はやる気に満ちていて、大天使を使役しているらしい！」という噂は、百人ほどいる領民の間を駆け巡り、結果としてカイトはアルゴートの領主として早々に彼らの支持を得ることとなった。

　こうして、晴れて新領主カイト・フェルバッハが誕生したのだ。










３章　増える仲間と豊かになるアルゴート




　アルゴートに村は一つしかない。

　領民が百人と少ししかいないため仕方がないのだが、居住区の拡大はカイトが領主として取り組むべき課題だった。

　だが、何をするにも準備が必要。

　この地に来てまだ五日目のカイトは、ようやく生活にも慣れ始めていた。

　ケベルトたちが用意してくれた村にある空き家はどうにか人の住める最低基準をクリアしている程度の簡素なものだったが、アルゴート初日に過ごした見張り小屋よりはずっとましだった。

　清潔なテーブルと、それなりに柔らかいベッドがあるだけで彼は満足している。

　課題の消化方法といえば、まず身近なものから解決していくのも一つのやり方である。

　カイトは、同居人のシエラについても頭を悩ませていた。

　彼女は長らく封印されていたせいか、はたまた元からそうだったのかは分からないが、一般常識というものが欠如していた。大天使を人間の一般常識で括くくろうというのが既に間違いの可能性もあるが、そこに言及し始めるときりがない。

　例えば、着替え。

　シエラは何の躊躇もなくカイトの前で裸になる。

　あまりにも堂々とした脱ぎっぷりなので、カイトが「きゃああっ！」と悲鳴をあげながら手で目を覆うのが日常になりつつある。

　また、人との接し方についてもいささか問題があった。

　彼女にとって人とは「カイトかそれ以外」という区分けが頭の中でされているらしく、カイトの言う事はよく聞くが、他の領民とのコミュニケーションが上手くいかない。

　というよりも、彼女は領民たちと積極的に会話をしようとしない。

　カイトとしては自分以外の人間とも仲良くして欲しいのだが。

「……カイト。……ただいま。今日のご飯を獲って来た」

「お、おう。おかえり。今日もまた、とんでもない大物を仕留めて来たなぁ」

　当然だが、シエラのおかげで豊かになった事もある。

　彼女は昼過ぎ頃に「……いってきます」と静かに出かけて行くと、日が沈む前には自分の体よりも大きなモンスターを仕留めて戻って来る。

　そのおかげで、アルゴートの抱える食料問題に関しては大きな改善の兆しが見えていた。

　当日の食事はもちろんモンスターの肉で賄えるし、一昨日からヘルムートが中心になって干し肉の製造に着手している。

　保存食を作って備蓄できるというだけでも、アルゴートの領民からすれば望外の幸福であった。

　ただ、いくら大天使とは言え、できる事とできない事はあるらしい。

　シエラは狩猟などの、いわゆる戦闘行為においては無類の強さを発揮するが、それ以外のこととなるとてんでダメ。

　試しに荒地の整備を頼んでみたところ、干からびた土地に地割れができた。

　これが昨日のことであり、カイトはそれ以降、彼女にはできる事のみをやってもらう方針にシフトチェンジしたのだった。

　ただでさえ問題は山積しているのに、自分でそれを増やすのは愚か者のすることである。

「……ふぁ。……カイト、まだ寝ないの？」

「ああ、俺はもう少しだけ仕事をしてからにするよ。ケベルトさんがくれた領地の情報は早いところ頭の中に入れておきたいから。シエラは先に寝てて良いよ」

「……うん。そうする。……おやすみ、カイト」

「うん。おやすみ」

　シエラについて散々と考察して来たが、カイトは寝る前に「おやすみ」を言える相手が傍にいる、

　それだけで心が満たされる思いだった。
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　翌朝。

　遅くまで仕事をしていたカイトだが、そこは《目覚まし》の出番。

　今日も短い睡眠時間でスッキリとした起床を迎えていた。

《目覚まし》についてはまだまだ分からない事が多い。

　シエラを目覚めさせて以来、毎朝自分に対してスキルを発現させているが、特にこれといった問題は起きていない。

　試しにヘルムートに使ってみたりもしたのだが、「オレ、こんなに爽やかな目覚めは初めてだぜ!!」と彼が感動しただけで、他の収穫はなかった。

　そんな訳で、よく分からないスキルの考察をしていても時間の浪費である。

　この問題の解決を未来の自分に託したカイトは、とりあえず今日の暖を取るために薪割りに精を出していた。

「……カイト。……それ、私がやってあげるよ？」

「うん。気持ちは嬉しい。だけど、その気持ちだけで充分だよ」

　シエラの魔法は常識離れしているが、身体能力もどうやら常識の範囲に収まりそうにない。

　彼女は「……薪割り、手伝う」と言って、二日前には斧を三つダメにしてしまい、昨日は薪そのものを暖炉にくべる前に灰にしてしまった。

「……『ライトニングレイ』使えば早いのに」

「絶対にヤメてね？　昨日は結局、寒い夜を過ごしたでしょ？」

　もう季節は春だというのに、アルゴートの地はまだ朝晩かなり冷え込む。

《目覚まし》で快適な寝覚めをしても、風邪を引いては本末転倒である。

「……むぅ。……お腹空いた。……ちょっと行ってくるね」

「今日も食材調達はシエラに任せっきりで悪いなぁ。気を付けてね」

「……うん。……カイトが喜んでくれるの、私も嬉しいから。……平気」

「暗くなる前には戻っておいで」

　その後カイトは向こう一週間分の薪割りをこなしたのち、ヘルムートの干し肉工場の様子を見に行った。

「おう！　カイト様！　割と順調に仕上がってるぜ！　これもあんたのおかげだ!!」

「いやいや、モンスターの肉を狩って来るのはシエラだし、干し肉の製法を知っていたのはヘルムートさんですから。俺は何もしてませんよ」

「いやいやいや！　オレらにゃそもそも保存食を作ろうって発想すらなかったんだからな！　保存するほど食料もなかったしな！　カイト様の発案のおかげで、食うにゃ困らなくなりそうだぜ!!　はーっはっはっは!!」

　このヘルムートという男、腕力があり肉体労働に長けていながら、元は司書のため知識も豊富に持っているというアルゴート随一の優良物件である。

　こんなに優秀な人材が辺境の地でくすぶっていてくれたおかげで、カイトも領主としての仕事を始めるにあたり、実にスムーズな船出を果たしていた。

「おう！　カイト様！　シエラ様がお帰りみたいだぜ！　こりゃまた、今日はでっけぇ獲物を仕留めておいでだ!!」

「ああ……。やれやれ。本当にシエラはすごい。加減がないんだもんなぁ」

　彼女は自分の体の三倍はありそうな猪のモンスターを魔法で浮かせて戻って来た。

　出迎えるカイト。

　だが、すぐに違和感に気付く。

「シエラ。シエラさん？　そっちの女の子はどうしたのかな？」

「……うん。……なんか倒れてたから、一緒に拾って来た。……お土産」

　見たところ、冒険者だろうか。

　ぐったりとした少女が猪のモンスターの上に乗っかっていた。

「ちょっと見せて！　……まだ息がある！　ヘルムートさん、清潔な布と、お湯沸かしてくれます!?　それから一応確認するけど、シエラって治癒魔法使えたりする!?」

「お、おう！　了解だ、カイト様！　おめぇら、家にある布の中で上等なヤツ持ってこい!!　あと、鍋だ！　鍋!!　あぁ!?　馬鹿野郎、お前!!　そりゃあ肉を茹でた後の鍋だろうが!!　ちゃんとした未使用のヤツ持ってこい!!」

「……私の使う魔法は攻撃専門。……この子、焼く？」

　カイトは悟った。

　この少女を救えるのは、自分しかいないと。
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　領主の家に運び込まれた冒険者の少女。

　右の太ももに切り傷があるだけで、他に目立った怪我はしていないようだった。

　とは言え、軽い切り傷でも油断をすると感染症の元になる。

　カイトは医者ではないが、応急処置の心得があった。

　フェルバッハ家に居た頃に一通りの知識を身に付けておいて良かったと彼は思う。

「……はむっ。……カイト、ご飯食べないの？　……シチュー、美味しい」

「俺はもう少ししてから食べるよ。……これで良し。後はモンスターの毒とか麻痺属性の攻撃を受けたとかじゃなければ良いんだけど。そこまでは素人の俺じゃ判断が付かないな。ううむ。医者や薬師がいてくれれば良かったんだけど。ないものねだりが過ぎるか」

　少女の傷口を消毒して、清潔な包帯を巻いた。

　治療と呼ぶにはあまりに拙いものだったが、これがアルゴートでできる精一杯。

「彼女には申し訳ないけど、装備も外させてもらおう。もちろん、インナーは脱がさないよ。ちょっと？　聞いてる？　シエラ？」

「……うん？　……なんだかよく分からないけど、分かった」

　意識を失っている少女の前でも貴族としての誇りを持ち、必死に正しい姿の紳士であろうとするカイト。

　誰もその気高き精神には気付いてくれないが、立派な心掛けだった。

「これは、ネームプレート？」

　上着を脱がせた少女は、どこかの冒険者ギルドのものだろうか、首に銀の札が付いていた。

　明るい茶髪の彼女は、腰に剣と、魔導書を携えている。

　もしかすると、名のあるギルドに所属しているのかもしれない。

「リザ。これが彼女の名前かな？　ひとまず、できる事は済んだ。あとは俺のベッドに寝かせておこう」

「……カイト。ご飯食べる？　……もう少しだけ残ってるよ？」

　五人前は優にあったシチューが、綺麗に一人前だけ残されていた。

　大天使様の慈悲に感謝して、カイトも遅い夕食をとる。

　それからベッドが塞がっているため、シエラから「……こっちのベッドで一緒に寝よ？」と何度も誘われたが、これもまた紳士らしく断った。

　リザという名の少女がその晩に目覚める事はなかった。
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《目覚まし》を使って起床するカイト。

　彼もスキルの使い方が上手くなってきたようで、ベッドで寝ているシエラには《目覚まし》の影響が及んでいない様子。

　スッキリとした寝覚めで頭もしっかりと回転している若き領主は、こちらも未だに眠り続けている冒険者の少女に目をやった。

「……この場合も俺の《目覚まし》って有効なのかな？」

　当然の疑問であった。

　封じられた大天使すら起こすことのできるカイトのスキル。

　ならば、眼前の少女だって恐らく起こす事ができるだろう。

「いや。やっぱりダメだ。自然に目覚めてくれるのを待とう」

　カイトがそう考えるのにも、しっかりとした理由があった。

　まず、《目覚まし》の能力をカイト自身も全て把握していない点。

　生き物は深い睡眠に入る事で体力を回復させる場合もある。

　それをこちらの都合で叩き起こしてしまっては、何か不都合が生まれるかもしれない。

　それに加えて、そもそもの大前提として《目覚まし》は回復スキルではない。

　あくまでも快適な朝を迎えるための補助スキルだとカイトは考えており、そちらの側面から見ても眠る彼女にスキルを使うべきではないだろう。

「……ふわぁ。……カイト、おはよう」

「うん。おはよう、シエラ」

「……お腹空いた。……干し肉食べて良い？」

「もちろん。今から焼くよ」

「……いただきます。……はむっ。……おいしい」

「ああ、焼かないでいっちゃうんだ。まあ、天使と人じゃ体の造りも違うのかな？」

　カイトはしっかりと焼いて食べる。

　なにせ、素人の集まりが作った干し肉である。

　しっかりとした安全性が確立されるまでは、火を通すのが恐らく正解だと思われた。

「さて。朝食の用意はできたけども。傷薬が昨日の応急処置でなくなったんだよね。この子の包帯を替えてあげないといけないし。シエラ。ちょっと看ててくれる？」

「……うん。……カイト。状況に変化あり」

「いや、寝返りをうつとかくらいなら報告しなくてもっ……て、起きてる!!」

「うぅぅー。お、お腹が空いたよぉ……」

　意識を半日以上失っていて、食欲があるのは健康な証拠か。

　カイトは冒険者の少女に質問した。

「おはよう。干し肉でシチューを作るけど、食べられそうかな？」

　彼女は即答する。

「も、もちろん！　食べられるよ！　あっ、食べられます!!」

　起きて数十分で台所に立つカイト。

　これは、自分の家庭的な能力が元から高いのだろうか。

　それとも、《目覚まし》による副次効果だろうか。

　これほどどうでも良い考察もなかなかないだろうと考え、思考を停止したのちお料理製造マシーンとなった。
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「ふぁぁぁぁぁっ！　生き返ったぁー!!　とても美味しかったよ！　あ、美味しかったです!!　えと、大変結構なお味でした!!」

「それは何より。元気そうで俺も安心したよ。足は痛まない？」

「ちょっと痛いけど、平気！　この手当もあなたがしてくれたの？　ですか？」

「そうだよ。それから、無理に敬語じゃなくても構わないから。話しやすいようにどうぞ」

「ホント!?　助かるよー！　わたしはリザ！　リザ・アインホルン!!　冒険者だよ！　……で、ここはどこなのかなぁ？　あはは……」

　カイトも自分の名を名乗り、リザに「ここは帝国領の端にあるアルゴートだよ」と告げる。

　すると彼女は目を丸くして驚いた。

「あ、あれれ？　わたし、森の中でモンスターと戦ってて……。それで逃げてたところまでは記憶にあるんだけど。どうしてアルゴートに？」

「うちのシエラが君を拾って……いや、見つけて来てくれたんだ」

　シエラは未だに干し肉を食べている。

　彼女の獲って来たモンスターの肉が原材料なので、この領地に彼女の食欲について文句を言える人間はいない。

　シエラは水を飲むついでに答えた。

「……あなた、森に転がっていた。……近くには爪の痕があったから、多分、今頃新しいご飯になってる猪のモンスターにやられたんだと思う。……美味しい」

「そうだったんだぁ！　危ないところを助けてくれてありがとう！　ええと」

「……私はシエラ。……主のカイトに仕える、大天使。……シエラで構わない」

「ほ、ほえー？　大天使？」

　この自己紹介で困惑するなと言う方が乱暴である。

　そんな中、ヘルムートがカイトの家へとやって来た。

「カイト様ぁ！　傷薬切らせちまったって昨日言ってただろ？　持って来たぜ！　おお！　嬢ちゃん、目が覚めたか！　良かったなぁ！　うちの領主様は慈悲深いからよぉ！　普通だったら行き倒れなんて無視しちまうのがアルゴートだぜ？　大天使様の加護と、どっちにも感謝するんだな！　がっはっは！　おっと、シエラ様!!　干し肉のおかわりが必要ですか!?」

「へっ？　やっ、あの？　りょ、領主様？」

「どうも。改めまして、アルゴートの領主をしています。カイト・フェルバッハです」

「……私は大天使。……別に感謝はしなくて良いよ？」

　その後、あたふたと落ち着きのなくなったリザにカイトが事情を全て説明する。

　彼女がそれを理解するまでに約三時間かかったが、優秀なタイムと言っても差し支えないだろう。
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　リザも落ち着いてきて、改めて色々と明らかになった事がある。

「つまり、パーティーメンバーと一緒に素材集めをしていたところを運悪く、猪型のモンスターに襲われたと？」

「うん。そこは間違いないと思うの。でも……」

「……つまり、リザは仲間に見捨てられた。……もしくは、最初に脱落したため、体の良い囮おとりとして有効活用された」

「こら、シエラ。そんなにハッキリと残酷な事を指摘するんじゃありません」

　さぞかし悲嘆に暮れるかと思えば、リザの反応は思いのほか明るかった。

　彼女は「あははー」と頭をかきながら言う。

「やー。どうも、シエラちゃんの言う通りっぽいねー。そっかぁ。わたしは見捨てられちゃったのかぁ。でも、パーティーって言っても今回の遠征が二度目だったし、まだ仲間意識とか生まれてなかったからなぁー。仕方ないよね！」

「前向きと言うか、何と言うか。リザもなかなか胆きもが据わった考え方をするなぁ」

「ポジティブなのがわたしの取り柄だから！　ねね、カイト様！」

「様はよしてくれないか。俺と同い年くらいだろ？」

「わたしは十七！」

「ほら、同い年だ。俺も十七だよ」

　リザは嬉しそうに「そっかぁ！」と頷いた。

「じゃあ、カイト！　わたしをアルゴートに住まわせてもらえないかな!?　もちろん、しっかりと働くよ！　これでもそれなりの魔法は使えるし、色んな地方を旅して来たから雑学は豊富だし!!　あと！　なんかアルゴート、女の子少ないし!!」

「……雑学じゃ命は助からない。……それに、女の子は私で充分」

「シエラは辛辣だなぁ。良いじゃないか。俺は一向に構わないよ。リザがそれで問題ないのなら。さっきも説明した通り、アルゴートは帝国領の中でも一二を争う酷い環境だけどね」

「承知の上だよ！　だってわたし、行くところないし！　家族もいないし!!　むしろ、ここに住まわせてもらえると生まれて初めて住所が持てるし!!」

　聞けば、彼女は捨て子だったと言う。

　教会に拾われて十四歳になるまで育てられた後は、ずっと一人で生きてきたらしい。

　両親は健在だが縁は切れたカイトにとって、リザの身の上は共感するところ大だった。

「そういうことなら、歓迎するよ！　今、この地に欲しいのは優秀な領民だからね。リザの経験も絶対に俺たちの助けになってくれると思う。よろしく！」

「良かったぁー！　断られたらどうしようかと思ったよー!!　こっちこそよろしく、カイト!!　頑張るから、何でも言ってねっ!!」

　握手をする二人を冷ややかな視線で眺めているシエラ。

　それに気付いて、リザはペコリと頭を下げた。

「大天使シエラ様！　まだ右も左も分からない身ですが、色々と教えてください！　ええと、シエラ先輩!!　大先輩!!」

「……せんぱい。……うん。悪くない響き。……私はリザを歓迎する事にした」

　シエラのハートを早々にキャッチしてみせるリザ。

　この人懐っこさは才能であるとカイトは思った。

　きっと、アルゴートでも上手くやっていけるだろう。

「俺はちょっとケベルトさんのところに行ってくるよ。ああ、この村の長老なんだけど。俺が領主だって言っても、まだ数日しか務めてないからね。顔役には話を通しておかないと。リザは足の怪我の消毒を。自分でできる？」

「了解だよ、カイト！　大丈夫！　何度も言うけど、わたしは冒険者だもん！　自分の怪我は自分で治すのが鉄則！」

「……私も見守ってあげる。……リザはなかなか見所がある人間」
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　この様子ならば、カイトが家を空けても問題はなさそうである。

　彼はケベルトの家を訪ねて、アルゴートに新しい入植者がやって来た事を伝えるのだった。
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　人の噂の足は早いものだが、その舞台が田舎となればスピードも上がる。

　領民が約百人しかいないアルゴートならば、さらにひとしお。

　ケベルトにリザがアルゴートに住まいを構えたいと言っている旨を伝えてからたったの半日しか経っていないのに、カイトの家には領民が入れり替わり立ち替わりに訪れていた。

　もちろん、目的はリザだ。

「おじゃまします。何か物入りじゃありませんか？　オイラの家にあるもので良ければ、何なりと持って行ってくだせぇ！」

「うん。あなたでそれを言いに来たのは二十三人目ですよ。そして、ダメです。元からギリギリの状態で生きているでしょうに、みんなは。これ以上何かを失ったら生活が立ち行かなくなる。こんなこと、弱卒の身である俺に言わせないでくださいよ」

　リザの人気は凄まじかった。

　そもそも、アルゴートには若い娘がいない。

　彼女も自分のアピールポイントとして語ったように、女性自体が少ない。

　領民の八割が男であり、その男女比を土台にして、若くておまけに可愛らしく気立ても良いリザに心を躍らせる者たちが多いのも致し方ない。

　実際、カイトから見てもリザは魅力的だった。

　スタイルの整った体に、小さな顔に大きな瞳。

　どこか気品を感じさせる佇まいなのに、活発で相手を気遣い、よく話を聞き、よく喋る。よく笑って、よく表情を変化させる彼女は、ある意味では天使のようだった。

「カイト様ぁ！　リザ嬢ちゃんの歓迎会の用意が整ったぜ！　がっはっは！　備蓄の食料に秘蔵の酒も用意して、今宵は盛り上がろうぜ!!」

「ヘルムートさん。一つだけ良いですか？」

　大きな酒樽を肩に載せた屈強な若い衆のまとめ役に、カイトは尋ねた。

「俺がここに来た時って、やってないですよね？　歓迎会」

「そうだったかな？　いやぁ、昔のことなんで忘れちまった!!」

　カイトは「まだ一週間経ってないですよね!?」と言いたいところをグッと堪えて、「備蓄の食料を使い切らないようにしてくださいね」と、領主らしく釘を刺した。

「あははー。みんな良い人たちだねー！　わたし、上手くやっていける気がしてきた！」

「うん。みんな良い人なんだよ。だから、リザ。パーティーは適当なところで切り上げるように言ってくれる？　絶対あの人たち、保存食を残らず使う気だ。目を見たら分かる。ウッキウキで全部使い切るね。賭けても良い」

「えー!?　カイトが言えば聞いてくれるんじゃないの？　領主様なんだし！」

「……領主よりも人気のある子が、既に二人もいるんだよね」

　一人はリザ。

　そして、もう一人が帰って来た。

「……ただいま。……カイト、今日のご飯を獲って来た。……でも、今日は村のみんなにあげる。……リザの歓迎に使って欲しい。……私はリザの先輩だから。……ふふっ。どやぁ」

　シエラが今日も巨大な魔獣を仕留めて狩りから戻る。

　獲物の大きさも過去最大で、それをヘルムートの前に無造作に置いた。

「おおお！　ありがてぇ!!　こんだけデカいモンスターなら、領民全員で食っても食い切れねぇぞ！　おい、お前ら！　しけた干し肉の準備はヤメだ！　こっちのシエラ様が狩ってきてくださった魔獣を捌さばくぞ！　手伝え！　あと、シエラ様を崇め奉れ!!」

　ヘルムートを先頭に、十人ほどの食料担当班がシエラに頭を下げる。

「ありがたや！　ありがたや!!」

「大天使様のご加護、半端ねぇ!!　これからもこの地を護ってくだせぇ!!」

「眩まぶしくて直視できないぜ！　大天使様、罪人の我らにまでこんなに優しく!!　なんと慈悲深い!!　ぐああ!!　眩しい!!」

　膝ひざをついてシエラを拝む彼らを切り抜いて絵画にしたら、大天使が貧しい民に施しを与えている神々しい大作になりそうだった。

　いつの間にかシエラを崇拝する者が村に一定数存在しており、アルゴートに新たな宗教が誕生するのも時間の問題かと思われた。

　その後、日暮れ前から行われたリザの歓迎パーティーは夜遅くまで続いた。

　カイトも飲めない酒を飲まされ、途中からの記憶がない。

　領主様としての威厳はまだまだのようである。
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　翌朝。

　数日前から計画していた村の廃屋の処理にカイトたちは着手していた。

「カイトすごいねー！　あんなに酔い潰れてたのに、顔色も良いし！　お酒強いんだ？」

「いや、全然だよ。最初の一杯から先の記憶が全くない」

　ならばどうしてカイトの体調が、二日酔いというバッドステータスに染まっていないのか。

　当然《目覚まし》のスキルによるものである。

　二日酔いにも効果のある《目覚まし》。

　あれだけ外れスキルだと周りから指をさされ、自分でも嫌な顔をしていたのに、結構お世話になっているカイト。

　人間、慣れてしまえば意外と何とでも上手く付き合えるようだ。

「……『ライトニングレイ』。……えいっ」

　アルゴートにはまだ利用価値のある空き家と、手の施しようのない害を生み出す廃屋がある。

　ここは元より毒素の強い地盤の上にある土地なので、手入れのされていない空き家はその瘴気や寄って来る毒虫たちによって蝕むしばまれてしまう。

　一度そうなれば、焼き捨ててしまうのが手っ取り早い。

　大天使シエラ様の出番だった。

　彼女の降らせる雷の雨は、毒だろうと何だろうと平等に灰に変える。

　これで村にあった十四棟の廃屋の処理が終わった。

「じゃあ、後の始末はヘルムートさん。皆さんにお任せしても良いですか？」

「おう！　任せといてくれ!!　ここまで綺麗に焼け焦げちまえば、後はオレらでも事足りるぜ!!　おっしゃ!!　お前ら、仕事だぜ!!」

　頼りになる若い衆のリーダーに残りを任せると、カイトとリザは空き家の掃除に移る。

　こちらは清潔な環境を保っていればまだ住む事ができる家であり、今後やって来るかもしれない入植者のためにも、良い状態の空き家はいくらあっても足りない。

「おおー！　この家はなんだかちょっと雰囲気違うねー！　ほらほらぁ！　見て、カイト！　天井に照明が付いてる!!」

「ええと、この家の元の住民は。なるほど。鍛冶を主な仕事にしていた人みたいだ」

　よく見ればテーブルや椅子も精巧な装飾が施されている。

　綺麗にすればこの村で一番の住居になるだろう。

「この家をリザに使ってもらいたいと思うんだけど」

「えっ!?　わたしに!?　いいよ、悪いよ！　こんなお家！」

「……ふふ。……リザは後輩だから、カイトの家には住めない。……これは先輩と後輩の関係に照らし合わせてみても当然。……元気でね」

「いや、シエラとリザの二人で住んでもらおうかと思って」

「……え？　……カイト、私に飽きた？　……もう一緒に寝てくれないの？」

「ヤメてもらえるかな!?　その絶妙に誤解しか生まれない言い方!!」

　カイトは紳士らしく彼女たちに説明した。

「年頃の男女が一緒の家で過ごす事は色々とよろしくない」と。

　貴族出身らしい、実に筋の通った理屈だった。

「……ヤダ。……私はカイトと一緒に住む」

　いくら頑丈な筋が通っていても、大天使には理屈など通じない。

　さらに、リザも続く。

「わたしも、独り暮らしは寂しいからちょっと嫌かなーとか、思っちゃったりしてー。だって、せっかく家族ができたんだもん！」

「いや、気持ちは嬉しいけど。俺もリザの事は新しい家族だと思っているけども。うちからたった百メートルしか離れていないじゃないか。用があればすぐに俺が来るから」

　不満顔のシエラとリザ。

　彼女たちはこそこそと内緒話を始めた。

「……リザ。……私に名案がある」

「おおー！　さすが大天使！　シエラちゃんの考えをぜひ聞きたいよ!!」

「……ここは、一度カイトに従うふりをする。……カイトは意外と頑固。……ここで押し問答をするのは時間の浪費」

「ふむふむ。確かに、カイトってちょっとマジメ過ぎるところがあるよねー」

「……理解が早くて助かる。……つまり、作戦決行は」

「お掃除の後に生まれる隙、だね！」

　乙女たちの内緒話には気付いていたカイトだが、紳士たる者、婦女子の密談に聞き耳を立てるような真ま似ねはしない。

　彼は窓を美しく磨き上げる事に集中していた。

　数時間かけて、清潔な家がまた一つ新たにこの村で産声をあげる。

「よし！　これで今日から二人はこっちの家に住めるよ！　じゃあ、俺は家に戻って書類仕事をするから！　また明日!!」

　挨拶をして、カイトは空き家から出た。

　ケベルトの家に寄って、書類に記載されていない領地の情報の確認をしてから彼も帰路に就く。
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「……おかえり。カイト。……意外と遅かったから心配した」

「おかえりなさーい！　今、ご飯作ってるからね！」

「いや!!　なんで二人が俺の家にいるの!?」

　カイトの叫びはもっともだった。

　では、昼間に行った掃除は何のためだったのか。

「……住み慣れた家で生活したいと考えるのは至極自然なこと」

「わたしもー！　初めてアルゴートに来て見たのがこの家の天井だったからさ！　愛着が湧いちゃって！　てへへー」

「分かった。じゃあ、俺があっちの空き家に住む」

　シエラとリザが、彼の両腕をがっちりと掴んで離さない。

　さすがは大天使と冒険者。なかなかの力である。

「なんで止めるの!?　だから言ったじゃないか！　同じ家に年頃の男女が住むのは!!」

「……私たちはカイトのいる家について行く。……これは決定事項」

「えへへー。わたしもカイトと一緒の方が落ち着くから、先輩と一緒について行くんだー！」

　カイト・フェルバッハは一つ賢くなった。

　結託した乙女たちの前では、正論など何の役にも立たない。

　こうして、三人暮らしの継続が決まった。

　カイトは「領主の権限ってこんなに弱いものなのか……」としばらくの間、人知れず落ち込んだという。




◆◇◆◇◆◇◆◇




「カイトー！　村はずれにある沼地に住み着いてたカエルのモンスター倒して来たよー!!」

「ああ、お疲れ様。やっぱり戦闘のできる人間が増えると助かるなぁ」

「……むぅ。……カイト。……私だってカエルくらい一瞬で焼き尽くすことができる」

「そうだね。その結果、近くにあるものが全て灰になるよね。適材適所ってヤツだよ。シエラにはシエラにしかできない事がいっぱいあるじゃないか」

「そうだよ、シエラちゃん！　いや、シエラ先輩!!　大先輩!!」

「……二人がそう言うなら。……むぅ。……私としても振り上げた拳を下ろすことはできる」

　リザがアルゴートにやって来てから二週間。

　この地の浄化作業は順風満帆とまではいかないが、どうにか進行している。

　ヘルムートたち、元からいた領民も頑張ってくれてはいるが無理はさせられない。

　彼らは長年厳しい環境にさらされてきたせいで慢性的な怪我や持病を持つ者も多く、また若い者となればさらに限られる。

　しかも、彼らには彼らの生きるために必要な仕事がある。

「カイト様よぉ！　今日は水汲みの日なんで！　オレと三十人ほどちょっくら抜けるけどさ、人手は大丈夫か!?」

「ああ、もちろんですよ。道中はくれぐれも気を付けて。水はまた汲みに行けば良いけど、みんなの命は一つですからね。モンスターに遭遇したら何を捨てても逃げるように」

「へへっ。まったくうちの領主様はお優しいぜ！　おっしゃあ！　行くぞ、野郎ども!!」

「「「おうっ！！！」」」

　アルゴートに多く存在している瘴気を蓄える場所の浄化作業は進んでいるが、この地にある問題はそれだけに留まらない。

　特に、飲料水をはじめとする生活に必要な水の諸問題に関しては優先度が高いと、この新領主も考えていた。

　この地の井戸は枯れており、居住地で水を得る手段がない。

　今は領民の若い者たちが代表して、週に二度ほど十五キロ離れた水源に水を汲みに行っている。

　だが、カイトも言ったように道中は険しい。

　道なき道を行く事になるし、大量の水を担いで何度も往復していると怪我をするかもしれない。

　何より、アルゴートの近辺ではモンスターが頻繁に出没する。

　水汲み部隊が怪我をして帰って来ることもままあり、どうにかしなければとカイトも頭を悩ませていた。

「お水は大事だよねー。お料理にも使うし、お風呂とかも。あと、飲み水がないと喉が渇いてお仕事どころじゃなくなるよぉー」

「うーん。やっぱり、もう何か所か井戸を掘ってみるかな。可能性はすごく低いけど、やってみる価値はある。やらないよりはずっと良い」

　早速カイトはアルゴートの地図とにらめっこを始めた。

　が、それはすぐに終わる。

　オヤツと言って干し肉をモグモグ食べていた大天使が呟いたからである。

「……カイト。……水が欲しいの？」

「そうなんだよ。あ、ごめん。シエラの『ホーリーシャワー』はダメだよ？　あれ、アンデッド系だけじゃなくて、人間もダメージ受けるヤツだから」

「……むぅ。……じゃあもう言わない。……水問題を解決する手立てがあったけど、もう言わない。……創造の天使ユリスがいればきっと水も生み出せるけど、もう言わない」

　シエラはほとんどの情報を開示して、しかし一番重要な部分を伏せるという高度ないじけ方を見せる。

「待って！　ごめん！　俺が悪かった！　というか、シエラって記憶戻ったの!?」

「……戻ってはいない。……だけど、断片的に覚えている事もある」

「頼むよ、シエラ！　創造の天使ってどこにいるの!?」

「わたしからもお願いしますっ！　シエラちゃんの大天使っぷりをカイトに知らしめるチャンスだよ!!　きっとオヤツのバリエーションも増えるよ!!」

「……本当に？　……干し肉とシチュー以外のものも食べられるようになる？」

「なる！　水さえあれば、もっと多種多様な調理ができるから！　シエラの好きな料理もいっぱいあると思うんだよなぁ!!」

　大天使様は食欲に屈する。

　シエラは創造の天使ユリスがかつて居た場所をカイトに伝えた。

　創造の天使の能力について詳しい説明はなかったものの、「……創造の天使だから。……きっと、色々生み出せる。……多分」とシエラは胸を張った。

　アルゴートから三日ほど歩く距離だったが、シエラとリザが一緒ならば問題はないだろうと判断したカイト。

　領民のためにもすぐに行動に出る。

　旅支度を整え、翌日には出立。

「ケベルトさん。ヘルムートさん。留守の間をお願いしますね」

「ほっほっほ。領主自らが現場に行くとはのぉ。カイト殿は相変わらず不器用じゃ」

「道中は大天使様と嬢ちゃんを頼ってくれよ！　あんたに死なれちゃ、アルゴートは終わりなんだからな!!　とにかく、命を守ってくれよな!!」

　親愛なる仲間たちに見送られて、カイトたち三人は目的地へと向かう。
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　ブラウゼンはアルゴートから東に六十五キロほど行った場所にある。

　かつては水の都として栄え、その豊富な湧き水を求めて多くの旅人が押し寄せたと言う。

　だが、あくまでもかつては、の話である。

　三日かけてやって来たカイトたちを出迎えたのは、アルゴートにも負けないほど干乾び、荒れ果てた土地だった。

　石造りの家々は崩れ去っており、都市全体の風化は進み、どう見ても人が住んでいるようには見えない。

「ええと。シエラ？　確認するけど、都市の名前はブラウゼンで間違いない？」

「……うん。……水の都ブラウゼン。……私の記憶にはそう残っている」

「あ、あははー。ちょっと水の都って感じではないよねー」

　カイトは持参した地図に目を落とす。

　そもそも、地図にブラウゼンという地名がない事に疑問を持つべきだった。

　加えて、シエラが一体何年前、もっと言えば何百年前に封じられたのか分からない点も考慮するべきだった。

　そもそも、今の帝国に天使がいるという話を聞いたことがないのだ。

　シエラによると、今でも天使は存在するらしい。気配で何となく分かるとの事。

　だが創造の天使という万能な天使がいるとなれば、カイトのこれまでの人生で一度はそんな話を聞く機会もあっただろう。

　これは若さゆえの勇み足と言ってもよい失態だった。

「なんてこった。無駄足だったかぁ……」

　シエラとリザは「ちょっと色々と見て来る」と言って、ブラウゼンを探索しに奥地へと進んで行ったが、カイトにはそんな体力も気力も残っていない。

　旅の道中、少しずつ惜しみながら飲んで来た水を少量口に含む。

　この程度では癒やせないほど、彼の心は乾いていた。

「カイト、カイトー！　なんか石碑があったよ！　こっち来てー!!」

「分かった。すぐに行くよ」

　せめて、廃墟の観光くらいしなければ損である。

　いつまでも座り込んでいても仕方がないと、カイトは立ち上がってからリザの声のする方へと向かうのだった。
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「ほら、これ！　何か書いてあるんだけど、わたしには読めなくてさー。カイト読める？」

「古代文字だね。一応座学で習った事はあるけど……。断片的になら読み取れるな」

「ホント!?　さすがカイト！　じゃあ、読めるとこだけでもお願い!!」

「ええと。帝国暦五二五年……。ここからしばらくは読めないな。次は、ブラウゼンの歴史はここに途絶えた。最後の民、この碑にその足跡を記す。だってさ。……ん？　帝国暦ごひゃ、五二五年!?　二百年以上前じゃないか!!」

　現在は、帝国暦七五一年。

　この石碑に書かれている事を全て真実だと仮定すると、二百年以上前にブラウゼンは滅んだことになる。

　そう考えると、今ではあまり見かけない、全てが石造りの街の廃墟も歴史の証人のように思えて来る。

「そっかぁー。だからこんなに荒れ果ててるんだね。だって、モンスターすらいないもん！」

「確かに。アルゴートには毒の沼地とかがあって、アンデッドが住み着いているけど。ここには毒すら遺ってないなぁ」

　二人で在りし日のブラウゼンに想いを馳せていると、シエラがやって来た。

　彼女は控えめに手招きをする。

「……カイト。……興味深いものを発見した。……リザと一緒に見に来て欲しい」

　大天使の導きに従って、瓦礫の山を越えた先には異質な場所があった。

　その区画だけ妙に綺麗であり、廃材や岩の一つも転がっていなかった。

「これは……花？　こんな荒れ地で、水の一滴もないのに!?」

「すごいねー！　なんだかクリスタルでコーティングされてるみたい！」

「……リザの見解は結構正しい。……これは恐らく、創造魔法の一種。……私が見たところ、数百年前に創られたものに思える。……数百年もの間、創造したものを風化させずに留めておける魔法は、人間などに使えない」

　そこまで説明されて、カイトとリザもやっと納得するに至る。

「この花が、つまり墓標代わりってことか」

「お墓かどうかは分からないけど、この下に創造の天使さんがいる可能性はあるよね！」

「……そう。……つまり、カイトの出番」

《目覚まし》を使ってみたら良いと、三人の見解は一致した。

「じゃあ、やってみようか！　……ふぅんっ！　うぉぉりゃあっ!!」

　カイトが魔力を右手に込めて、そのまま地面に触れた。

　次の瞬間には、大地が揺れ始める。

　続けて地割れが発生し、カイトはリザに助けてもらわなければ口を開けた地面に呑み込まれていただろう。

　シエラを目覚めさせた時の事をもっとよく思い出せばよかったと、九死に一生を得たカイトは猛省するのだった。
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　地震が収まり、ブラウゼンの大地は先程までの天変地異が嘘だったかのように静かになる。

　その雰囲気は何となくカイトに嫌な予感を想起させる。

　パックリと割れた地面から両手が生えて来たのは、そんな予感を彼が抱いてからすぐだった。

「おわぁっ!?　つ、ついにアンデッドが出た!!　二人とも、ゾンビだ！　戦おう!!」

　だが、その両手はゾンビのものにしては美し過ぎた。

　何やら、シエラと初めて出会った時を思い出すカイト。

　だが念には念を。

　アンデッド呼ばわりした者がズズズと地面から這はい出てくるまで彼は警戒を解かなかった。

　結論から言えば、彼女はゾンビではなかった。

　泥だらけでよく分からないが、背中には小さな白い翼が生えている。

　その翼を羽ばたかせて彼女はふわりと浮かび上がった。

　全身を見るとよく分かる、際立ったスタイルの良さ。

　豊かな胸の膨らみとフワフワした髪は幻想的な雰囲気の演出に一役買っており、シエラとはまた違った意味で天使然としていた。

「やれやれ。気持ちよく寝ていたというのに。ボクを起こしたのは君で良いのかね？　まったく。乙女が眠っていたらまずは声をかけるのがマナーなのだよ。だが、起こし方は悪くなかった。実に快適な目覚めなのだよ」
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　どうやら、彼女が創造の天使ユリスであると判断したカイトは、まず丁寧に頭を下げた。

　相手は天使。彼は人間。

　この世界の価値観に沿えばそれは当然の態度だった。

　リザもしっかりとお辞儀している。

「あなたを起こしたのは俺で間違いありません。まずはお休みのところを急に目覚めさせてしまった事に関して、お詫びします。申し訳ありません」

　ユリスは「ふむ」とカイトを見て一つ頷いた。

「まあ、構わないのだよ。ボクも長らく眠りについていたので、ちょうど良い機会だったと考えよう。それに、先程も言ったがなかなか悪くない気分だ。これは君のスキルかい？」

「はい。《目覚まし》という名のスキルです」

「ふむふむ。《目覚まし》か。そのようなスキルがあるとは、ボクも知らなかったのだよ。……それにしても、なんだかボクの知っているブラウゼンの街とは随分違うのだが。君、今は何年になるのかね？」

　ユリスは平等に発言権を与えるようで、今度はリザに尋ねた。

「は、はい！　今は帝国暦七五一年です！」

「なんと……。少し眠るつもりが、二百二十六年と百八十四日も過ぎていたとは。それにしても、ボクが不在になっただけでこれほどの惨状になるのかね。人間たちの自活能力を少しばかり見誤っていたようなのだよ」

　改めて周囲を見ながらため息をついていたユリスの視界に、大天使の姿が映った。

　淡々と喋っていた彼女が、初めて声を荒げる。

「むむむっ！　そこにいるのはシエラではないのかね!?　ああ、間違いない！　随分と久しぶりではないか。封じられたと聞いていたのだが？」

「……久しぶり、ユリス。……詳しくはカイトが色々と説明してくれる」

　面倒事を全て押し付けられたカイトは、ユリスにシエラとの出会いや自分がアルゴートの領主になり困っている事、どうにかユリスに助力を頼めないかと考えてブラウゼンまでやって来た事を、丁寧に説明するのだった。
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「ふぅむ。だいたいの話は分かったのだよ。それにしてもシエラ。君ほどの大天使が誰にどうして封じられたのか思い出せないとは、本当なのかね？」

「……真実。……カイトが私の命の恩人みたいなもの。……だから今は、カイトを主として考え、行動している」

　ユリスはシエラとかつて交流があった。

　彼女たちは親友と言っても良い間柄であったようだ。

　そのため、シエラの覚えていた記憶にユリスについての情報がハッキリと残っていたのだろうとカイトは考察した。

「シエラが人間に使役されるとは。ボクが寝ている間に、随分と面白いことになっているではないか。ふむっ」

「あの、よろしいでしょうか？」

　カイトがおずおずとユリスに質問の許可を求める。

「うむ。どうした、カイトくん」

「いえ、素朴な疑問なのですが。ユリス様はどうして封印されていたのですか？」

「ボクは封印などされてはいないよ？　自分から眠りについたのだ。シエラがいなくなってしまって、話の合う相手を失い、ボクの知的好奇心は満たされなくなったからね。ならば、寝るのが効率的なのだよ。つまらない日々を過ごすよりも、夢という無限の可能性に満ちた世界を旅するのもまた一興。夢というのは潜在意識に寄与するところが大きい。つまり、ボクほどの知識を持つ者ならば、文字通り無限の世界が広がっているのだよ。ふふんっ」

「えっ!?　じ、自分からですか!?　それはまた。何と言うか。俺みたいな人間には思いつけない考えですね……」

　想像したよりもずっとアクロバティックな理由で眠りにつく天使がいる事に、カイトは驚きを隠しきれなかった。

「ユリス様！　これ、よろしかったら使って下さい！　タオルを濡らしてありますので。せっかくの綺麗なお顔が汚れているのは女子として看過できません！」

「ふふふっ。リザくんだったね？　水を求めてこんな廃墟までやって来たのに、その貴重な水を出会ったばかりのボクのために使うのかい？」

「必要な時には出し惜しみはしない！　冒険者の鉄則です!!」

　ユリスは満足そうに「あっはっは」と笑い、リザからタオルを受け取った。

　それで顔を拭ったかと思えば、彼女は魔法陣を足元に構築する。

　まばゆい光がカッと放たれた次の瞬間には、美しい創造の天使がカイトたちの前にいた。

「リザくん、お心遣い大変ありがとう。おかげで創造魔法を使うモチベーションが久しぶりに湧いて来たよ。ご覧の通り、ボクの魔法は無から何かを創造すること。衣服だって思いのままなのだよ。どうだね。すごいだろう」

　シエラがユリスの服の裾を引っ張る。

　どうやら、高いところから見下ろされているのが気に入らなかったようだ。

「……ユリス。……暇なら、カイトに力を貸してあげて欲しい。……カイトは人間にしておくにはもったいない人間」

「はっはっは。言葉がおかしいけれど、何となく意味は伝わって来たよ。ふむ。分かったのだよ。ボクの行動指針はただ一つ。知的欲求を満たしてくれるか否かなのだ。シエラとは親友でもあることだし、カイトくんやリザくんにも興味がある。力を貸そうではないか」

「本当ですか!?　ありがとうございます!!　ユリス様は見た目も中身も天使そのものですね!!　俺の中の天使のイメージってユリス様ですよ!!」

「それは光栄なのだよ。……ん？」

　無邪気に喜ぶカイトを見つめる、じっとりとした乙女たちの視線。ユリスがそれに気付いた。

　見られているはずのカイトは全く気付いていない。

「……ねねね、シエラちゃん。シエラちゃん。カイト、明らかにユリス様のさ。何て言うか、大きな膨らみを見てたよね？」

「……むぅ。……肯定する。……カイトも年頃の男子。……理解はできる。……けど、ガッカリ。……ユリス。……あまり調子に乗らないで欲しい」

「ふむ？　何のことかね？　ああ。バストサイズの事を言っているのかな？　こんなもの、たかが個体差なのだよ。そこに優劣などないのだ。……いや、リザくん。シエラも。なんだか目が怖いのだが。あまり見ないでくれるかね。……全然ボクの言う事を聞いてくれないのだよ」

　どうにか創造の天使ユリスをアルゴートに迎える運びとなり、安堵するカイト。

　すぐに帰路に就く彼らだったが、かつてブラウゼンの城門があった場所でユリスが振り返った。

　空中に魔法陣を構築し、放つ。

「どうして君たちが滅びたのかは知らないけれど、ボクを信仰してくれた者もいたからね。これは手向けの魔法だよ。……安らかに眠りたまえ」

　その日、ブラウゼンに数百年ぶりの雨が降った。

　それは、かつて栄華を誇った水の都に捧げる、ユリスなりの鎮魂歌のようであった。
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　カイト一行は三日かけてアルゴートに戻って来た。

　シエラとリザは相変わらず元気であり、ユリスに至っては飛んでいるので言わずもがな。

　なお、カイトは既に足元もおぼつかず、すぐに倒れそうなコンディションである。

「これはこれは……。ブラウゼンも酷かったけれど、アルゴートという場所もなかなかに酷い有り様だね。これでよく人間が生活できているものだ。実に興味深いのだよ」

「……私たちが思っているよりも、人間は意外と賢くて粘り強い。……ちなみに、これでもかなり改善されている。……私が毒の沼地を浄化した。……どやぁ」

　カイトはひとまずケベルトに帰参の報告へと向かった。

　ユリスは「少し領地を見学させてもらうのだよ」と言って、シエラと村の奥の方へ飛んで行ってしまった。

「おお、領主様。無事のお帰り、何よりじゃ」

「どうにか生きて帰って来られました……。やっぱり、事務仕事が専門の俺に旅は荷が重かったと何度も後悔しました。はははっ」

　そこにヘルムートが全力疾走でやって来た。

「おおおい！　カイト様ぁ!!　あんたマジでまた天使様を連れて来たんだな!?　村の周りがえらい事になってんぞ!!　ちょっと来てくれ!!」

「ええ……。やっと座れたのに……。リザ、代わりに行って来てくれない？」

「何言ってるの！　領主様なんだから、お仕事しないと!!　ほーら、行くよ！」

「みんな、体が丈夫にでき過ぎてるんだよなぁ……」

　リザに引っ張られて、村の外周へと向かったカイト。

「……うわぁ。なにこれ。何をどうしたらこんなことになるんだろう？」

　そこでは、綺麗な水が、荒れ果てた大地から勢いよく湧き出ていた。

　職人が調整を失敗した噴水のようなものは、全部で六か所にも及ぶ。

「ふむ。来たかね、カイトくん」

「来ますよ、そりゃあ。ユリス様？　何をなされたのですか？」

「ボクをナメてもらっては困るのだよ。我が名は創造の天使ユリス。無から有を創り出す唯一の天使だ。つまり、荒れていようが枯れていようが、ここにボクがいる。それだけで水ならばいくらでも噴き出すのだよ」

「……カイト。安心して良い。……ユリスは気分屋だけど、一度始めた仕事は完璧にこなす。……ほら、見て。……もう石造りの貯水池や、新しい井戸をポンポン生やしている。……あとは放っておけば良い。……ユリスが満足する頃には、アルゴートの水問題は解決している」

　大天使シエラ様の言うとおり。

　それから二時間もしないうちに、無限に清潔な水が湧き出る泉が創られ、村には水路ができた。

　アルゴートの水問題はこうして解決したのである。

　カイトは「天使ってのはすごいなぁ」と呆気に取られていたが、その天使を目覚めさせる力を持つ自分の価値には未だ気付いていない。
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　創造の天使ユリス。

　彼女がアルゴートの荒れ果てた大地に降り立ってから、わずか一日。

　長年、干ばつと乾期により水不足に悩まされ続けていたこの地が激変していた。

「うぉぉ！　こんな冷てぇ水で顔を洗えるなんて！」

「毎日風呂に入る事ができるなんてねぇ。長生きするものだねぇ」

「よし！　オレは今日から定食屋を始めるぜ！　これなら何でも作れる!!」

　ユリスが創造魔法で生み出した水源からは無限に水が湧き出しており、各家々に繋がる用水路も完璧に整備。

　まるで彼女が元の住まいにしていた水の都の再現をしているかのようである。

「ええと、ユリス様？」

「ふむ。カイトくんかね。ボクの指示通り、農民の候補を集めて来たかい？」

　カイトの後ろには、これまで水汲み部隊に編成されていた力自慢の男たちを中心に二十人ほどの比較的若い男女が並んでいた。

「ご指示の通り、みんなには納得して来てもらいました。でも、アルゴートの土地に作物なんてまだ無理じゃないでしょうか？　瘴気の沼をやっと浄化しきったばかりですよ？」

「君のその慎重な考えは領主として実に正しい。だが、もっと世の中には面白い考え方をする者もいるのだよ」

「つまり、ユリス様が面白い事を？　水路を築いてくださったようなお力を貸してもらえるという事でしょうか？」

「うむ。さすがは領主。察しが良い。これは高得点なのだよ」

　どうも、これから開墾が始まるらしい。

　農業はカイトもアルゴートの未来設計として考えていたので、望むべくもない。

　彼は領主らしく、領民の士気を高める。

「みんな！　ユリス様が畑を作るお力添えをしてくださるそうだから、頑張りましょう！　何か月かすれば、アルゴートで実った作物を食べられる日が来ますよ!!」

「おおおっ！　マジかよ、すげぇぜ領主様！」

「シエラ様に続いて、こんなとんでもない天使様を!!」

「オレぁここに流れて来てから三十年になるが……。まさか開墾事業なんかにこの年で参加できるたぁ……。泣けてくるぜ……！」

　盛り上がるカイトと領民たち。

　その様子を満足そうに眺めていたユリスが魔法陣を上空に構築した。

「少し眩しいから、君たちは目を閉じておくと良い。……むむむっ！　うりゃ！」

　ユリスの創造魔法は光の中で有形のものならば何でも創り出すことができる。

　光の発生源は異空間になっているらしいとは、シエラが語っていた。

　次第に光が弱くなっていき、カイトたちは目を開く。

　何かの冗談かと思い、全員がもう一度目を閉じた。

「どうかしたのかね？」

「どうかしてますよ!!　なんですか、このよく分からない施設と、青々と育ったこれまたよく分からない作物は!?」

「ふむ。久しぶりの人間らしいリアクションだ。ボクも君たちが驚く様子を見るのは好きなので、これは実に素晴らしい。では、説明しよう」

「できるだけ理解できるようにお願いします」

　ユリスは「ふむ。善処しよう」と言って、突如現れた農園について解説を始めた。

「これはハウスと呼ばれる農機具で、この中には一日で育つ作物が植えてある。帝国にはないものだ。そちらの赤い果実の名をイチゴと。その隣にあるやはり赤い果実をトマトと言う。他にも色んなものがあるのだよ。本来ならば年に一度しか収穫期はないのだが、このハウスの中でなら一年中、毎日実る。まあ、これはボクからのサービスだ。分かったかい？」

「意味がサッパリ分かりません！　でも、ありがとうございます!!」

「はっはっは。君の過程よりも結果を重視する思考は嫌いじゃないのだよ。だが、いずれは論理的な思考を身につけて、ボクと共に午後のティータイムを過ごしてくれたまえ。ロジカルな会話と紅茶があれば、最高の昼下がりなのだ。ふふんっ」

　カイトは悟った。

「創造魔法に意味を求める事が間違いなのだ」と。

「さて、少し農園の周りが地味だな。噴水を三つくらい創っておくとしよう」

「……うん。考えるだけ無駄だ!!」

　このようにして、アルゴートは大変貌を遂げたのだった。
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　翌日。

　カイトは家に村長のケベルトと領民代表のヘルムートを招いていた。

　当然、一緒に住んでいるシエラとリザも同席している。

　ユリスは自分の創った農園の様子を見に出かけているので不在である。

「さて、皆さん聞いて下さい。アルゴートがたった一日でえらいことになりました」

「いや、ホントにな！　カイト様が来てから頭がついてこねぇよ!!」

「ワシはもう、明日天から迎えが来たとしても、なーんも驚かんよ」

　領主と領民の意見がこの上なく合致していた。

　実に結構な事である。

「とりあえずですよ。水問題の解決どころか、作物まで収穫可能になってしまいました。しかも、毎日新鮮な作物が採れます。シエラのおかげで瘴気も消え去りました。よって、アルゴートは自給自足可能な都市としての第一歩を踏み出しています」

「おおっ！　すげぇな、カイト様！」

「デカすぎる一歩じゃのぉ」

　カイトは続ける。

「もうアルゴートにおける問題は、近隣に強いモンスターが出るくらいしか残っていません。ですので、俺はここに入植者を増やしたいと思っています。人が増えれば更に都市は豊かになりますし、働き手の増加は元から住んでいたみんなの負担を減らすことができます」

　カイトは、元々の領民たちのほとんどが持病を抱えている事を憂慮していた。

　アルゴートがどうにか滅びることなくカイトを受け入れてくれた。それは彼らの努力がなければ成し得なかった事実。

　よって、カイトの領主としての次なる目標は、人口を増やす事であった。

「すごーい！　カイト、わたし応援するね!!　カイトが作る都市を近くで見ていられるなら、なんだって頑張っちゃう!!」

「……私は正直、カイトがいれば割とどうでも良い。……だけど、カイトが望むのならば協力は惜しまない。……よって、アルゴートの民を見守るのもやぶさかではない」

　シエラとリザも彼の背中を押してくれる。

　そこに、更に強力な援軍が加わる。

「ふむ。話は聞かせてもらったのだよ。カイトくんの領地運営にボクも協力しようじゃないか」

「ユリス様もですか!?　ありがたいんですけど、こんなに色々として頂いて、俺たちはあなたに見返りをご用意できませんが……」

　ユリスは「まったく、君はマジメだな」と笑う。

「なに、ボクも行く当てがないからね。ブラウゼンは滅びているし、他の土地に行くのも面倒だ。よその天使の縄張りを奪うのはより面倒で、合理的ではないのだよ。かといって、せっかく目覚めたのにまたすぐに眠るのもね。何よりも、カイトくんに協力すればボクの思うようにアルゴートが改造できるのだろう？　ふふふ、実に素晴らしいじゃないか!!」

　カイトは数秒考えたのちに、頭を下げる。

　それは創造の天使を歓迎する挨拶だった。

「最後のセリフは聞かなかった事にして。ユリス様がアルゴートにいて下さるのは実に心強いです！　こちらからお願いします！　どうか今後もお力を貸してください!!」

「うむ、うむ。では、ボクは自分の住む神殿を創りに行くよ。用があれば呼びたまえ」

「えっ!?　カイト様よぉ！　神殿ができるのか!?　このアルゴートに!?」

「そうみたいですね。ヘルムートさん、管理は任せます」

　ヘルムートがいつの間にかカイトの右腕のようになりつつある。

　カイトもヘルムートもまだ無自覚だが、恐らくそのうち気付くだろう。

「人を集めるなら、やっぱり名産品だよ！　アルゴートの名物を作ろうよ、カイト！　帝国領の全体に轟くような、すっごいヤツ!!」

「なるほど。それは名案だね。冒険者として旅をしてきたリザらしい！　食べ物が良いかな？　水と作物が手に入ったし！」

「カイト様……。なんかあっちの方にすげぇ勢いで神殿が建ってんだけどな？　あれは名物にならねぇかな？」

「うん。それは最終手段にしましょう。都市の発展はなるべく自分たちの力で進めなくては。ユリス様の神殿はアルゴートと言うよりも、創造の天使のランドマークですから」

　しばらく黙り込む一同。

　こんな時に、何でも良いから意見を出してくれる快活な少女ほど稀け有うな存在はない。

「あーっ！　シャイオットは!?　そう言えば、ブラウゼンに行く途中の道にいっぱい生えてた！　あのキノコ、街ではすっごく高値で取引されるんだよ!!」

　シャイオットとは、帝国領内で人気のキノコである。

　深い森にしか自生せず、また栽培も難しい事から帝国領内ではこの数十年にわたり貴族の間で広く愛されている。

　ちなみに、食に疎いカイトはもちろん、アルゴートの領民も誰一人としてシャイオットの価値に気付いていなかった。

　なんともったいない。

「……リザ。……私はそのキノコに興味がある。……おいしい？」

「わたしも一度しか食べた事ないけど、その時はお肉と和えてパスタのソースになっててね！　すっごく美味しかったよ!!」

「……カイト。……カイト、カイト！　……名産品はこれに決まった。……すぐに出発の準備をするように強く進言する。……じゅるり」

「ああ……。そうなるんじゃないかなって思ってたよ……。また探索か……」

　こうなったシエラを止める方法はまだカイトも知らない。

　つまり、大天使様の言う事は絶対。

　カイトとシエラとリザ。

　三人は森へキノコ狩りに出掛ける事となった。

　もちろん、モンスターが山ほど住んでいる森に、である。
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　アルゴートを出て一時間も歩けば、そこは森の中。

　水源がある方向とは逆なので、領民もめったに近づくことはない。

「懐かしいなー！　ここでわたし、パーティーから見捨てられたんだよね！」

「そんな明るく言う事じゃないと思うけど」

「……確かに懐かしい。……この辺りでリザをデザートにしようと思って拾った」

「良かったよ。ここでお召し上がりにならずにお持ち帰りしてくれて」

　リザは件くだんの冒険者パーティーに参加していた際に、二度ほどこの森を探索していた。

　一度目は素材を集めてほどほどのところで撤収し、二度目は仲間に置き去りにされてアルゴートに来るきっかけとなった。

　そのため土地勘があるらしく、歩みに迷いがない。

　シエラは更にその上を行く。

　彼女は普段からこの森によく訪れている。

　モンスターの狩場がこの森だからである。

　勝手知ったる森の中。二人はどんどん先に進んでいく。

「……はぁ、ひぃ。随分と急こう配な道だね。歩くだけでも一苦労だ」

「あははー！　カイトは体力ないよねー！　さすが元貴族のお坊ちゃん！」

「……大丈夫。……私にとってはカイトもリザも同じ人間レベル。……誤差の範囲」

　返す言葉もないが、無理をして反論すると貴重な呼吸の機会が失われてしまう。

　そのため、カイトは別の事を考える。

　この森も厳密にはアルゴートの一部であり、カイトの領地と言って差し支えない。

　つまり、本当にシャイオットなる高級キノコが自生しているのならば、ゆくゆくはこの場所も開拓する必要がある。

　しかし、モンスターが出る点が非常に悩ましい。

　現状はシエラが狩って来るモンスターの肉もアルゴートの貴重な食糧だが、この森に出るモンスターを退治しなければ、腕に相当な覚えのある者でもなければ気軽に訪れる事はできない。

　今後の課題として、カイトはその旨を頭の中のメモ帳に書き留めた。

「わぁー！　あった！　あったよ、二人とも！　ほら、あそこ！　シャイオットだよ!!」

「えっ!?　あんなに群生してるものなの!?　本当に!?　ものすっごい無造作に生えてるけど!?　高級食材なんだよね!?」

　リザの指さす先には、シャイオットと思われるキノコが二十は生えていた。

　カイトは持参した植物図鑑ですぐに確認する。

　シャイオットだった。こんなに呆気なく発見できるとは。

　本当に価値のあるキノコなのかと疑いたくなるものの、帝国出版の植物図鑑にもしっかりとシャイオットの価値は高いと書かれていた。

　品質にもよるが、一つで帝国銀貨三枚はするらしい。

　帝国銀貨は一枚で三日分の食料が買えるのだから、これは大変な価値である。

「すごいねー！　こんなにシャイオットが生えてる場所なんて、わたし聞いたことないよ！」

「うーん。これは本当に幸運なのかもしれないな。もしかすると、アルゴートの土地が荒れ果てていたおかげで、人間が寄り付かないからこその生態系なのかもしれない」

　とりあえず、カイトとリザはシャイオットを丁寧に収穫した。

　小ぶりなものはそのままにしておいたにもかかわらず、既に十三個も籠かごに入っている。

　今回の探索の収穫はこれだけでは終わらない。

　彼らの幸運はさらに続く。
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「……カイト。……多分これ、貴重な薬草。……ヘルムートが村で使ってた。……一度勝手に食べたら涙を流して惜しんでいたから間違いない。……ちなみに味はイマイチだった。……苦い草。……もう、お腹空いてる時じゃなければ食べない」

「ああ……。ヘルムートさんが愚痴ってたよ。シエラ様に傷薬の材料食べられたって」

　それは冒険者御用達の薬草だった。

　村でも使われており、切り傷から打ち身まで、怪我の治療に幅広く用いられている。

「しかし、すごいな。未開の地ってここまで資源が豊富なのか……」

「……人間は価値のある物を見つけると、とりあえず手に取る。……だから、人間がいない土地というだけで、この森には価値がある」

「なるほどなぁ。大天使様の言う事は違うね」

「……どやぁ。……本来ならば人の手を加えるべきではないこの森だけど、アルゴートはカイトの領地だから、私は黙認する構え。……超法規的措置」

　ヘルムートへの土産に薬草を摘んでいると、リザが慌てて駆けて来た。

　彼女の声がするのと同時に獣の咆ほう哮こうが聞こえたので、説明を受けるまでもない。

「カイト！　モンスター出て来たから下がって！　シエラちゃん、こっちの小型の狼はわたしが相手するから！　そっちの恐竜みたいなのお願いできる!?」

「……問題ない。……むしろ、今晩のオカズになりそうなモンスターを連れて来たリザは偉い。……褒めてあげる」

　戦闘になると途端に戦力外になるのが、悲しいかな領主様の宿命である。

　フェルバッハ家で剣術の稽けい古こにも励んでいたカイトだが、それはあくまでも貴族の嗜たしなみ程度のものであり、現役の冒険者と比較すると力量の差は一目瞭然。

　シエラと比較するのはおこがましいのでこの場では言及を避ける。

「やっぱりこのモンスターが大問題だよなぁ。冒険者でも対応できないヤツまで出て来るんじゃ、とても領民のみんなを森に立ち入らせる訳にはいかないよ。うん。誰も聞いてないね」

「たぁぁぁっ!!　『エアロスライサー』!!　やぁぁぁっ!!」

「……『インフェルノブラスト』。……えいっ」

　短剣と魔法のコンビネーションで狼を撃退するリザと、もうそれが何なのか理解を超えているシエラの魔法で焼き尽くされる恐竜を見て、カイトは「うーむ」と唸うなった。

　ちなみに、彼もただ口を開けて戦況を見守っている訳ではなく、しっかりと薬草を採取している事を付言しておく。

「おや？　なんだろう、この草は。光ってるな。ええと、図鑑、図鑑……」

　カイトの眼前には今摘んでいた薬草とは明らかに種類の違う、光を放つ草があった。

「特別なものは光る」というのは人間が勝手に持つイメージであるが、太古の昔から光を放つものに特別なものが多く含まれていたからそういうイメージが植え付けられたとも言い換える事ができる。

　結論から言えば、それは特別な草だった。

「おっ。あった。……ええと。天空の露草？　どのような難病にも効果が発揮される幻の薬草である……。採取レベルＳ。貨幣価値に換算できないほど貴重。ほへぇー」

　凄まじいレアな薬草と出会っているのに、カイトに知識がないせいで全くと言って良いほど感動がない。

「まあ、一応摘んでおこう。ケベルトさんが腰痛いって言ってたし。ひょっとしたら役に立つかも」

　繰り返すが、帝国の首都でオークションにかければ、帝国金貨十枚はくだらない超レアな薬草である。

　なお、帝国金貨は一枚で家が建つ。

「ふぃー！　こっちはどうにか追い払えたよ！　シエラちゃんは!?」

「……全く問題ない。……無事に今晩のオカズをゲット。……こんがり焼いたら絶対に美味しいと思う。……下ごしらえは完了。……じゅるり」

　戦闘を終えた二人が戻って来た。

　目的のシャイオットの収穫もできたし、万能薬草も摘んだ。

　彼らは価値に気付いていないが、Ｓランクの薬草まで手に入れている。

　成果は充分と言って良いだろう。

「……ところで、リザ。……そのキノコ、食べてみても良い？　……ダメとは言わせない。……私の食欲は止められない。……いただきます」

「ああーっ！　ダメだよ、シエラちゃん!!」

「……あう。……うぅ。……美味しくない。……話が違う。……もうヤダ、もう帰る」

「だから言ったのにー。シャイオットって調理しないとすっごく渋いんだよー」

　涙目になって高級キノコを吐き出すシエラ。

　さらにリザが悲しい情報を追加で付与してくる。

「思い出したんだけど、特殊な調理が必要な素材なんだよね。シャイオットって。村に料理できる人っているかなぁ？」

「んー。どうだろう。何人か定食屋を始める人がいるっていうのは報告を受けているけど。そんな特殊調理ができる人はいないんじゃないかな？」

　そもそも、これまで近くの森に自生している事すら知らなかった高級キノコである。

　それを都合よく調理できる人材が辺境のアルゴートにいるだろうと考えるほど、カイトは無条件にポジティブにはなれない。

　何はともあれ、得たものは多い。

　三人は探索を切り上げて、アルゴートの村に戻る事にした。
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　その村では、ユリスが困り果てていた。

　急な来客があり、領主と大天使がいない状況のため、ヘルムートが「ユリス様！　ちょっと助けてくだせぇよ!!」と彼女に泣きついていたのだ。

「やれやれ。困ったな。ボクはあくまでもここに住んでいるだけで、意思決定権はないのだよ。すまないが、もうしばらく待ちたまえよ。そのうち、領主が戻って来るだろうから。む。頼むから、ボクの服をこれ以上引っ張らないでくれるかね。さすがに脱げるのだよ。そして、ボクにも羞恥心はあるのだよ。ちょ、ヤメてくれと言っているのに!!」

　ユリスの前には、地面にひれ伏す数人のエルフの姿があった。

　何やら懇願しており、涙を流してユリスの服の裾を引っ張る者までいた。

　のっぴきならない事情があるのだろう。

「ああ……。ちょっと肩が痛くなってきたよ。リザ、半分持ってくれない？」

「えー？　女の子に荷物を持たせるのー？　ほーら！　もう村が見えてるんだから、頑張って！　領主様っ！　ほらほら!!　可愛い女子がエールを送ってるんだよ!!　頑張れー!!　ファイトー!!　もうちょっとだー!!」

「足も痛くなってきた。帰ったら寝よう。筋肉痛は確定だよ」

　肉体労働をさせると頼りないが、いざと言う時はやってくれる男であって欲しい若き領主のカイト・フェルバッハ。

　彼の帰りを待ち受けているものは一体何なのか。










４章　嵐、渦巻く




　アルゴートへと戻って来たカイトたち探索チーム。

　ユリスが「ほら、あれがうちの領主だ！　一番ひょろっとした男なのだよ！」とカイトを指さした。

「あれ？　ユリス様？　わざわざお出迎えですか？　なんだかすみません！」

「あなた！　あなたがこの地を統べる者ですか!?」

「おわぁっ!?　確かに俺がアルゴートの領主ですけど!?　な、何事ですか!?」

　七人のエルフに囲まれたカイト。

　よく見ると全員が女性であり、事情は分からないが緊迫感だけは伝わって来る。

「カイト!?　ちょちょ、ちょっとあなたたち、落ち着いてよぉ！　そんなに押したらカイトが潰れちゃうってば！」

「……リザ。……私の出番？」

　さすがのカイトもこの程度では潰れないし、シエラの出番でもない。

「分かりました！　ちょっと失礼！　すみません、岩に荷物だけ置かせてもらっても？　ちょっと重たくて。それで、何のご用ですか？　代表の方はおられますか？」

　興奮気味だったエルフたちも、見るからに頼りなさげなアルゴートの若き領主を見て冷静になったらしく、集団のリーダーが名乗り出た。

「誰かと話す時のカイトの態度。あれって才能だよねー。気付いたらペースに巻き込まれてるんだもん」とリザは感心した。

　彼は全く意図していないのだが、そこがまた恐ろしい。

「私はアデルナと申します。急に押しかけてしまい、申し訳ありません。まずは失礼をお詫びさせてください」

「これはどうも、ご丁寧に。俺はカイト・フェルバッハと申します。何かお急ぎのようですし、気になさらないでください」

　エルフの代表者はアデルナと名乗り、その態度からは気品を感じさせた。

　特徴的な耳の形と、美しい宝石の髪飾りが目を惹く。まるで絵本の中から飛び出してきたような金髪は存在感をありありと放ち、見る者を圧倒する。

　エルフはあまり他種族とは関わらないと帝国領では伝えられており、実際のところカイトも会話はもちろん、目にするのはこれが初めてであった。

　じっとカイトを見つめる紺碧の瞳が焦っている事は明らかであるため、カイトはすぐに本題へと誘導する。

「ご用件を伺ってもよろしいでしょうか？」

「は、はい。私の父が長年患っていた病を悪くして、死に瀕しております。エルフの里に伝わる文献に、この地方にはどのような病も治してしまう薬草があると記されており、無礼を承知でやって来ました。領主様、どうか近隣の森や山に入る許可を頂けませんか!?」

　カイトは「なるほど」と短く返事をした。

　そののち、ゴソゴソと背負っていた籠の中をあさり、目的のものを探す。

「あ、あの！　当然ですが、目的の薬草以外のものには手を出しません！　決してこの地の領民にもご迷惑をかけません！　領主様はエルフ族がお嫌いでしょうか!?　でしたら、すぐに立ち去りますので、どうかご許可を!!」

　思ったよりも籠の中がゴチャゴチャしていたせいで時間を取られてしまい、それがアデルナの不安を煽る事になった点をカイトは反省した。

　反省していたところ、やっと探していたものが手に触れる。

「ああ、あった！　これだよな？　うん。間違いない。けど、しまったな。底の方になっていたせいで少し潰れてるぞ。……ええと。あなたがお探しの薬草とは、もしかするとこれですか？」

「なっ!?　み、みんな！　確認して!!　文献を!!」

　慌てて集合するエルフの乙女たち。

　本当に古びた文献を取り出して、「恐らくこれでは」「多分間違いないのでは」と自信なさげに協議している。

「ええと、帝国の書物は読めますか？」

「は、はい！　私は読めます!!」

「それなら良かった。これが帝国出版の出している最新の植物図鑑です。この草、天空の露草というものみたいなんですけど、お探しのもので間違いないですか？」

「し、失礼します！　……はい！　これです！　この薬草です!!」

　アデルナの表情がパッと明るくなった。

　すぐに残りの六人が見た事もない貴金属や宝石を差し出してくる。

「ええと……。これは？」

「こちらではお代になりませんか!?　でしたら、後日、里にあるものを何でも持ってまいります！　ですから、どうかこの薬草をお譲りください!!」

「ああ、どうぞどうぞ。お持ちになってください」

「……良かった！　では、ひとまずこの宝石を！」

「あ、いえいえ！　何もいりませんよ!!　俺もたまたま拾っただけですし。うちの領地には幸いなことに重病人はいませんから。長老の腰痛に効くかなと思っていたんですけど、まあケベルトさんには別の薬草を貼っておけば良いでしょう」

「失礼ですが、正気ですか!?　採取レベルＳと図鑑にも書いてありますが!?」

「失礼だなぁ。正気ですよ！　俺がたまたま拾うレベルですから、お気になさらず！」

　カイトが続けて「早く里に戻られた方が良い。お父上に万が一の事があれば大変です」とアデルナたちの背中を押した。

　彼女は目に涙を浮かべて「ありがとうございます!!」と何度も頭を下げる。

　続けて指笛を鳴らすと角の生えた馬のような生き物がやって来て、それに跨ると彼女たちはまさに風のように駆けて行った、

　嵐が去った後、ユリスがやって来る。

「やれやれ。酷い目にあったのだよ。ボクはあの手の騒動は苦手なのに、カイトくんたちは帰って来ないし。まったく、困ったものだ。このボクを不安にさせるとは、今の時代というのは面白くもあるが。ううむ、ちょっと怖いのだよ……」

「すみませんでした。しかし、何でも拾ってみるものですね。彼女たちのお役に立てて良かった」

　ユリスは更に深いため息をついて、カイトを見る。

「君の欲のなさも大概なのだよ。これは領民が苦労するだろうね。ただ、ボクを含め、領民たちに愛される領主の素養を持っている事も保証しよう。はっはっは」

　カイトは「恐縮です」と頭を下げて、戦利品を村へと運び込む。

　結局シャイオットを調理できる者はいなかったが、噂に聞く高級食材を見て領民は大いに沸いた。

　薬草もヘルムートがすぐ傷薬に調合すると張り切っており、今回の探索は大成功だったとカイトは日誌に書き記すのだった。
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　それから二週間ほど経った、ある晴れた日。

　前の晩も遅くまで書き仕事をしていたカイトは、昼前にもかかわらず居眠りをしていた。

　そこにヘルムートが駆け込んで来た。

「カイト様ぁ!!　うぉい！　寝てる場合じゃねぇよ！　カイト様ぁ!!　どんだけのんきに過ごしてんだ、あんたって人は!!」

「ふがっ!?　あ、ああ、ヘルムートさん。ちょっと失礼。……《目覚まし》！」

「目は覚めたかい!?」

「ええ。もうスッキリと。それで、何事ですか？　敵襲ですか？　ついにアルゴートにも！」

「そうなんだ！　エルフの大群が侵略に来たんだよ!!」

「いや、すみません。冗談ですよ？」

「こっちゃ冗談じゃねぇんだって!!　いいから、鉄の胸当てして！　早く来てくれぇ!!　ただ、あんたは体弱いんだから、防具を重ね着して!!」

　カイトはヘルムートに戦支度をされながら、「もう二度としょうもない冗談を言うのはヤメよう」と、嘘から出たまことに渋い顔をした。

　見張り小屋のところまで行くと、本当にものすごい数のエルフが押し寄せていた。

　それを村の若い衆とリザが中心になって、どうにか侵入を阻んでいる状態である。

「ヘルムートさん。ダメだ。降伏しよう」

「なんであんたはそう平和主義なんだ！　戦いの指揮を執ってくれよ!!　領地の一大事に先頭に立つのも領主の仕事だぜ!!」

「無理ですよ！　相手の数を見て下さい！　五百人くらい優にいるじゃないですか！　うちの領民の数を知っているでしょう!?」

「そうなんだよ！　もちろん知ってるぜ!!　だからよ、せめて士気では負けねぇように！　領主の号令を頼む!!」

　カイトがヘルムートと問答をやっていると、その声がエルフの集団に捕捉されたらしく一団がなだれ込んで来た。

「カイト！　そこにいたら危ないから、逃げて、逃げてー!!」

「リザ……。もうちょっと早く言ってほしかったなぁ。もう無理だよ、囲まれちゃったもん」

　異国の言葉でこのような状態を四し面めん楚そ歌かと言うらしい。

　カイトは「そんな事を覚える暇があったら、剣の素振りをもう少ししておけば良かったなぁ」と、在りし日の実家暮らしを憂いた。

　こうなると、次はどうされるのだろうか。

　カイトは領主としてまだまだ新米なため、侵略されるのも初体験。

　この後の展開が分からないのは不安だった。

　だが、彼は豊富な知識を得るために座学に励んで来た男。

「多分、磔はりつけにされて見せしめに火あぶりだな」と当たりを付けた。

　せめて領民は見逃してもらえると良いなと思案していると、ドレスを着たエルフの少女が集団から出てきて、カイトの前に跪ひざまずいた。

　何をされるのだろうか。油断させてからの不意打ちだろうか。

　そんな彼の予想に反して、少女は顔を上げる。

「領主様！　私の顔をお忘れでしょうか!?」

「……ああ！　アデルナさん!?　この前、草のお裾分けした!!」

　草ではなく、採取レベルＳの薬草である。

「そうでございます！　今日は、お礼に参ったのです！　申し訳ございません、またしてもこのように押しかけてしまいまして。ですが、国の王を救って下さった英雄様に一目会いたいと誰もが申しておりまして!!」

　カイトは意味の分からない部分を省いて理解を試みる。

　どうやら、彼らに敵意はないらしい。

　なるほど、これは磔にされずに済みそうだというところまでは分かった。

「ええと、国の王？　ああ、もしかしてアデルナさんのお父上は俺みたいに領主なのかな？」

「はい！　私の父はエルフを統べる王でございます!!　エルフの一族を代表して、本日はお礼に参りました!!」

　エルフ族は長寿の生き物だとカイトは知っている。

　つまり、その総数もそれは大層な数いるだろう。

　彼は、その王と自分を同列に語った無礼をどう詫びたら許してもらえるか、まずはそれだけを考えることに集中していた。
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　アデルナの前で間抜けに口を開けていたカイトだが、これ以上口が開かない事を幸運に感じることになろうとは。

「失礼する。貴公が天空の露草を譲ってくれた、この地の領主であるな？」

「は、はい！　俺がそうですが……！　薬草、美味しくなかったですか!?」

　身長は二メートルを超えるだろうか。

　長い銀髪を撫なでつけて、これまた長い耳には青い宝石のピアスが光る。

　誰の説明を受けなくとも、この人がエルフの王なのだと分かる威圧感。

「ふっはっは！　確かに、あの薬草の味は酷かった！　だが、そのおかげで余は命を拾う事ができた！　貴公の寛大なる措置には重ねて感謝する。ありがとう!!」

「いえ！　とんでもないです！　滅相もないです！　いやもう、本当に軽い気持ちで差し上げたものですから！　あ、違うんです！　決して、王様の命を軽いと言っている訳ではなく!!」

　さすがにカイトも種族を統べる王を前にすると、アルゴートにやって来てのらりくらりとやり過ごして来た態度を改める。

　エルフの王の腰に下げられた立派な銀の弓がチラチラと見えており、その腕前も相当のものだと思えば態度はさらに堅苦しくなっていく。

　カイトは粗相を働いて眉間を撃ち抜かれないように必死なのだ。

「まったく、人というものは俗物も多いが、時にこのような宝玉に出会えるのだから不思議であるな！　時に領主よ、余の事は王様などと呼ばずとも良い。余と貴公は同じく民衆の先頭に立つ者であろう？　ならば、そこに序列は不要！　我が名はザムエルと言う」

「お、俺はカイト・フェルバッハと申します。ああ、すみません」

　ザムエルはなおも腰が引けているカイトを見て、「これはいかんな」と呟いた。

　その次には、ドスンと地べたに座り込む。

「ザムエル様!?　いや、ちょっと、困りますって！　お召し物が汚れますよ！」

「こうでもせねば貴公と対等に話はできまい？　さあ、カイト。貴公も座られよ。さもなくば、このまま地に額を付けるが？」

　自身の土下座を人質にとる交渉術に打って出たザムエル。

　これにはカイトも降参である。

「わ、分かりました！　ザムエル様の寛大な態度に感謝しつつ、同じ高さに座らせて頂きます!!　失礼します!!　多分本当に失礼ですけど、もう後には退きませんよ!!」

「うむ。それは助かる。おおい、誰か酒を持て。命の恩人と杯を交わしたい！」

　カイトにも、領主としての知識はある。

　元から知っていた事に加えて、アルゴートにやって来てからは更に学んだ。

　ゆえに、主同士が盃を交わす意味も理解している。

　エルフ族とアルゴートが同盟関係になるという誓いである。

「これはいよいよ大事になって来たぞ」と思いながらも、既に退路がないことも察しているカイトは、大きく息を吸い込んで同じ時間をかけて吐き出した。

　少しだけ心が落ち着いたと言う。
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　盃はあまりにも簡単に交わされた。

　エルフの里で作られたと言うワインはアルコールが強烈で、カイトはむせながら飲み干す。

「よい飲みっぷりであるな！　少しばかり世間話をしても良いか？」

「もちろんです。聞かせてください」

「実はな、余の娘のアデルナが二週間前にこの地を訪れたであろう？」

「はい。よく覚えていますよ。そもそもお客さんが来るような土地じゃないですから、アルゴートは。本当に驚きました」

「それについてはこれ以上非礼を詫びると礼の価値が下がるので何も言うまい。……聞いてくれるか。あれはアデルナの独断だったのだ。暴走と言い換えても良い」

「暴走ですか？　なんだか物騒な響きですね」

　ザムエルは「そうなのだ。我が娘は物騒でいかん」と笑う。

　カイトの空いたグラスに新しいワインを注ぎながら、アデルナが「お父様、ヤメてくださいませ!!」と頬を膨らませて抗議する。

「ああ、この親子のどちらかがこの世から欠けるのは寂しいな」とカイトは思った。

　同時に、特に深い考えもなく譲った天空の露草の価値を今になって知る。

「あの日、アデルナは侍女だけを連れて、余はもちろん、大臣や将官の許可も得ずに飛び出して行ってしまったのだ。門番をしていた従者を蹴り飛ばしてな。その報告を後日になって受けた時には、余は再び心臓が止まるのではないかと思ったほどだ！」

「仕方がなかったのです。お父様は何度も呼吸不全を起こされましたし。居ても立ってもいられなかったのです。カイト様ならばお分かりになられますよね？」

　カイトは自分を追放した両親を久しぶりに思い出した。

「俺はこの人と同じことを多分しないな。いや、絶対にしないな」と思うにつけ、アデルナとザムエルの親子関係が少し羨ましかった。

　もちろん、それを馬鹿正直に話して興を醒ますことはカイトもしない。

「分かります。あの時のアデルナさんの焦りようを見ていれば、どれだけの覚悟をしてこの地に参られたのか、とてもよく分かります」

　カイトの言葉に、エルフの一団が「おおおっ！」と沸く。

　傍で様子を見ているリザは先程騒ぎを聞きつけやって来たシエラと顔を見合わせ、「やっぱりカイトって人たらしなとこがあるよねー」と言った。シエラもこくりこくりと何度も無言で頷いている。

「実際のところ、カイト。貴公が天空の露草を譲ってくれなければ、アデルナたちは自分で山や森に入っていただろう。先刻少し遠回りをして拝見したが、この地のモンスターはとてもアデルナたちの手には負えない強さだ。つまり、貴公は余と、余の命と同価値のアデルナ、この二人を救ってくれた事になる」

　若き領主もこれ以上「いえいえ、そんな事は」と同じ問答を繰り返しはしない。

　代わりににっこりと笑って「良かったです」と短く答えた。

「よって、我がエルフ族は恩人であるカイト・フェルバッハのために何か礼をしたいのだ。何でも、望むものは差し出そう。さあ、言ってくれ!!」

「お礼ですか？　んー。急に言われても、ちょっと思いつかないと言いますか……」

　現状、水問題は解決済みであり、食糧問題も農業ハウスで作物が毎日実っている。

　彼は「少し相談しても良いですか」とザムエルに申し出てから、仲間を集めた。
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「という訳で、どうしようかな」

「はぁー。カイトって人を動かす才能はあるけど、欲がなさ過ぎて交渉にはあんまり向いてないねー。そこがステキなとこでもあるから、わたしとしては複雑だよぉ」

「リザ嬢ちゃんの言う通りなんだよなぁ！　宝石の一つでも貰っちまえば良いのによぉ!!　絶対にすげぇ値段になるぜ、あれは!!」

　ヘルムートの言う事も一理ある。

　だが、アルゴートという土地において、現金や貴金属はそれほど価値のあるものではない。

　換金するためには近くの都市まで行かなくてはならないし、現金化したところで、使うためにはやはり長距離の移動が必要となる。

　そこまでの手間を割いて財産が今の時点で必要なのかと考えると、答えはおのずと出てくる。

　カイトはその意見を口に出して、他に案はないかと尋ねた。

「話は聞かせてもらったのだよ」

「ユリス様。なんか毎回同じパターンで登場しますね？」

「う、うるさいな。ボクだって、騒動の中に面白そうなことがあれば参加したくなるのだよ！　でも騒がしいのは好みではないから、いつも参戦が遅れてしまうのだ。なんと悩ましい。君たちがもっと静かに騒動を始めれば良いのだ。まったく」

「あー！　ユリス様って創造の天使だから、良い知恵も創れるんだ！　ですよね、ユリス様!?」

「うぐっ。そんな目で見ないで欲しいのだがね。リザくん」

「ああ、創る事ができないものもあるんですね」

　ユリスは「ふんっ」とそっぽを向きながら、持論を展開する。

　実に器用な天使様である。

「エルフ族は人よりもずっと昔から生きてきた種族だからね。彼らから何かを貰えると言うのならば、ボクは迷わず知識をチョイスすれば良いと進言するよ。彼らはそもそも排他的な種族だから、こうして同盟を結ぼうという行動に出ること自体が非常に稀だ。この好機を無にすることはないと思うがね。学ぶ事は時として剣よりも、魔法よりも優れた武器となるのだよ。ふふんっ」

「なるほど。シエラはどう思う？」

「……私はカイトのやりたいようにすれば良いと思う。……だけど、美味しい料理が食べたい」

「カイト！　料理と言えば!!　倉庫に入れたままになってるアレは!?」

「あっ！　シャイオットね!!　そうか、色々知っているエルフなら、きっと凄腕の料理人もいるかもしれない！」

「……カイト!?　……もしかして、ついに美味しいキノコが食べられる!?」

「かもしれない！　早速聞いてみるよ！」

　カイトは首脳会談の場に戻った。

　中座した事を丁寧にお詫びして、彼はアルゴートの要望を伝える。

「うむ。貴公らの期待には充分な成果をもって応える事を約束しよう。ただし、提供するとなれば最良のものでなくてはならぬ。今回、料理人も帯同しておるが、より優れた者が里に何人かおる。ついては、カイト。一度エルフの国へと足労願えぬか？　改めて、貴公らを歓迎したい」

　カイトたちとしても、エルフの知識を得られる機会は願ってもない僥ぎょう倖こう。

　断る理由がない。

「分かりました。では、お邪魔させて頂きます」

「そうか！　ならば、支度をするが良い！　我らに気遣いなく、充分な用意を。少しばかり距離があるゆえな。人の身には堪えるかもしれん」

　こうして、アルゴートからエルフの国へと使節団が派遣される事となった。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　エルフの国へはカイトとシエラ、そしてリザのお馴染み遠征トリオが出向くことになった。

　ユリスは「ボクも興味はあるが、移動の時間が退屈過ぎて無理なのだよ」と言って、今回もアルゴートの留守を預かる。

　ヘルムートが中心になって農場の管理をする手筈も整えて、万全の状態でアルゴートを出発した特使団の一同。

　そして、それなりの距離を歩いて四日。

　目的地であるエルフの国。

　正式な名前をルズベリーラという、由緒正しい隠れ里へと一行は到着していた。

「カイト！　しっかりして！　もう着いたってば!!」

「俺、今度こそ体を鍛えるよ……。もう、何て言うかごめんなさい……。女の子に助けてもらってギリギリ歩けるとか、本当に情けないと自覚してる……」

　カイト・フェルバッハは体力がない。

　既に周知の事実である。

　今回の旅でも、道中二度ほど進むのを諦めかけて、最終的にはリザに肩を貸してもらってフラフラになりながらどうにか踏破に至る。

　先程からカイトが考えている事は「来たって事は、帰りも同じ道を……」という絶望である。

　だが、そんな疲れ切った彼の鼻をくすぐる香ばしい匂いがそこら中から漂ってきた。

　エルフの国・ルズベリーラは豊食の土地。

　城下町に入ったと思えば、すぐに屋台が軒を連ねる。

　どこを見ても美味しそうな食べ物が並んでおり、そのうちの半分以上は見た事もない料理だった。

　カイトはユリスが「エルフ族の築いて来た知識は得難い」と言っていた事を思い出す。

　彼らは長寿の種であり、長い人生をいかに豊かにするべきかを知っていた。

　生きている以上は何かを食べねばならない。

　ならば、できる限りその食事を楽しもうというのが彼らのモットー。

「シエラ？　どうかした？」

「……うん。……思い出していた。……エルフは気難しいけど性格は穏やか。……だから、かつて私も友好な関係を築いていた。……気がする」

「なるほどね。食べる事に妥協なしのシエラがエルフの料理を無視するはずないってことか」

「……むぅ。……私が食いしん坊みたいな言い方はヤメて欲しい」

「せめてそのよだれを拭いてから言って欲しかったなぁ」

「カイトー！　シエラちゃーん!!　早く来てよー!!　アデルナさんがお城に案内してくれるってー!!　ほらほらぁ、置いてっちゃうよぉー」

　先に歩いて行ったリザがカイトたちに向かって手を振る。

　よだれを拭かずに屋台から離れようともしないシエラを連れて行くために、カイトは残った体力の全てを消費したらしい。
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　ルズベリーラ城は、どこに出しても恥ずかしくないほど立派な造りをしていた。

　聞けば、もう数百年もエルフの王族が住んでいるとの事。

「さあ、カイトよ！　お付きの二方も！　楽な姿勢でくつろいでくれ！　作法などといった堅苦しい事は抜きだ！　今、料理長に宴の用意をさせている！　それまではフルーツでも摘まんでいてくれ！　おお、酒もあるぞ！」

「ザムエル様。お心遣い、痛み入ります。では、遠慮なく」

　カイトもザムエルと四日ほど一緒に過ごして、少しだけだが彼の人となりを理解していた。

　少々融通の利かないところはあるが、豪快でありながらもカリスマ性を持つエルフの王の事を、カイトも知らず好きになっていたのだ。

　そんな相手が「遠慮は無用」と言うのだから、そこで「いえいえ」と申し出を断る事こそが無作法の極み。

　カイトは見た事のないフルーツを食べながら、宴席の準備を待った。

「カイト様。よろしければ、私にお酌させてくださいませ」

「これはすみません。って、アデルナさんですか!?　何と言うか、また雰囲気が変わりましたね。まるでお姫様みたいですよ！」

　旅のためあつらえたドレスから正装に着替えたアデルナは「ふふふっ」と笑って、「私、これでもエルフの姫ですよ？」といたずらっぽい表情を見せた。

「そうでしたね。すみません。じゃあ、一杯いただきます」

「はい！　どうぞ！　エルフ族に伝わる、秘伝のワインです！」

　美しい娘に酒を勧められて嫌な気持ちになる男は極めて少数である。

　そして、カイトは圧倒的多数派に属していた。

「うん、美味い！　俺、酒ってそんなに得意じゃないんですけど、これは水みたいに飲めますよ！　アデルナさんのおかげかな？　もういっぱごふっ！」

「カイトー？　なんか鼻の下が伸びてるよね？　わたしと一緒の時には伸びないのにさー。やー。別に良いんだけどねー？　ふーん。カイトって、お姫様が好きなんだねー。知らなかったなー。へぇー。勉強になったなぁー」

　リザは何やらご機嫌斜めな様子。

　見れば、結構な量のグラスが並んでいた。

「り、リザ？　もしかして、酔ってる？」

「べっつにー？　エルフのお姫様に酔いしれてるカイトほどじゃないけどぉー？」
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　しっかりと酔っていたリザさん。

　カイトは「酒はほどほどにしておこう」と肝に銘じた。

「……はむっ。……はむっ。……やはり、エルフ族の料理は絶品。……特にスパイスの使い方が違う。……肉も魚も美味しいとか、これはもはや事件。……はむっ」

　いつの間にか宴が始まっており、シエラは山のように積まれた料理と幸せそうに格闘していた。

　カイトも少しばかり摘まんでみたが、確かに味は無類のものだったと言う。

「カイト様！　私、カイト様の事をもっと知りたいです！　皆もそう申しております!!」

「おわっ！　いつの間に!?　まあ俺の話で良ければ。なるほど。違う種族の話って多分面白いんですよね。エルフさんたちはあまり外と関わらないみたいですし」

　気付けばカイトの周りにはアデルナと彼女の侍女たちが集まっている。

　この豪華な宴席のささやかなお礼として、カイトは求められるままに語った。
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「まあ！　なんて酷い人たちでしょう！　それは本当にカイト様の血縁者なのですか!?　そんな、とても信じられません!!」

　アデルナがまず食いついたのは、カイトが実家を追放されてアルゴートに流れ着くまでの経緯だった。

　彼女は自分の事のように顔を赤くして、頬を膨らませて憤慨する。

「いや、まあこればかりは運がなかったと諦めています。子は親を選べませんし、人は付与されるスキルを選べませんから」

「それで、アルゴートを大きな都市にするために、料理人を求めていらしたのですね」

「そうなんです。なにせ、力自慢は多い土地なのですが、料理と言えば、精々焼くか煮るかの程度でして。せっかく貴重なキノコが採れると分かったのに、誰も調理できずに困り果てていたんですよ。ですから、アデルナさんたちが来てくれて良かった」

　アデルナは「とんでもないです！」と首を横に振る。

「カイト様がいなければ、お父様は恐らく助かりませんでした。このご恩は、料理法の伝授だけで済むだなんて思っておりません！　私はエルフの姫として、カイト様とアルゴートの地を応援させて頂きます！　お父様もお気持ちは同じはず！　だって、初めて聞きましたもの！　お父様が自分から同盟の話をするところを！」

　言われて気付く、「エルフ族との同盟についての話」に関する事の重大さ。

　アルゴートという小さな辺境の村を一つの都市として、エルフ族の王と姫が認めてくれている事実は、よく考えるまでもなくとんでもない幸運だった。

　カイトは誰かの意見を聞きたくて、リザを探す。

「ほんっとーにぃ！　カイトはさー！　色々とね、アレなんだよぉー!!」

　酔い潰れていた。

　ならば、大天使様がいるではないかとシエラを見る。

「……はむっ。……はむっ。……はむっ。……はむっ。……はむっ」

　食い倒れていた。

　カイトは「領主って孤独な仕事だな……」と、何やら悟りを開きつつ、それからしばらく宴席を楽しんだ。
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　宴もたけなわ。

　ほどよく酔いが回り、空腹も満たされ充実したカイト。

　隣には寝息を立てているリザと膨れたお腹を満足そうに叩くシエラ。

「あの、カイト様？」

「はい。なんでしょう？」

「ルズベリーラにお三方の銅像を作ろうという話になりまして、まずは絵を描かせて頂けませんか？　すぐに済ませますので。そのまま楽にしていてくだされば！」

　銅像まで作られる事になるとは、さすがにカイトの想像を超えていく。

　だが、国王が病から解放された国の祝賀ムードに水を差すのも悪いと考えた彼は、「分かりました。できるだけ男前にお願いします。あと、可能であれば筋肉を多めにお願いできますか。ムキムキに」と返事をした。

　すぐにアデルナの手配していた画家が十人ほど集まり、様々な角度からカイトとリザ、そしてシエラのデッサンを行う。

　腕利きの画家たちの仕事は速く、あっと言う間に作業は終わり、カイトたちはベッドメイクされた貴賓室へと案内された。

　彼らが去った後、アデルナが首を傾げていた。

「……シエラ様。どこかでお見かけしたような？　ずっと昔に。あっ、神話の書物！　……って、そんな、まさか。偶然ですね」

　アデルナの記憶力は称賛に値する。

　神話に語られる大天使が、食い倒れ天使になっていると予測できる者は誰もいないので、その点は恥じる必要などないと付言しておく。
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　ルズベリーラからカイトたちがアルゴートに戻り、二週間と少しが経とうとしていた。

　その間に、アルゴートの生活風景がまたしても劇的なレベルアップを果たす。

「領主様。シャイオット料理のメニューはこのような感じでいかがでしょう？」

「ありがとうございます、フレデリカさん。俺には全部が美味しくて判断がつきません。ですので、全権を料理長であるフレデリカさんにお任せします。下手な意見を素人が出すと現場を混乱させるだけですので」

　カイトの家を訪ねて来たのは、ルズベリーラから派遣されて来たエルフ料理人部隊のリーダーである、フレデリカ。

　彼女を中心に二十余名のエルフたちがアルゴートに移住してきた。

「えっ？　あの、お言葉ですが領主様。この地の名物を作るんですよね？　私のような新参者に任せて頂けるのですか!?」

「はい。それが最善だと思います。フレデリカさんたちの料理の腕前を見ていたら、俺じゃなくてもその結論にしかたどり着けませんよ」

　実際のところ、アルゴートの食事事情は変わっていた。

　見た事もない香辛料を使い、聞いたこともない料理手法で作り出される魅惑の食事は、荒くれ者の多いアルゴートの民のハートをガッチリキャッチしている。

「カイト様ぁ!!　農園で育てる品種を増やそうかって話が出てるんだけどぉ！　っと、こいつぁすまねぇ！　フレデリカ様がいらっしゃったとは!!」

　やって来たのはヘルムート。

　カイトは領民の声をフレデリカに届けようと考える。

「ヘルムートさん、ちょうど良いところに。エルフの料理人の皆さんが来てから、どうですか？」

「もう死んでもいいってくらい幸せだ！　食事ってすげぇなって!!　マジで来てくださってありがとうございます!!」

「これが俺も含めた領民の総意ですよ。本当に、今まで食べていたものは何だったのかと」

　ヘルムートはそれから、興奮冷めやらぬ様子で「エルフの料理のここが凄い」をベストテン方式で語り始めた。

　それを聞いていたフレデリカも気付けば笑顔になっており、シャイオットの調理をはじめ、アルゴートの名産品作りの件を引き受けてくれる運びとなった。

「私たちも、アルゴートに来て良かったと思っているんですよ」

「本当ですか？　こんな何もない荒野に!?」

「ヘルムートさんみたいに、私たちの料理をこんなに美味しそうに食べてもらえるのは料理人冥利に尽きます。ステキな家も用意して頂きましたし」

「そっちはユリス様の仕事で、俺は何もしていませんけどね」

「何言ってるんだよ、カイト様よぉ！　あんたが来てくれたところから、アルゴート発展の道は始まってんだ！　もっと自慢げに語ってくれなきゃ、オレたちが困っちまうぜ!!」

「うふふっ。こんなに慕われる領主様の下もとで働けて、私たちも幸せです」

　フレデリカは「それでは、早速メニューの選定に取り掛かりますね」と言って、エルフの居住区に帰って行った。

「それじゃあ行きましょうか？」

「どこに行くんだ？　カイト様？」

「ヘルムートさんが言ったんじゃないですか、農園の件。ユリス様にも挨拶しておきたいですし、一緒に行きましょう」

「ああ！　そうだった！　行こうぜ!!」

　カイトはヘルムートと一緒に家を出る。

　リザは警備隊を率いてアルゴートの周りを警ら中。

　シエラは恐らく食堂だろう。

　彼女は新作料理の味見役のリーダーを買って出ており、エルフたちが移住して来てからは食堂に入り浸っている。

「それにしても、アルゴートもすっかり華やかになっちまったなぁ！」

「景観は本当に様変わりしていますね。俺が来た時は酷いものだったのに」

　綺麗に舗装された道を歩きながら、アルゴートのビフォーアフターについて語る二人。

　脇には綺麗な水の流れる水路があり、少し遠くに視線を移せば使い道のなかった巨木にユリスが作ったツリーハウスが並ぶ。

　そこに住んでいるのがエルフたち。

　なるべく故郷であるルズベリーラと似たような住まいを提供している。

　農園に着いたら、カイトは仕事をこなす。

　出荷量の調整と、エルフたちが希望している農作物の育成について、ヘルムートとユリスを交えて話し合った。

　それが終わると、カイトは丸太を利用した椅子に座り、もう一度自分の領地を眺める。

　本当に随分と変わったものだと他人事のように感心しながら、カイトは幸せだった。
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「ふむ。領主様が何やら物思いに耽ふけっておられるのだよ。隣に座っても良いかね？　考え事をする時にはボクも混ぜて欲しいのだよ」

　ユリスがやって来た。

　カイトが彼女を拒む理由などない。

「もちろんです。どうぞ」

「エルフのお嬢さんたちから、シャイオットとモンスター肉のサンドイッチをもらってね。これがなかなか絶品なのだよ。君も一つ食べるかね？」

　カイトは「では、せっかくなので」と受け取って、パクりと頬張る。

　シャイオットの濃厚で芳醇な香りとモンスター肉のワイルドなジューシーさによって、お口の中が宝石箱になった。

「それにしても、カイトくん。君の領地はどんどん面白くなっていくのだよ。大変興味深い。これは是非とも後世に語り継ぎたいものだね」

「そのうちの何割かはユリス様のお力ですけど。面白いとは？」

　ユリスは「やれやれ」とため息をついて続ける。

「君は領主として有能だが、肝心なところが抜けている。そこがまた愉快なのだがね。良いかい？　人間とエルフが共存する都市など、ボクは見た事がないのだよ。以前にも言ったが、エルフは非常に排他的な種族で、他種族とは滅多な事では交流を持たない」

「ああ、そういう話でしたね。ラッキーだなぁ。もしかすると世界でここだけかもしれませんね」

「のんきなものなのだよ。君はもっと野心を持つべきだ。例えば、帝国領中央部の人間がこの地を見たら、恐らく腰を抜かすだろうね。そして、大金を抱えて領地を譲ってくれと懇願するだろう。ふむ。帝国金貨一万枚。いや、三万枚くらいは余裕だろう」

　カイトはどんなに大金を積まれても、アルゴートを手放す気などなかった。

　行く当てのない自分を受け入れてくれた、そして一緒に発展してきた大切な領地に金額など付けられるはずもない。

　だが、不意に思い浮かんだのは、実家の父親の事だった。

　アルフォンス・フェルバッハは稀代の名領主として帝国領に名を轟かせている。

　かつてはカイトも憧れた。

　こうして追放された今でも、尊敬する心はわずかに残っている。

　思い付きは、軽い気持ちからだった。

　このアルゴートを父に見せれば、少しは自分の事を見直してくれるのではないか。

　今やこの地は帝国領の中でも類を見ない、珍しい領地となった。

　ならば、名領主と名高い父、アルフォンス・フェルバッハに自分の働きぶりを採点してもらうのはどうか。

　悪くない考えのように思えた。

　ユリスに意見を求めてみる。

「君がやりたいようにすれば良いのだよ。領主とは権力を振るうのも仕事のようなものだからね。優れた第三者の目でアルゴートを評価させ、この地の価値を認めさせるのも今後の発展に役立つかもしれないと思う。好きにやってみたまえ。人間の寿命などエルフはもちろん、ボクたち天使にとっては一瞬の花火のようなものなのだよ。迷っている時間ですぐに老いてしまう。ならば迷いながらも行動をするのがより効率的なのだよ」

「そう……ですよね！　ちょっと手紙でも送ってみます!!」

　天使のお墨付きをもらったカイトは、急ぎ自分の家に帰りペンを取る。

　意外と筆が重く、納得できる内容のものを仕上げるには夜までかかった。

　第一稿はあまりにも卑屈な文言が並んでいたため破棄し、第二稿はどうにも品性に欠けている気がしてやはり破棄。

「これならば」と頷けるものは第四稿になった。

　恐らく、アルフォンス・フェルバッハは視察部隊を派遣してくるだろう。

　望むところである。

　今のアルゴートならば、父にだって弟にだって、世界中の誰にだって自慢できるとカイトは胸を張った。

　数日後、たまに顔を出す行商人に手紙を託した。

　実家からリアクションが届いたのは、それから一週間しか経たない時分であった。

　彼の想像とは少し違う反応は、カイトの運命を変えるものである。

　当然のことながら、カイトはまだその事実に気付いてはいなかった。
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　急な展開だった。

　アルゴートにヘルメブルクから視察部隊がやって来たのは一週間ほど前の事。

　彼らは目を白黒させながら、大地は荒れ果て、人は痩せ衰えていた、ただの流刑地の変貌ぶりに感嘆のため息をつく。

「すぐにお父上に書状を送ります！」と、髭をたくわえた偉い人が言うので、カイトも「お願いします。まあ、父も多忙でしょうから気長に待ちます」と応じた。

　が、返信はすぐに来た。

　通常ならば手紙のやりとりをするのにも片道十日はかかる位置関係にあるヘルメブルクのフェルバッハ領とアルゴート。

　にもかかわらず、わずか一週間。

　早馬を飛ばして手紙がカイトの元に届いた。

　内容は「貴様の素晴らしい功績を確認した。一度屋敷へと帰参せよ。相応しい褒美を取らせる」との事で、父親に認められた気がしてカイトは喜んだ。

　ならば早速出発しようとなったのが、今朝の事である。

「カイト、わたしも行かないで平気？　途中で倒れたりしない？　やっぱりわたし、ついて行こうか!?　だって、カイトの傍にいないとだし!!」

　リザはアルゴートに来てから随分と心配性になったと語る。

　カイトの事がとにかく気になるらしい。

　その理由についてここで言及するのは無粋である。

「大丈夫だよ。今回は父が寄越した馬車があるから。これならば、快適な旅ができるから倒れたりしない。それに、シエラもいるから」

「……私はカイトとアルゴートを開拓した大天使。……だから、カイトの実家で美味しいご飯を食べる権利がある。……どやぁ」

　今回の帰省に随伴するのはシエラのみ。

　大勢で行っても迷惑になるかもしれないし、そもそもちょっと顔を出したらすぐに戻ってくるつもりだからとカイトは言った。

「まあ、留守を預かるのはもう慣れたから、ゆっくりと久しぶりの実家を楽しんで来ると良いのだよ。ボクはエルフたちとチェスに興じているから、気にしないで良い。彼女たちは結構強敵でね。ボクもそろそろ本気を出す頃かもしれないのだよ。ふふんっ」

「オレらがカイト様のお留守はがっつり守るんで！　とにかく道中、気を付けてくれよな!!　お父君にガツンと言ってやるんだぜ!!」

　賑やかな見送りを受けて、カイトとシエラはヘルメブルクへと向かった。
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　ヘルメブルクの街並みを見てもさほど郷愁の念が湧いてこなかったのは、カイト自身意外に感じていた。

　フェルバッハ領から追放されて半年と少し。

　再びこの地に戻る事はないと思っていたからだろうか。

　懐かしいとも、愛おしいとも思えずに、むしろ前日に発ったばかりのアルゴートに早く戻りたいとさえ感じていた。

　その感情は屋敷に着いても変わらなかった。

　だが、カイトは久しぶりに会う父の前で暗い表情はよそうと、無理に笑顔を作った。

「フェルバッハ家のご長男！　カイト様のお帰りでございます!!」

　門番が仰々しく頭を下げた。

　屋敷を追い出された時の冷たい瞳はどこに行ってしまったのか。

「おお!!　カイト！　フェルバッハの誇る偉大なる長子よ!!　待ちわびておったぞ!!　報告書は全て読ませてもらった！　あのアルゴートをよくぞ短期間でここまでの都市にしたものだ！　さすがは私の息子だな!!」

「は、はい。お久しぶりです、父上」

　想像していたよりも五倍は上機嫌なアルフォンス。

　と言うか、このようなテンションの無駄に高い父の姿をカイトは知らなかった。

「……兄上。ご壮健で何よりです。何やらご活躍のようで」

「クレオも元気なようで良かった」

　弟も予想よりもはるかに大人しかった。

　彼は優れたスキルを得ていたので、さぞかしその功を誇って来るだろうと思っていたのに。

　何かがおかしい。

　カイトは漠然としているものの、居心地の悪さをハッキリと感じ始めていた。

「おい！　料理と酒を早く運ばぬか！　カイト、今日は貴様のために宴席を用意したぞ！　我が自慢の長子に相応しい、贅を尽くした料理だ！　心行くまで楽しんでくれ!!」

「はあ。ありがとうございます」

「……じゅるり。……カイト、食べても良い？」

「もちろん。俺のためだって父上が言ってくれてるんだから、それはつまりシエラのためってことだよ。どんどん食べて」

「……なら、遠慮なく。……む。……エルフの料理に比べると味は落ちるけど、まあそこそこ。……悪くはない。……はむっ」

　そこそこと評価した割にはモグモグと食事に忙しそうなシエラ。

　アルフォンスはカイトに尋ねた。

「そちらのお嬢さんはカイトの恋人か？　はっはっは！　甲か斐い性しょうも育っているようであるな!!　可愛い子には旅をさせよと言う!!　あれはまことの事であったか!!」

「ああ、いえ。彼女は大天使です」

「もう酒に酔ったのか？」

「まあそうなりますよね。ご説明します」

　カイトはシエラについて、包み隠さず父と弟に話して聞かせた。

　彼女は古いにしえに封じられた大天使であり、アルゴート発展の立役者はシエラであると。

　いくつか大天使の能力についても教えるカイト。

　その度に「おお！」「なんと!?」とアルフォンスは驚きを隠そうともしない。

「そ、それでは、大天使様はアルゴートに住まわれていたのか!?」

「ああ、いえ。本格的な封印だったので、俺が偶然スキルで彼女を起こしてしまったんです。本当に偶然で、幸運でした」

「す、スキルぅ!?　あ、兄上のスキルって言うと、ニワトリ!?　ああいや、違う、違う!!　《目覚まし》ではないのですか!?」

「ああ。その《目覚まし》は万物のいずれにも効果があるらしくて、実はもう一人、創造の天使様もこのスキルで起こしたんだ。今はアルゴートの発展に寄与してもらっている」

　アルフォンスはクレオに「ちょっと来い！」と言って、一時退席した。

　大きな食堂にポツンと残されたカイトとシエラ。

「ごめんね、シエラ。あれが俺の父親と弟。正直に言って欲しいんだけど、どう感じた？」

「……はむっ。……はむっ。……狡こう猾かつで卑しい魂胆が透けて見えた。……あれとカイトに同じ血が流れていると考えると、人間の神秘を感じる」

　シエラの感想は辛辣だった。

　だが、しっかり本質を捉えているとカイトも思った。

　その感想はすぐに現実のものとなる。

　人間の醜さとは、かくあるべしか。
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「いや、すまなかったな、カイト！　どうした、酒が進んでいないじゃないか！　どれ、私が注いでやろう!!　さあ、飲め、飲め！」

「ああ、すみません」

「兄上！　やっぱり兄上は僕の尊敬する人物だったようです！　まさか大天使様を使役なさるなんて！　このクレオ、感服いたしました!!　やはり、フェルバッハ家は兄上がいなければ!!」

　カイトは返事をするのも馬鹿馬鹿しくなって、本題に斬り込んだ。

「何かお話があるようですが？」

「さすがは我が息子！　察しておったか!!　実はな、大天使様のお力を借りて、我がフェルバッハ領をさらに拡大していこうと考えておったのだ！　どうだ、悪い話ではなかろう？　ゆくゆくは貴様が受け継ぐ領地であるぞ!!」

「僕の領地にも少しばかり御助力頂けるとありがたいですなぁ!!　なかなか苦戦しておりまして!!　昔から、僕が困ると助けてくれていたではありませんか、兄上!!」

「質問があります」

「ああ、ああ!!　何なりと聞いてくれ！　我が息子よ!!」

「アルゴートはどうなります？」

　カイトの言葉を受けて、アルフォンスは一瞬、苦虫をかみ潰したように顔を歪めた。

　彼は思い出していた。

「そうだ。これが俺の知っている父上の顔だ」と。

「あのような土地はもうどうでも良いのだ！　充分に発展させたのだろう？　ならばもう放っておけ！　あそこは場所が悪い！　帝国領の僻地だから、せっかく発展しても利便性の面から見ればやはり所詮は元流刑地よ。カスを育ててもそれなりだ！　であればこそ、新たに未来ある大地を発展させようではないか!!」

　アルフォンスはやってはならない事を二つ犯していた。

　一つ、カイトの前でアルゴートを貶けなした事。

　領主としての責務と誇りを持っている彼にとって、それは最大の侮辱であった。

　二つ、アルゴートはシエラの故郷のようなもの。

　それを大天使の前で「どうでも良い」などと宣のたまってしまった。

「……カイト？　……私、すごく不愉快。……攻撃の許可を求める」

　カイトは「いや」と首を振って、父と弟に短く答えた。

「俺がどうかしていました。あなた方とはどうやら、価値観が変わってしまったようです。俺はこれからもアルゴートを帝国領で一番の、いや、世界で一番の領地にしてみせます。では、失礼します。領民が待っていますので」

　シエラは不満顔だったが、カイトが「帰ろう」と言うので仕方がなくついて行く。

　心中穏やかでないのはフェルバッハの父と弟。

　金の卵を産む鶏になったカイトを逃してなるものかと、声を張りあげる。

「ま、待て！　カイト、待て!!　もちろん、フェルバッハ家の次期当主は貴様だ!!　それでは不服か!?　ならば、望みのものを言え！　何でも用意する！　だから行くな!!　おい、ここまで育ててやった恩を忘れたのか!?」

「そうです、兄上！　あなたはこのフェルバッハ家を見捨てると、そうおっしゃるのですか!?」
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　カイトは門番に「ご苦労様」と声をかけて、振り返る。

　そして、返事をした。

「父上。あなたにはアルゴートという宝物を頂きました。この上何かを欲するのは強欲が過ぎます。クレオ。こんな事は言いたくないのだが、言っておかないと父上にもクレオにも伝わらないだろうから、一度だけ口にする」

「はぁ」と息を吐いて、カイトは言い放つ。

「俺を見捨てて追放したのはあなた方だ。これ以上のやりとりはお互いにとって無為です。このまま大人しく帰るのが、父上のおっしゃる育てて頂いた事への、せめてもの恩返しです」

　カイトの「恩返し」の意味が分からずに、再び騒ぎ始めたアルフォンスとクレオ。

　彼らはシエラを怒らせるとどうなるのか知らない。

　実家が火事になるのはカイトも避けたかった。

　これを温情と呼ばずして、何と名前を付ければ良いのだろうか。
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　フェルバッハの屋敷を出てから、まずカイトは馬車を探した。

　あれほど険悪な空気になった上に自分から退室した手前、さすがにフェルバッハの馬車に乗ってアルゴートに帰る訳にもいかない。

　幸い、すぐに馬車を見つける事ができた。

　アルゴートまでの距離が遠く道も険しいため、最初から帝国銀貨を見せて交渉したのが良かったのかもしれないとカイトは頷いた。

「シエラ。いい加減に機嫌を直してよ。あっ！　そうだ！　何か食べる!?　たいしたものはないけどさ、ヘルメブルクを出る前に買っておいた携帯食料がここに!!」

「……むぅ。……カイトはおかしい。……あれほどの無礼を働かれて怒らないとか、カイトは絶対おかしい。……それは食べておく。……はむっ。……でも、カイトはおかしい。……はむっ。……一般的な人間の思考回路を逸脱している。……はむっ」

　現在、アルゴートまで残り三十キロのところまで馬車はやって来ていた。

　その間ずっとシエラをなだめていたカイト。

　ここまでシエラが何かにこだわって憤慨するのを見るのは彼にとっても初めての経験だった。

「俺はずっとあの家で育って来たからさ。父上もクレオも、既にああいう人間なんだって知ってるんだよ。だから、多少腹は立つけどすぐにどうでも良くなるんだ」

「……むぅぅ。……カイトはもっと、野心とかそういうのを身に付けた方が良い」

「野心ならあるよ。アルゴートを帝国一の領地にすることが俺の野心かな」

「……はぁ。……カイトはそーゆう人だった。……でも、そんなカイトだから一緒にいたいと思う。……発言を訂正する。……カイトは今のままで良い。……私がカイトを守れば問題ない。……シンプルかつ合理的な判断」

「それはよかった！」と歯を見せて笑うカイト。

　アルゴートに到着する頃には、シエラの機嫌もすっかり直っていた。
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　領主の家。

　つまりカイトとシエラとリザが住んでいる家では、留守を預かるリザが落ち着かない様子で家主の帰りを待っていた。

「落ち着きたまえよ。リザくんが焦じれたところで、カイトくんの背中に翼が生えはしないのだよ。便りがないのは無事な証拠だとボクは何度も言っているではないかね」

「でも、でもでもですよぉ、ユリス様！　もしかしたらカイト、実家の居心地が良くなってもう帰って来ないかもしれないじゃないですかぁ!!」

「だから、そんな事はないとボクは言っているじゃないかね。リザくん、この話は何度目だと思うかい？　多分君は把握していないと思うのだけど」

「知りませんよぉ！　三回目くらいですか!?」

「二十五回目なのだよ……。カイトくん、早く戻って来てくれないかね……」

　そんなユリスの願いが通じたのか、ヘルムートが急いで駆け込んで来た。

「リザ嬢ちゃん！　ユリス様！　カイト様がお帰りになられましたぜ!!」

「ホント!?　すぐに行きます!!」

「ああ……。良かったのだよ。ちょ、えっ!?　どうしてボクの裾を引っ張るのかね、リザくん!?　分かった、分かったから、ついて行くから引っ張らないでくれ！　うわわっ。ヤメたまえよ。リザくん。君、人間の女子にしては力が強すぎでは、あああっ！　これほど引っ張らないでと言っているのに!!　服が脱げるのだよ!!」

　帰ったばかりの領主と大天使をリザとユリスが出迎える。

　ヘルムートは空気の読める男。

　自分から「オレぁこちらに控えときますわ！　家を開けっ放しにすんのもアレなんで!!」と留守番を申し出た。

「おかえり、カイト！　どうだった!?　お父さんいっぱい褒めてくれた!?」

「あー。……うん」

　カイトはリザの真っ直ぐな笑顔を見て、「とても真実は語れない」とすぐに判断した。

　代わりに気の抜けた返事をしたところ、ユリスが気付く。

「まあ、なかなか思い通りにはいかないのが人の一生なのだよ。何はともあれ、長旅ご苦労様だったと言っておこうかね」

「ユリス様。留守を任せてしまいすみません。助かりました」

「うむ。……正直なところ、留守を預かるよりもリザくんの相手をする方が大変だったのだよ」

　リザもユリスから少し遅れて、違和感に気付く。

　シエラがいつにもまして寡黙であり、そんな様を見ていると女の勘が働いたらしい。

「お父さんにアルゴート、気に入ってもらえなかったの？」

　カイトは少し考えたのちに、「いや」と首を横に振った。

　続けて言う。

「予想以上に気に入られてしまったみたいでね。ちょっと面食らったよ」

　カイトは「領土の運営について意見の食い違いがあり、父と口論になった」とリザに告げた。

　彼は嘘をつくことを好まないが、必要とあらば相手のために嘘をつく。

「そっかぁ。でも、カイトが怒るって事はお父さんが悪いよ！　絶対!!」

「リザが頬っぺたを膨らませる事もないのに。まあ、久しぶりに実家を見られて良かったよ」

　それはカイトの本心だった。

　既にフェルバッハ家に対する未練など彼にはない。

　ただ、穢れた心の者が領主として君臨するフェルバッハ領の領民が不ふ憫びんだった。

　だから、カイトは誓う。

「このアルゴートを多くの者が幸せに暮らせる土地にしてみせる!!」と。

　カイトは改めてそう決意する事で、不愉快な思いしかなかった実家への帰省を総括した。
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　フェルバッハ家では、アルフォンスが憤慨していた。

「何故だ!?　カイトはどうしてあのような辺境にこだわる!!　これまでの恩を仇あだで返しおってからに!!　あの愚か者めがぁ!!」

　ワイングラスを床に叩きつけ、「おい！　誰か！　新しい酒を持て!!」と怒鳴る。

「しかし、父上。兄上は愚かですが、《目覚まし》のスキルを持った兄上は魅力的です。まさか大天使を使役できるなんて……！」

「分かっておる!!　そのような事を貴様に言われるまでもない!!　貴様は《富の泉》を早く使いこなさんか!!」

「は、はい！　が、頑張ります!!」

「私がいつ！　頑張れと貴様を激励した!?　私は結果を出せと言っているのだ!!」

　アルフォンスの怒りは収まらず、クレオに八つ当たりする有様であった。

「しかし、大天使……。使い方によっては領土の発展どころの話ではないぞ。帝国を我がフェルバッハ家のものにする事だって可能ではないか……!!　ええい、それだけに腹立たしい！　物の価値の分からぬ愚息めが!!」

　腹を立てて地団駄を踏み、怒りに任せて新しいワイングラスを割る。

　愚か者の見本市に出せば、さぞかし高評価されるであろうフェルバッハ家の当主。

　そんな父の悪いところをしっかりと受け継いだ次男は「こういうのはどうでしょうか？」と一つの案を提示した。

　それは実に悪意が込められたものであり、アルフォンスは即座に「妙案ではないか！」と食いついた。彼らは実に似たもの親子であり、極めて救いようのない親子でもある。

「アルゴートは消し去ってしまえば良いのです。そうすれば、兄上は再び根無し草にならざるを得ません。行き場を失った兄上はどうする事もできず、己の無力さに苛さいなまれて屋敷に戻って来るのではありませんか？」

「素晴らしい考えだ！　だが、まだ甘いな！　アルゴート消失の折には、誰よりも早く我らが救いの手を差し伸べてやるのだ！　カイトのような甘い考えの愚物は、さぞかし喜ぶであろう！　もしかすると、恩義に報いるために自分から大天使を我らに献上するやもしれぬ!!」

　顔をしかめたくなるような企みが産声をあげた瞬間だった。

「アルゴートは元々、罪人の流刑地ですから。盗賊にでも襲わせますか？　ならず者が降って湧いたとしても不思議ではないですし、懐疑的な思考を兄上が持ったとしても、僕や父上の顔が浮かぶことはないでしょう！　男は全員殺してしまい、女は奴隷として売りさばくのです！」

「ふっ、ふははははっ!!　クレオ、貴様《富の泉》は使いこなせずとも、知恵の泉は調子が良いようだな！　その手で行こう！　カイトは後悔すべきなのだ！　この私が認めてやると言ったのに、あのような辺境にこだわった愚かな行為を!!」

　アルフォンスとクレオの行動は早い。

　まず、執事を呼び悪辣な企みを実行するべく実行犯、つまり絶対に足がつかない境遇のならず者や荒くれ者を探して来いと申し付ける。

　このやり口の巧妙なところは、執事から使用人に、使用人から後ろ暗い領民にと指示が下っていく過程で、伝言ゲームのマスターであるフェルバッハ家当主の存在が自然と薄くなる点であった。

　そうして、彼らの安い花火のように陳腐な閃ひらめきはすぐ実行に移される。

　金に糸目を付けぬ姿勢が功を奏したのか、想定よりもはるかに多い野党団が結成され、彼らが既にヘルメブルクを発たったという知らせが屋敷に届いたのは、二日後の事だった。

「さあ、クレオ！　グラスを持て！　まずは前祝いだ！」

「ええ、父上！　そして事が成された時には、さらなる美酒を!!」

「フェルバッハ家の繁栄に！」

「アルゴートの最期に！」

「「乾杯!!」」

　その夜、アルフォンスとクレオは大いに酒を飲み、知る限りの歌を歌い、輝かしい栄光の未来の理想について語り明かした。

　一方、魔手が伸びようとしているアルゴートでは、その日もカイトが夜遅くまで執務に精を出していた。

　彼はまだ、悪魔の企みが進行している事など知る由もない。










５章　悪意の策謀と正義の抵抗




　この日も普段と同じ夜だった。

　執務に勤いそしむカイトのもとへ、リザが夕食を運んできたのは午後九時を過ぎた時分。

「二人ともごめん。俺の仕事のキリがつかないから、遅くなっちゃったな」

「全然平気だよっ！　だってせっかく一緒に住んでるんだもん！　ご飯も一緒が良いよ！　ねっ、シエラちゃん！」

「……じゅるり。……当然。……カイトは私の主。……主が働いているのにじゅるり」

「いや、本当に悪かった！　シエラが大天使としての威厳を食欲に潰されそうになってる!!　さあ、食べよう!!」

　カイトたちがテーブルを囲み、遅い夕食を始めてから五分ほどが経っただろうか。

　外がにわかに騒がしくなり、怒鳴り声が響いた。

「喧けん嘩かかなぁ？」

「いや、うちの領民。みんなはこんなに品のない怒号を吐かないと思うけど。そもそもパンチ一発でも決まればそれで手打ちにするのがうちのやり方だからなぁ。むちゃくちゃヒートアップしてるよ。……でもまあ、そんな日もあるか!!」

「……はむっ。……はむっ」

　カイトが首を傾げながらもスープにパンを浸していると、ユリスが飛んできた。

　彼女はのんきに食事をしている三人に呆れながら叱責する。

「君たちは……。どうしてこうも危機意識が希薄なのか、ボクには理解できないのだよ。先程から響いている男たちの声が聞こえない訳ではないだろうに」

　ユリスの回りくどい口調にシエラは「……なるほど」と頷いた。

「……ユリス。……お腹空いたのならそう言えば良い。……私のパンを分けてあげる。……特別。……親友特権。……ふふっ」

「そうじゃないのだよ！　と言うか、分けてくれるのならばシエラ、君の齧かじったあとのないものにしてくれるかね!?　親友に半分以上食べたパンを差し出すなどと……シエラ。どうしてボクが喋っている間にパンを食べ終えるのかね？」

「それで、何かありましたか？」

「あったからボクはこうして来ているのだよ！　敵襲だ！　カイトくん！　君も君だぞ。どうしてご飯を食べながら話を聞くのかね。貴族の礼儀作法はどこに行ったのだよ!?」

　カイトとリザはさすがに食事を中断した。

　怪物はこちらの都合などお構いなしに襲い掛かって来る。

「モンスターの種類は分かりますか？　近くの森や山は早くどうにかしないとですね。こうも襲撃が多いとなると……」

　顎あごに手を当てて唸るカイト。

　そんな彼に、ユリスは「違うのだよ」と告げる。

「相手は人間だ。野盗の集団のようだね。今、ヘルムートが指揮を執って先行しているが、かなり数が多いみたいだからね。ボクがこうして時間外労働をする羽目になったのだよ。やれやれ、まったく。天使使いが荒いとは思わんのかね」

　カイトは少しばかり身震いをした。

　人間による領地への襲撃は初めての事だったからである。

　脳裏には「何故こんな辺境の街を襲うのだろうか？」と疑問が湧いたが、すぐにかき消す。

　まずは現場に急がねばと、カイトは剣を持って家を飛び出した。
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　居住区では、大規模な戦闘が行われていた。

　ヘルムートは頼りになる男。

　彼は、女子供、年寄りを真っ先に避難させたのち、力自慢の領民たちを指揮し防衛ラインを維持していた。

「すみません、ヘルムートさん！　遅くなりました!!」

「あぁ!?　おいおい、待てよ！　か、カイト様じゃねぇか!?　あんたはこんなとこで何をしてるんだよ!?　危ねぇだろうが!!」

「えっ？　いや、襲撃だって言うから、俺も戦おうと思って」

「リザ嬢ちゃん！　頼む!!」

　リザが「オッケー！」と返事をしたかと思えば、カイトの手から剣が奪われた。

「あっ！　ちょっと！　俺の武器を取り上げてどうするの!?」

「カイトが戦力になる訳ないでしょ！　むしろ、みんながカイトの心配をしなくちゃいけなくなるんだからぁ！　ここでじっとしてて！　それで、指揮だけ執ってくれれば良いのっ!!　そもそも！　わたしみたいな女の子に剣を奪い取られる時点で戦いに関してはおじゃま虫だよ!!」

　カイトは戦場に着くと同時に戦力外通告を受けた。

「……はむっ。……はむっ。……私の食事を邪魔した罪は重い。……彼らには、それを思い知ってもらう。……これは許せない。……はむっ」

「まだ食べているじゃないか。と言うか、ボクも戦うのかね？　戦いなんて野蛮な事は専門外なのだがね。やれやれなのだよ、まったく、まったく」

「カイトの分を補ってくれれば良いですから！　力を貸してください、ユリス様！」

「ふむ。カイトくんの分だけで良いのかね？　ならば了承しよう。楽な仕事なのだよ」

　シエラが目で見て分かるレベルの魔力を溜め始めると、リザは剣を抜いて右手に持ち、左手には魔導書を携え戦闘準備完了。

　ユリスは面倒くさそうにあくびをしながら指先に魔力を込める。

「良いですかい？　皆さん！　説明した通り、敵の陣形は素人のそれ！　つまり、大きな戦力の投入で戦局なんざ軽く動きます!!　おう、カイト様はこの樽の陰から絶対に出て来んなよ！　邪魔だからな!!　良いか、絶対だぜ!?」

「あのさ。みんな？　俺、そこまで頼りにならないかな？」

　リザがすかさずフォローをする。

　彼女はカイトの一番の理解者である。

「カイトは頼りになるよ！　だから身を守って欲しいの！　替えが効かないんだよ、集団のリーダーって!!　わたしにとってカイトはすっごく特別な男の子だけど、みんなにとってもすっごく特別な領主様なんだからねっ!!」

　リザの優しさで心の傷を埋めたカイトは渋々ながら頷いた。

「じゃあ、みんな。怪我はしないでくださいね」と静かにエールを送りながら。




◆◇◆◇◆◇◆◇




「やぁぁぁぁっ!!　わたしたちの街を荒らしてぇ！　てぇぇぇぇいっ!!」

　まず小回りの利くリザが乱戦の中に飛び込んだ。

「ぬおっ!?　この小娘……!!　おい、こいつぁ上物だぞ！　手ぇ貸せ！」

「じゃじゃ馬だが、飼いならしゃ高く売れるぜ！　へっへっへ！」

　体の大きな野盗に挟まれると、リザの姿は見えなくなってしまう。

　だが、彼女も冒険者として腕に覚えがあった。

「あなたたちにぃ！　可愛いわたしは釣り合わない！　よっ、とぉ!!　『エアロスラッシュ』!!　ここからは剣でぇ!!　たぁぁぁっ!!」

「ぎゃあぁぁぁっ！　いってぇ!!　腕が!!　魔法使えんのかよ!!」

「しかもこのガキ!!　こ、こいつぅ、剣を二本持ってやがっ！　ひぎぃぃぃぃっ!!」

　カイトから没収した剣も巧みに操り、リザが躍動する。

　それでも相手が三人以上になると苦戦してしまう。

　そこで登場するのがユリス。

「やれやれ。本当にボクは戦闘なんて嫌いなのだが。けれど、この野蛮な人間に近寄られるのは生理的に受け付けないね。知性と自制心のない人間など、獣よりもはるかに劣る存在なのだよ。リザくん、援護しよう。『スピリットニードル』」

　ユリスは指先に溜めた魔力で棘のようなものを創造し再構築。それを器用に空中でクルクルと旋回させて野盗の背中に突き刺した。

　あれほどまでに騒がしかった強欲の化身たちが、声もあげずに倒れていく。

「ありがとー！　ユリス様!!」

「礼には及ばないのだよ。ぎゃあぎゃあとやかましいので、麻痺属性も付与しておいたからね。この調子で適当に支援するから、背中は任せたまえ。ふふんっ」

　居住区の西側はリザとユリスで完封できそうな気配である。

　ならば、東側の守りが薄くなるのではないか。

　結論から言えば、そんな事はない。

　そちら側にはシエラがいる。

　食べることが大好きな大天使が食事を邪魔されて立腹している。

　これ以上の情報は必要とされるのだろうか。

「……ヘルムート。……みんなをこっちに避難させて」

「へい！　おおい、おめぇら!!　シエラ様が何かとんでもねぇ魔法を使うぞ！　巻き添え食いたくねぇだろ!?　走れ、走れ！　こっちに急げ!!」

　アルゴートの領民であれば、シエラの力の強大さは算術のできない者だって理解している。

「……今日の肉料理は冷めると味が落ちる。……これは許されない罪。……断罪する。……『ライジングストーム』」

　圧倒的な光景であった。

　シエラが手を振る度に、細く鋭い雷が野盗に向かって落ちていく。

　わざわざ細く加工する手間を加えているのは、居住区の建物に被害を与えないためだろう。

「こ、こんな化け物どもがいるなんて、聞いてねぇぞ!!」

「お、おい！　てめぇ、逃げんじゃねぇ!!　あがががががっ!!」

　蜘く蛛もの子を散らすとはかくあるべしか。

　元々が烏合の衆だった野盗たち。

「金に目がくらんだ」という共通点しかない彼らには、集団で戦術を練って戦うという発想はない。

　無論、彼らが何人、何百人集まろうともシエラの前では誤差の範囲であるという大前提の上では、戦術という仮定さえ、机上の空論にすらならないのだが。

「ダメだ！　とりあえず、適当に火ぃつけて逃げるしかねぇ！」

「割に合わねぇ仕事だぜ！　おらよっ！」

　野盗の撃退は完了しつつあるが、彼らは逃げる際に建物めがけて火炎瓶を投げつける。

　カイトはすぐに消火を指示した。

「ボクに任せたまえよ。せっかく創り出したボクのインテリジェンス溢れる建物に火をつけるとは。『ファウンテン・レイン』！　まったく、度し難いのだよ」

　火炎瓶は非常に優れた攻撃手段である。

　一度の投とう擲てきで効果が出るし、逃げながらでも実行可能。

　だが、創造の天使の前では全てが無意味。

　ユリスの創り出した優しい雨が火の粉すら残さずに洗い流していく。

「……カイト。……追撃の許可が欲しい。……あの手合いは徹底的に叩いておかないと、また来る。……もうご飯を邪魔されるのは嫌」

「ううむ。……よし。分かった。ただし、殺さないようにね？」

「……了解した。……まったく、カイトは甘い。……だが、それが良い」

　そう言うと、シエラは上空高く飛び上がる。

「うへぇー。野盗は絶対に許せないけど、ちょっぴりだけ気の毒だねー」

「シエラは攻撃に優れた大天使なのだよ。彼女の相手はボクだってごめんだね。費やす労力に対して、見返りがなさ過ぎる」

　それからしばらく「ほぎゃあぁぁぁっ」と言う耳障りな悲鳴がこだましていたが、それも数分すれば聞こえなくなった。

　とある夜の野盗によるアルゴート襲撃は、大きな被害を出さずに過ぎ去っていく。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　フェルバッハ家では、アルフォンスとクレオが瞳を輝かせて『アルゴート滅亡』の報を今か今かと待ち構えていた。

　数日後、執事が密書を気まずそうな表情で持参した。

　アルゴートを野盗が襲ってから五日ほど経っていた。

「おお！　早く寄越さんか！」

「父上、どうでしたか!?」

　期待の眼差しが失望の色に変わり、更に憤怒の様相を呈して来たところでクレオはおおよその事情を理解した。

　まず、近くにあった骨董品などを執事たちに移動させる。

　代わりに銀の食器をテーブルの上にそっと置いた。

「ふっ、ふざけおってぇ!!　あれだけの金を払ったのに、家の一軒も焼けませんでしたと抜かしおるかぁぁ!!　クズどもがぁぁぁ!!」

　アルフォンスが叩きつけた銀のフォークは絨じゅう毯たんに突き刺さる。

「落ち着いて下さいませ、父上！　良かったではありませんか!!」

「何が良いものかぁ！　クレオ、貴様も私を苛いら立だたせるつもりか!?　愚かな兄と同じように!!」

　怒髪天を衝つくアルフォンスにクレオは理路整然と意見具申をした。

「僕の考えを聞いてからお怒りになってください」と言った彼は、実に卑しい考察を父に聞かせる。

　よく自分の父親の性質を理解している証である。

　彼はこうも言った。「愚かな兄上と僕は違いますよ」と。

　確かに、今のクレオの表情は醜い低級悪魔のようでありカイトとは似ても似つかない。

「これは良い判断材料になったと考えるのです。野盗やその辺にいる犯罪者崩れの者ごときでは、アルゴートを征服できない。それがハッキリと分かりました。逆に考えると、大天使の力の強大さをしっかりと確認できたではありませんか」

「……なるほど。物は言いようだが、一理あるな。大天使の前には人間など無力のようだ。相手をするならば軍隊でも率いていかねばなるまい」

　クレオは大おお袈げ裟さに驚いてみせる。

「さすがは父上！　お気付きでしたか!!」と。

「そうですとも。軍隊を相手にさせれば良いのです！　こういう筋書きはいかがですか？　アルゴートは帝国に対して、謀反を起こそうとしている。父上は今や帝国中に名が轟く名領主！　その父上が中央政権の関係者に書簡を出すのです。きっと、皇帝陛下も無視できませんよ！」

「ほう。まあ、私の名を出せば大臣とはコンタクトが取れる。……が。しかし、クレオよ。万が一にも皇帝陛下を謀たばかったとなれば、我らもタダでは済まんぞ？」

「なぁに、バレるはずありませんよ。アルゴートは元々、罪人の流刑地。更には実際に大天使という巨大な力を帝国の許可なく有しているのですから！　これは全て事実！　僕たちは、その事実に少しばかり味付けをするだけですよ。味を濃くするだけです」

　アルフォンスは数秒ほど黙り、「ふーっはっは!!」と笑い出した。

　どうやら、彼の脳は都合の良い花畑を見つけたらしい。

「悪くない、悪くないぞ！　カイトは私を頼る以外にツテなどないはずだからな！　必ず泣きついてくるだろう！」

「ええ。その時は、手を差し伸べてあげましょう。大天使様に跪いて」

　フェルバッハ家の行動は今回も早い。

　悲しいことに、思い立ったらすぐに計画書を作り実行に移す姿勢はカイトとこの父と愚弟、そっくりである。

　アルフォンスはアルゴートの危険性を過剰に演出した書簡を作り始めた。

　クレオは父の名代として、帝国の中枢に近い人間と関係を構築していく。

　愚か者たちの次なる蛮行は一度芽を出すと驚異的なスピードで根を張り、禍々しい実をつけようとしていた。
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　野盗襲撃から一週間。

　アルゴートでは再び夜襲をかけられた際に備えるべく、カイトが指揮を執っていた。

「カイト様！　門が完成したぜ！　おら、見てくれよ!!」

「ご苦労様です。これは、何と言うか……。想像以上に立派なものになりましたねぇ」

「そりゃあもう！　ユリス様の創造の力だからな！　面倒だからと言って、部品だけ置いて行かれたから、オレらで組み立てたんだけどよ。安心してくれ！　オレら、大工仕事は得意なんだよな!!」

「知ってますよ。俺が初めてこの地に来た時にも、みんな廃材を利用した頑丈な家に住んでましたもんね」

　アルゴートと街道を繋ぐ舗装された道には、頑丈で巨大な門を建てた。

　居住区の周りには鉄柵を。

　これだけの設備を揃えれば、野盗が侵入に手間取っている隙を見て対応できるだろう。

「カイトー！　お昼ご飯持って来たよー！　およ？　どうしたの？」

「ふむ。何やら物思いに耽っているように見えるのだよ」

　リザとユリスが工事現場にやって来た。

　カイトはユリスに門と鉄柵の創造のお礼を言ってから、「少しだけ気になる事があってさ」と切り出した。

「先日の野盗。どう見ても金品を略奪しようと計画していた風には思えないんだよ。人を襲って、建物に火をつけて。普通に考えたらさ、人を襲うよりもまず、貴金属とか銀貨とか。軽くて価値のあるものを奪おうとするよね？」

「そう言われてみれば、そうだよねぇ。人ひと攫さらいはまあ、人身売買が目的ってことがあるかもだけどぉー。家を燃やすのは意味が分かんないねぇ。んー。嫌がらせ？」

「だよね。どうにも理解できない事が多すぎるんだよ。そもそも、こんな辺境の奥まった居住地に嫌がらせしに来るかな？　何より、タイミングも……」

　カイトはそこまで口に出して、首を振る。

「実家に帰省してからほとんど日を置かずに襲撃があった」からと言って、フェルバッハ家が関わっているなどとは邪推が過ぎると、カイトは自分を戒めた。

　もはや人間として尊敬できない人たちではあるが、血の繋がった親と弟である。

　彼らがそのような悪事に手を染めるとは考えにくい。

　と言うよりも、考えたくないのがカイトの本音だった。

　いずれにせよ、そんな事をしても得るものがないとカイトは半ば無理やりに結論付けた。

　父と弟が、利益のないものに投資するはずがない、と。

　そこまで真相に迫っていながらも、カイトはそれに触れられない。

　彼の生来持っている人の良さが、父や弟には存在しない清らかな魂が、悪い方向に作用してしまったのである。

「そんな事より、ご飯だよ、ご飯！　カイトはしっかり食べて体鍛えなくちゃ！」

「みんながそう言うけど、俺も結構やる時はやるんだよ？」

　リザは「はいはーい」と言って、エルフの里秘伝のソースで作ったサンドイッチを取り出した。

　それを受け取ってモグモグやっていると、ユリスがため息をつく。

「やれやれ。ボクも随分と甘くなったと言うか、君たちに感化されてしまったのだよ。まさか、面倒事を自分から提案しようと思うだなんて。ああ、嘆かわしいのだよ。うぐぐ。これは由々しき事態なのだよー」

「ほえ？　ユリス様、何か創ってくれるんですか？」

「違うのだよ。……とも言い切れないか。カイトくんはどうも、言い知れぬ不安に苛まれているように見えるのだ。ボクが一つ、縁を創ってやろうと言うのだよ。シエラがいるとは言っても、彼女一人では心細いのだろう？　例えば、有事の際に頼れる者があと一人いれば、その悩みは払拭されるのではないかね？」

　心の中を見透かされたカイトは、「ユリス様には敵いません」と肩をすくめた。

「ボクの旧友に腕っぷしだけなら秀でた者がいるのだよ。カイトくんがどうしてもと言うのなら、紹介しないでもないのだがね。……いや、旧友ではないな。古い知人。……ふむっ。ちょっとだけ面識のあるあまり親しくない者！　これなのだよ!!」

　カイトは即答した。

「どうしてもお願いします！　さすがはユリス様、頼りになるなぁ！」

　ユリスはひと際大きなため息をついて「やれやれ。分かったのだよ」と頷いた。
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　ユリスが紹介しようと言う相手は、天使であった。

　当然と言えば当然である。

　彼女はつい数か月前まで封印されていた身の上であり、しかもアルゴートに引きこもりがちなため、《目覚まし》で起きてからよその土地に住む誰かと関係を築くとは考えにくい。

「ほわぁー！　じゃあ、またアルゴートに天使様が増えるんだ!!」

「助かるなぁ。その天使はユリス様より強いんですか？」

　ユリスは「トータルバランスで言えばボクの圧勝だよ」と前置きしてから言った。

「正直、会いたくはないし話もしたくないのだが、強さだけは太鼓判を押せるのだよ。残念ながら。言っておくけど、ボクの方が天使としての魅力は高いのだよ？　ネイアのヤツは気が強くて感情論で喋るから会話が成り立たないし。ああ、それから胸だってボクの方が大きい。ネイアは実に貧相な胸部をしている」

「むー。ユリス様。出会った時に、胸の大きさなんて個体差なのだよ！　とか言ってたのにぃー」

「あ。いや。リザくん？　これはあくまでも、ネイアのヤツにボクが勝っている点を列挙しただけで。決して、君の胸のサイズがどうこう言う訳では。き、君もなかなか立派なものを持っているのだよ……。うっ、目が怖いのだよ」

「ふーん。わたし、まだ成長期ですしっ!!」

　早口でこれから紹介されるはずの天使の悪口を並べ立てるユリス。

　それだけで両者の確執の深刻さは感じ取るに余りあった。

「ええと、ユリス様は良いんですか？　その、ネイア？　様をアルゴートに呼んで。あれ!?　もしかして、ユリス様が出て行ったりしませんよね!?　困りますよ！　もうあなたはこの地に欠かせない存在なんですから!!」

「……カイトくんは実に見どころのある、才能に満ちた若者なのだよ。見る目が確かなのだよ。慧けい眼がんが特に素晴らしいのだよ。……まあ、我慢するさ。ボクは基本的に関わらないようにするつもりだ。何より、領主様の暗い顔は見ていられないのだよ。まったく、まったく。ボクも甘くなったものなのだよ」

　こうして、ネイアという名の天使を例によって起こすため、カイトは遠征に出る事となった。

　今回は随伴者としてネイアの眠る都市・ドンディナの場所を知っているユリスと、「絶対に直接交渉したくない」と言って聞かない創造の天使様に代わってネゴシエーター役にシエラが選ばれた。

　リザは「わたしも行きたい！　カイト、わたしもぉ!!」と言って最後まで粘っていたが、領主に「留守を任せられるのはリザしかいないんだよ」と説得されて、涙を呑んで彼らを見送った。
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　ドンディナはアルゴートから歩いて十三日ほどかかる。

　カイトの体力では、道中に四度遭難し、二度ほど命を落としかけ、辿り着く寸前で力尽きる。

　シエラとユリスの共通見解として導き出された答えは、カイト以外の誰が聞いても「確かにその通り」と頷くこと請け合いだった。

　ならば、どうするのか。

「まさか、まさかなのだよ。人間を抱えて飛ぶ日が来ようとは。長生きはするものだね、まったく」

「……ユリス。……そろそろ交代の時間。……籠を受け取る」

　カイトは籠に収納され、シエラとユリスによって空輸されていた。

「あの、ごめんね？　さすがに俺もこれはどうかと思うけど、この方法が手っ取り早いって言われるともうさ、運ばれる側が口出しするのもおこがましいかなって」

　コウノトリに運ばれて来る赤ん坊だろうか。

　カイトは籠の中で申し訳なさそうに頭を下げた。

「……仕方ない。……カイトの体力は極めて低い。……万が一どころではなく、十中八九命の危険がある行為は見過ごせない。……カイトは私の主」

「ボクはカイトくんに使役された覚えはないのだがね」

　二人の天使の翼であれば、一日もかからずにドンディナへ到着するらしい。

　だが、その間の微妙な空気感は言い知れぬものがあった。

　あまりの気まずさにカイトは強引に話題を変えようと試みる。

「ユリス様とネイア様ってどうしてそんなに仲が悪いんですか？」

　地雷を踏んだようだった。

「聞いてくれるかね！　まず、ネイアは時間を守らない。あちらから用があると言って呼び出されて二日間も待ちぼうけを食った事がある！　それに、何でもかんでも力で解決しようとする！　ボクたちは天使だ！　創造と慈愛を旨として生きるべきではないかね!?　それなのに、あの暴力女ときたら、創造もなければ想像力もなく、昆虫よりも高い知性があるのかどうかも疑わしい!!」

「あ、だいたい分かりました。すみませんでした」

「……ユリスだって怠惰な天使。……大天使の私から見れば、ネイアとそう変わらない」

　大天使シエラ様は炎に燃料を投下する。

「ぼ、ボクとネイアが同レベル!?　いくらシエラとは言え、聞き捨てならないのだよ!!　ボクのどこがネイアに劣っていると言うのだね!?　知力、魅力、スタイルの良さ、愛情、包容力、美しさ!!　人から愛される要素しかないボクの！　ど・こ・が!!」

　結局カイトは、ユリスがいかに優れた天使であるかについて十時間の講義を受けて、三時間の仮眠ののち、続きを聞かされた。

　ドンディナに着いた時には、何もせずに籠の中で座っていただけなのに凄まじい疲労感に襲われたという。
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　ドンディナは荒廃していた。

　ユリスの眠っていたブラウゼンも荒れてはいたが、あちらは寂しい場所だった。

　対して、ドンディナの廃墟は主に遊興施設の成れの果てだった。

　カジノは見て分かるものだけで三つあり、金の看板や金の銅像が転がっている。

　また、筋力を鍛えるためと思われる見た事もない装置や器具の残骸も多数発見された。

「見たまえよ。なんと品のない土地だろう。ネイアが守護していたからこうなったのだよ」

「でも、金がこんなにありますよ。すごいな。持って帰っても良いのかな」

「……カイト。……よく見て。……それは全部メッキ。……本物だったらとっくに野盗が持ち去っている」

「あっ。本当だ。ちょっと擦ったら塵になったよ」

　ひとまず、カイトたちはネイアの眠る場所を探すことにした。

　その作業はほんの数分で終わる。

　金色の巨大な柱が立っており、そこに「破壊の天使・ネイア、ここに眠るから起こしたら絶対に許さない」と刻まれていた。

　ちなみに、それは本物の金で作られていた。

　ユリスによると「魔力が込められているから普通の人間には一グラムだって削れない」らしい。

　カイトは試してみたかったが、領主としての良識が誘惑に勝ったため、紳士らしく「立派だなぁ」と感想を述べるに留まった。

「立派なものか。醜悪なのだよ。そもそも、本当に起こしてほしくなければこんな墓標みたいなものを刻まなければ良いのではないかね？　ネイアはかまってちゃんなのだよ」

　カイトはシエラに聞いてみた。

「これ、起こしちゃっても良いのかな？」

「……問題ない。……そのために私がついて来た」

　ならばと、カイトは地面に手をつき《目覚まし》を発現させた。

　通例ならば地響きなどが起きるはずだったのだが、破壊の天使は一味違う。

　ドゴッと音がしたかと思えば、一直線に白い衣服を纏った少女が飛び出して来た。

　まるで火山の噴火のようだと、あるいは地上から空へと打ち上がる新種の流れ星のようだと、カイトはぼんやりと思った。

　黒い髪に紅い目をした天使は、ショートパンツのような聖衣で、ユリスによればキトンと言うらしいが、どうやら彼女が自分でカスタマイズしたらしく、その恰好は異彩を放っていた。手足は長いが、全体的にスレンダーであり、ユリスの事前情報とも一致していた。

「あー！　もぉー！　やっと起こしに来た！　どんだけ待たせるのよ!!」
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「えっ」

「ふぅーん？　あんたが起こしたのね？　人間にしてはやるじゃない！　んーっ！　退屈だったわー!!　ふぃぃー！　肩凝ったぁー!!」

「……ネイア。……久しぶり」

「あっ！　シエラじゃない！　何よ、あんたがこの人間に命じたのね!?　さっすがー！　大天使は分かってるわね！」

「……違う。……ネイアを起こすように提案したのは、ユリス」

「はっ？　げぇーっ！　なんであんたがいるのよ、ユリス!!」

「ボクだって別に君に会いたいから来た訳じゃないのだよ!!」

　ネイアの勢いは凄まじく、カイトの割って入る隙が見当たらない。

　彼はしばらく言い合いを続ける天使たちを眺めていることにした。
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　ユリスとネイアの口喧嘩は収まる気配を見せない。

　それを座って眺めていたカイト。

　隣にシエラがやって来た。

「本当に仲が悪いんだね。あの二人」

「……そう。……でも、深刻に仲が悪ければ口論もしない。……その点を考えると、関係は悪い寄りの良い」

「ますます分からなくなってきた。天使にも色々いるんだなぁ」

「……それはそう。……天使という概念で存在している私たちが全員同じ個体のはずがない。……そこは人間と一緒。……個性がある」

　シエラはエルフの料理長・フレデリカに渡されていた彼女専用の弁当箱からパンを取り出した。

「……このサクサクしたパン。……私は好き」とオヤツを食べる大天使。

「まったく！　久しぶりに言葉を交わしたが、君は本当に中身のない事ばかり口に出す！　もう少し何を喋るか吟味してから実行に移せないのかね!?」

「余計なお世話ですぅー！　あんただって、よくもそんなに憎たらしい口調をキープできるわね！　頭の中に嫌味なセリフが詰まってるんでしょ！　あー、やだやだ!!」

　永遠に続くかのように思われた口喧嘩だったが、先に折れたのはユリスだった。

　視界の端にカイトが見えたらしく、「そう言えばボクは彼のためにここまで来たのだった」と思い出したらしい。

「やれやれ。もう疲れたのだよ。ネイア。そこにいる人間が君を起こしてくれた恩人だ。名前はカイト・フェルバッハ。若いが有能な人物で、アルゴートという地を治める領主なのだよ」

　ネイアは「へへっ！　あたしの勝ちね！」と嬉しそうにしたのち、カイトの前にやって来た。

「あんたがねぇ？　まあ、ユリスは無駄な情報ばかり口にするけど、絶対に嘘はつかないし。信じたげるわ。それで、どーやってあたしを目覚めさせたのよ？　あんた、神官や僧侶には見えないけど？」

　カイトはいつものように、《目覚まし》について説明をした。

「多分伝わらないだろうな」と思いながら。

「はぁ？　意味分かんないんだけど！　人間のスキルごときでこのネイアさんが目覚めさせられたって言うの!?　もっと笑えるジョークの方があたしは好みだわ！」

　やっぱり伝わらなかった。

　ここで出番が訪れるのが大天使であるシエラ。

「……ネイア。……カイトの言う事は全て真実。……私も封じられていたところを、カイトのスキルで起こしてもらった。……ユリスも同様。……そして私はカイトに使役されている。……主の悪口を言うのはネイアであっても見過ごせない」

「ええっ!?　ちょ、ちょちょ！　待って！　ちょっと色々と信じられない事が!!　まずシエラ！　あんたって封じられてたの!?　自分から眠ってた訳じゃなくて!?」

「……そう。……ただ、記憶が全くないから、誰がどうやって私を封じたのかは不明」

「そうなの。大変なのね。って、そうじゃないわよ！　大天使のあんたが、人間に使役されてんの!?　このヒョロヒョロした人間に!?　あ、ごめん、今のなし！　ええと、無駄を極端に削ったボディの人間に!?」

　ネイアは彼女なりにしっかりと気を遣った。

　気を遣おうが相手を傷つけることがあるのは、天使も人も同じだった。

「ええと、発言しても良いでしょうか？　ネイア様？」

「あ、良いわよ？　あんた、結構礼儀正しいのね。貴族だっけ。ふぅーん」

「ありがとうございます。ええと、シエラの言った事は全てが本当の事でして。俺の《目覚まし》は誰に言ってもそんなスキル知らないと首を振られるくらいレアなものみたいなんです」

「へぇー。まあ、ユリスだけじゃなくてシエラまで封印から起こしたって言うなら、大したものね」

　カイトは重ねて「ありがとうございます」と頭を下げた。

「そこでですね、ネイア様。突然ですが、俺の領地に来ていただけませんか？」

「はぁ？　それは嫌！　あたし、ドンディナが気に入ってんのよ!!」

　ユリスが「やれやれ」と何度目か分からないため息をついた。

「ネイア。よく周りを見てみたまえよ。この荒れ果てた土地が気に入っているのかね？　だとしたら、眠っている間に嗜好が変わってしまったと諦めるが」

「何言ってんのよ。ドンディナは金と賭博で栄えた眠らない都市で……ってぇ！　ふぎゃあぁぁぁぁぁぁっ!!　あたしのドンディナ、滅びてるじゃん!!」

　ネイアはよろよろと地面に降り立ち、宿っていたかつての都市の荒廃ぶりに落胆する。

　シエラが言った。

「……それは当然。……どうやら、私たちが活動していた時代から数百年が経っている。……人間の寿命は短い。……そして、都市の寿命も」

「うぅ……。あたしのドンディナがぁぁ……。頑張ってカスタマイズしたのにぃ……」

　カイトとユリスはアイコンタクトで意思疎通を試みる。

「勧誘するならばここしかないのだよ」と。

「ネイア様。良ければ俺の領地に住みませんか？　まだまだ発展途上ですが、領民たちも活気に溢れていますし、歓迎させて頂きます」

「住み心地はこのボクが保証するのだよ。君の好きな戦いもできる。絶えずモンスターが襲って来る土地な上に、近頃は野蛮な人間まで跳ちょう梁りょう跋ばっ扈こしているのだからね」

　ネイアは秒で答えた。

「行くっ!!　いきなり起こされた上にこんなところで置いてきぼりは嫌よ！　連れて行きなさい!!　これ、命令だから!!」

　これほどまでに利害が一致すると交渉もスムーズである。

　カイトは早速アルゴートのプレゼンを「うちの領地の良いところ」と題して語り始めた。

　そんな彼の背後には、凶暴な肉食獣型のモンスターが何十匹も集まっているのだが。

　それに気付くのはあと一分ほどかかる。
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「おわぁ!?　なんだこの数!?　どこから出て来たんだ!?」

　モンスターに気付いたカイト。

　驚き戸惑う人間を真実に導いてあげるのが天使。

「ずっといたじゃない。気付いてなかったの？」

「……カイトはただの人間。……戦士じゃない。……無理を言ってはダメ」

「ボクは話の腰を折るのはどうかと思い、黙っていたのだよ」

「教えてくださいよ!!」

　カイトの言い分はもっともだった。

　人はモンスターに囲まれると委縮する。

　領地の良いところがどこなのかも忘れるほどに。

「それじゃ、あたしの魔法を見せてあげるわ！　せっかくだから見ておきなさい、カイト！　おりゃあっ！　『デストロイ』っ!!」

　ネイアが魔力を込めた拳を振るうと、あるモンスターは灰になり、別のモンスターは全身から血を噴き出し、カイトの目の前にいたモンスターは爆発四散した。

「どうよっ！　これがあたし！　破壊の天使・ネイアさんの実力よ！　用心棒としてこんなに頼りになる天使はいないわよ！　それに何より、あたしみたいな可愛い天使がいるってだけで、領地の価値も上がるってもんだわ!!」

　ユリスは呆れてネイアの情報を総括した。

「このように、品性は欠片かけらもないのだけれどもね。戦闘力だけはボクも認めている……。と言うか、認めざるを得ないのだよ。分かったかい？　カイトくん」

　若き領主が治めるアルゴートの守護天使として、この上なく強力な助っ人を得る事に成功した瞬間であった。




　ドンディナを発ったカイトたち。

　行きに日が昇って沈むまでの時間を要した道中だったが、帰りはその三分の一の時間で済んだ。

　ネイアがカイトを運んだからである。

　シエラとユリスは「できるだけカイトに負担がかからないように」彼を運んだが、ネイアは「速く着く方が良いでしょ！」と言って、カイトの入った籠を持つなり高速で飛行を始めた。

　そのスピードは凄まじく、カイトは思わぬ恐怖体験をする事になった。

　彼は「次からは絶対に自分の足で歩こう」と、何度目になるか分からない筋力トレーニングを誓ったと言う。
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　新しい住処すみかに到着するなり、ネイアは興奮気味にはしゃいだ。

「すっごいじゃない！　アルゴート!!　こんな街、見た事がないわ!!」

「は、はひぃ……。気に入って……頂けて……嬉しいです……。ネイア様……」

「あたしの事はネイアで良いわよ！　ユリスと違って気さくな天使が売りだから！　フレンドリーにいきましょ!!　ちょっとぐるっと一周して来る!!」

「ご、ごゆっくり……」

　もはや遠出をすると五割以上の確率で死にそうになるカイト。

　今回の遠征でその割合はさらにアップした。

　門の前でアンデッドみたいにうな垂れていると、リザが駆け寄って来た。

　その手には傷薬に回復役。軽食と飲み物。

　こうなる事を予見していたかのような準備に、シエラとユリスも「……さすがリザ」「ふむ。さすがなのだよ」と感嘆の息を漏らした。

「だからわたしも行くって言ったのにぃ！　ほら、カイト！　ゆっくり飲んで！　エルフ秘伝の回復薬だって！」

「あ、ありがとう。リザ。まるで俺のお母さんみたいだなぁ」

「そこは恋人って言ってよぉー！　もぉ!!　ばかぁ!!」

「ごふっ!?　げっほげほ……。ゆっくり飲んでるところに酷いじゃないか……」

　カイトが回復薬でむせてさらに体力を削っていると、ネイアが戻って来た。

　彼女はにんまりと笑って、まず確認をした。

「すごいわね！　あの建物とか、そっちの施設とか！　ユリスが創ったヤツでしょ!?　ねぇ、いくつ壊して良いの!?」

「いや、一つも壊しちゃダメですよ」

　どうにか会話ができるレベルの回復を果たしたカイトは、領主らしく相手が天使でもダメな事はハッキリ「ダメ」と言う。

「ええーっ!?　なんでよぉ！　ユリスの創ったもの壊すのって楽しいのよ！　特別にカイトにも見せてあげるから！　良いでしょ!?」

「ダメです。ネイアを呼んだのはアルゴートを滅ぼすためじゃないからね？」

　ユリスが頭を抱える。

　リザが彼女にも回復薬を勧めると「すまないのだよ」とそれを一気に飲み干してから言った。

「ネイアは昔から、ボクの創造するものを壊して回るのだよ。もう、意味が分からないから途中から止めるのを諦めたのは忌まわしい思い出だ。だが、今はカイトくんの言うように、破壊されては困るのだよ。どの施設にも、人間たちが生きていく上で大切な役割があるのだからね」

「ふぅーん。あのユリスが随分と人間に寄り添ってるじゃない。そこまで言うなら、まあ見逃してあげる！　あたし、理解のある天使だからっ!!」

「感謝すれば良いのかね？　ああ、ボクは疲れたのだよ。ネイアの家を創ったらしばらく寝るから、起こさないでくれたまえよ」

　そう言うと、ユリスは自分の家の方角へと飛んで行った。

　あれだけ「嫌いだ」と公言しているのに、しっかりと衣食住の世話をするらしい。

　彼女たちは仲が良いのか悪いのか、ますます分からなくなるカイトであった。

「カイト！　それじゃあモンスターがいるところを教えなさいよ！　適当に破壊してくるから！　強いヤツが良いわね！」

「それなら、あっちの方に見える丘が良いと思う。何とかっていう、羽の生えたライオンがいるよ。きっと強いんじゃないかな」

「何それ！　面白そう！　やっぱ久しぶりに起きて来るとモンスターの種類も増えてるわねー！　じゃあ、行って来る！　晩ごはんまでには戻るから!!」

　そう言うと、ネイアは飛び去る。

　彼女の姿はすぐに見えなくなった。

「あははっ。また、強烈な天使様が増えたねー、カイト。でもでも、どうして近くの森とか山を教えてあげないの？　そっちの方が近いのに！」

「あそこにはシャイオットが生えてるからさ。まかり間違って破壊されたら、大損失だよ」

　気苦労の絶えない領主様の顔に戻ったカイト。

　だが、これで領民の安全と安心をより強固なものにする事は叶うだろう。

　何よりも大事な問題の解決に、彼はひとまず満足そうに笑う。
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　こちらはヘルメブルク。

　フェルバッハ家では、今日も愚か者たちが悪い事を企んでいた。

「今日のワインは格別に美味いな！　ふはははっ！　おい、次は帝国暦七二八年の白ワインを持って来い！　クレオも飲め！　貴様の働きも素晴らしかった！」

「はい！　では、頂きます！　ふふふふっ、仕事の後の一杯と言うものの良さを僕も理解できるようになってきましたよ」

「こいつ、抜かしおるわ！」

「あはははっ！」

　上機嫌なアルフォンス。

　クレオも一仕事終えて満足そうな表情でぶ厚いステーキにかぶりつく。

「まさか、あれほど簡単に大臣を丸め込めるとはな！　やはり私の名前、アルフォンス・フェルバッハが効いたか！　ふーっはは!!」

「貴族の方々も有力者が何人も賛同してくださいました！　皆様、皇帝陛下に恩を売りたくて仕方のないご様子でしたからね！」

　彼らが着手していた「アルゴートを帝国の敵と貶おとしめる」作戦は、忌まわしい事に順調な成果を挙げていた。

　まず、皇帝に近い貴族たちの一部を言葉巧みに扇動して、「アルゴートというとんでもない土地がある」と認めさせた。

　これが非常に大きい。

　帝国は専制君主制。

　つまり、皇帝が「あそこは余の敵である」と言えば、その通りになる。

　その皇帝が「臣の意見」として聞き入れるのが貴族たちの考え。

　本来ならば、皇帝に具申できる貴族は民衆の多くの言葉を受けた代弁者としてあるべきなのだが、今の帝国貴族は腐敗していた。

　皇帝が七十歳近い高齢であることから、次期帝位の権力争いレースでいかに先陣を切れるか。

　その一点が帝国貴族の唯一関心のある事柄であり、翻っては全てでもある。

　そこに降って湧いた「危険な土地であるアルゴート」の知らせ。

　反対勢力の出現は何よりも喜ばしい。

　敵がいなければ功を立てることもかなわないのだから、どんなにその信憑性が怪しかろうと話に乗る貴族は多かった。

　既に一部の過激派の貴族では、皇帝に対してアルゴート征伐を申し出ているとの噂を聞いたアルフォンスはこの上なく喜んだ。

「もはやアルゴートの味方をする者など、貴族の間では一人もおるまい！　ならば、いつ皇帝陛下の命が下るとも知れぬ！　ふっ、ははっ！　カイトが自らの無能に気付き、あるべき使命を思い出すのもすぐの事よ！」

「ええ、父上！　兄上の力……いえ、大天使の力を得たフェルバッハ家はもはや敵なし！　ゆくゆくは父上が帝国宰相の地位に就かれる事だって夢ではありません！」

「帝国宰相か……！　悪くない！　悪くないぞ!!　さあ、クレオ！　飲め！　今宵は朝までフェルバッハ家の輝かしい未来について語り明かそうぞ!!」

「はい、父上！　このクレオ・フェルバッハ、父上にどこまでもお供いたします!!」

　カイトがアルゴートの防御を固めたのと時を同じくして、アルフォンスたちの企みも準備が整いつつあった。

　世の中は実に不合理にできていると語らざるを得ない。
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　ネイアがアルゴートに住まいを構えて十日ほど経った。

　ヘルムートがリーダーを務めるシャイオット狩り部隊が近くの森から帰って来る。

「お疲れ様です。どうでした？」

「カイト様！　へへっ、今日も大量だぜ、見てくれよこれぇ！　何より、魔物が減ったってのはありがてぇ！　今日なんて一匹も会わなかったんだよな！」

「ネイアのおかげですね。暇を見つけてはこの辺りのモンスターを狩ってるみたいだから」

「でも、シエラ様はかなり怒ってたぜ？　……私のご飯の分まで破壊する。……ネイアは馬鹿。とかなんとか！」

　アルゴートの周辺には多くのモンスターが住んでいた。

　辺境のさらに僻地である。

　モンスターもさぞかし住み心地が良かっただろう。

　彼らにとっては気の毒な事に、最近アルゴートに入植して来た破壊の天使はひたすらにモンスターの生息域を消滅させて回っていた。

　アルゴートという街が生まれる前から存在する彼らが駆逐されるのは理屈が通らない気もするが、ネイアが「あたしの方がもっと昔から生きてるし！」と力強い屁理屈でこの問答も破壊してみせたので、カイトはもう何も言わない。

　ヘルムートが言っていたように、シエラの好む獣型のモンスターまでネイアは破壊してしまうのでその点については大天使様が一昨日から説教を続けていた。

　今日は手土産に猪型のモンスターを持って帰って来たネイア。彼女も根気強く話せば分かってくれるらしかった。

「おー！　カイトとヘルムート発見じゃん！　何やってんのよ！　戦争の準備!?」

　噂をすれば破壊の天使。

「そんな物騒な事しないよ。アルゴートの名産品を採って来てもらったの」

「ああ！　なんかよく分かんないけど、あれだ！　キノコね！」

「そう、そのキノコ。ネイアも毎日食べてるでしょ」

「確かに美味しいわよね。でも、エルフが料理したら何でも美味しいんじゃない？」

　ネイアは身も蓋もないことを言う。

「ねーねー！　カイト！　カイト!!　あたし暇なんだけど！」

「モンスターと戦ってるじゃない。毎日色んな種類と」

「モンスターなんてあたしの相手になんないわよ！　仕方がないからシエラに手合わせしてって言ったら無視されるしー！　さらに妥協してユリスのとこに行ったら、なんかよく分かんないけど塩投げつけられたわよ！」

　東の果てにある国では、忌々しい客が訪れた際に塩を撒いて祓はらい清める風習があるのだとか。

　カイトは「さすがユリス様は物知りだなぁ」と感心した。

「おや、ここにいたのか。カイトくん、少し良いかね？　農作物の生産量について話が……。良く見れば脳筋もいたのだよ」

「あー！　ユリス！　さてはあたしとやる気ね!?　よーし、かかって来い、来いっ!!」

「やれやれ。かかっては行かないのだよ。カイトくんも脳筋を相手に時間の無駄遣いをしていないで、ボクと建設的な討議をするべきなのではないかね」

「あたしだって難しい話くらいできるわよ！」

「ふむ。たとえば？」

「えっ!?　そうねぇ……。アルゴートってさ、狭くない？」

　ネイアの軽い発言が領主の琴線に触れた。

「確かに……。これまでは入植者に向けたアピールポイントばかりを考えていたけど、アルゴートは盆地で居住区はこれ以上増やせない……！　うわ、これって結構重大な問題じゃないか！」

　何度も繰り返しているが、カイトはアルゴートを帝国一番の都市にしようと考えている。

　ならば、必然的に人口も増えていくことになる。

　それなのに、住む場所が足りないとは本末転倒ではないか。

「ユリス様。ネイアがすごく良い事を言いました」

「聞いていたよ。聞いてしまったのだよ。この脳筋天使は昔から、急に物事の核心を突くことがある。本人は特に考えずに口にするからたちが悪いのだよ」

「考えてますぅー！　広かったらさ、もっと暴れられると思うのよね、あたし！」

「何も考えないどころか、危険な思想が渦巻いていますが？」

「分かった。ボクとカイトくんで領地の拡張について話し合おうじゃないか。脳筋はあっちに行っているのだよ。ふむ。ヘルムートくんでも追いかけていたまえよ」

「えっ!?　ちょ、ユリス様!?」

「仕方ないわねぇー。ほら、ヘルムート。三十数えるから」

「うおっ!?　マジかネイア様!?」

「お祈りを済ませなさいっ!!」

「いや、鬼ごっことかかくれんぼですらねぇのかよ!!」

　それから二日ほど、カイトとユリスはリザや、どうにか生き延びたヘルムートも交えて領地拡大計画の立案書を作り上げた。
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　前述の通り、アルゴートは盆地。周囲はけわしい崖で囲まれている。

　つまり、居住区を増やすには新しい土地が必要となるのだ。

「ネイア。崖を削ってくれる？　大ざっぱにで良いから。そうしたら、ユリス様が創造の力で地面を舗装していく」

「崖かー。まあ、破壊するにはちょっと刺激が足りないけどー。とりあえず力を使えるならいっか！　じゃ、やるわよー！　でりゃあっ!!」

　この日から、アルゴート拡大計画がスタートした。

　盆地の外の森や山にもいずれは手を伸ばす予定になっているが、まずはなるべく一塊の都市としての形を作りたい思惑がカイトにはあった。

　先日の野盗襲撃事件のように、どこかの不ふ埒らちな輩やからが攻め込んで来た時に都市を縦長にしてしまっては防御力の脆弱な部分が生まれてしまう。

　よって、まずは崖をある程度まで壊して、盆地の拡張を試みる事になった。

「うりゃ！　たぁっ！　そりゃあっ!!」

　ネイアは毎日崖を削る。

　彼女なりに手加減をしてくれているらしく、それほどの被害もなく計画は進む。

「カイトくん……。ボクの創った新しい家がネイアの投石で壊れたのだが……」

「またですか」

「これで八軒目なのだよ」

「分かりました。俺が言います。ネイア！　ちょっと来てくれる!?」

　崖と戯れていたネイアが地上に降りてくる。

「何よ、カイト。あ、分かったー！　あんたもやりたくなったんでしょ？　良いわよ！　あたしがレクチャーしてあげるわ！」

「いや、俺にはちょっと早いかな。絶対骨折すると思う。そんな事よりも、ユリス様が創った建物にやたらと岩が飛んでくるんだけど？」

「あっ、気付いた!?　実はね、狙ってたのよ！　一回で壊せたら百点！　二回連続だと追加で五十点のボーナス!!」

「カイトくん……。ボクには脳筋が何を言っているのか分からないのだよ……」

　カイトも天使たちに揉まれているうちに、いつの間にか交渉術に長けてきていた。

　彼はユリスに的を創らせて、ネイアにはそこに投石をするように言い聞かせる。

　得点に応じてその日の食事が豪華になるという遊びの要素も加えた。

　結果としてそれが功を奏し、作業効率は大幅にアップ。

　予定していた一週間を待たずに土地の拡張が完了した。

「いくつか家も建てたことだし、そろそろこれを創らなければならないだろう」

「何よ？　ユリス、何創るの!?」

「これは君にも壊せないのだよ。……よし。ふふんっ。どうだね。やはりこれがなくては。これから先、アルゴートは天使の住まう土地として発展していくのだからね」

　ユリスの創りだしたものは、銅像だった。

　シエラを真ん中に、両脇にユリスとネイア。

　三人の天使が並んでいる、アルゴートのシンボルが誕生した。

　それをアルゴートの中心にある噴水の前に設置すると、なかなか良い塩あん梅ばいである。

　この像を見たいという目的で人が押し寄せてもおかしくないクオリティだった。

「忙しくなってきたな！　俺も頑張らないと!!」

　カイトは天使像を眺めて、やる気を滾たぎらせる。

　アルゴートを開拓し尽くして天寿を全うした際には、自分の像も小さくて構わないからそっと隣に作ってもらえると嬉しいなと、良く晴れた空を見上げて彼は考えた。
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　穏やかな朝だった。

　昨夜も遅くまで書き仕事をしていたカイトは《目覚まし》を発現させる。

　重たい瞼まぶたが軽くなり、頭の中の靄もやが晴れていく。

　今日も一日頑張ろうと伸びをすると、何やら外が騒がしかった。

「ふわぁー。カイトぉ？　どうしたの？　おはよー」

「あっ、ごめん。つい《目覚まし》使っちゃった。起こすつもりはなかったんだよ」

「えへへー。平気だよー。カイトが頑張ってる時はなるべく一緒に起きていたいもん！　んーっ!!　とっても爽やか!!　良いスキルだよねっ、《目覚まし》って!!」

「もうこのスキルを付与されて結構長いのにさ、未だにこういうミスをするんだよね。まだまだ俺も未熟だな」

　リザと朝の挨拶をしていると、何やら怒鳴り声が聞こえてくるではないか。

　カイトの脳裏には先の野盗襲撃の記憶が蘇る。

　だが、今回の相手は野盗ではない。

　相手は整然と行動しており、怒鳴っているのはヘルムートたちだった。

「ですから！　分かんねぇ人たちだな、あんたらも！　うちの領主様は昨日も遅くまで仕事してたんだ！　せめて昼まで待ってくれって言ってんでしょうが！」

「ならん！　我々は皇帝陛下の勅命を受けてこの地に参ったのだ！」

「皇帝陛下が偉いのは知ってるけどなぁ！　失礼じゃねぇか!?　まずは門で待って、領主様の許可が出てから入るのが筋ってもんだろうがよ!!」

「黙れ！　貴様と話していても埒が明かん！　領主の家はここで間違いないな!?」

　カイトがカーテンの隙間から覗くと、そこには大勢の人間がいた。

　彼らは軍隊であり、前列に重装兵が並ぶ。

　後列には魔法兵が同じように、規則正しく立っていた。

　彼らの鎧やローブには帝国のシンボルマークが描かれており、どうやら本物の帝国軍と見て間違いないようである。

「何事だろう。まあ、何にしても俺が行かないと騒ぎは収まりそうもないな」

「平気かなぁ？　なんだか、すっごく怒ってない？」

「んー。どうだろう。まあ、アルゴートは帝国の拠点のどこから来ても相当な距離があるからなぁ。ハズレくじを引いて苛立っているのかもしれないね」

　そう言って、カイトは身なりを整えて扉を開けた。

　ベッドで寝ていたシエラがいつの間にかリザの隣に立っており、彼女に耳打ちする。

　それは、とても不吉な大天使の予言だった。

「……リザ。……いざと言う時に備えて準備を。……外の人間から激しい憎悪の念を感じる。……多分、カイトがまた面倒事に巻き込まれたと見るべき」

「ふぇっ!?　た、大変！　分かった、すぐに支度するね!!」
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　カイトが家から出てくると、ざわついていた領民が静かになり張り詰めた空気が場を支配した。

「俺がアルゴートの領主。カイト・フェルバッハですが。どういったご用件でしょうか？」

「貴様が……。思ったよりもずっと若いな。いや、外見で判断するのは危険か。カイト・フェルバッハ。貴様に皇帝陛下からの勅命を申し渡す！」

　身に覚えのないカイトは、急に出て来た皇帝の名前に少しばかり怯ひるんだ。

　彼も貴族の家で生まれ育った身であるため、帝国において皇帝の力がどれほど強大で絶対的かは理解している。

「私は帝国軍第十三部隊所属、先遣隊のクラナッハ中尉である！　カイト・フェルバッハの領地アルゴートに対する殲せん滅めつ、領民捕縛の命を受けて来た！　領主は速やかに投降し、この地を明け渡せ!!」

「なっ!?」

　あまりの急展開に思考が追いつかないカイトであったが、領民まで捕縛しようと言う穏やかではない命令に「そうですか」と下がるような彼ではない。

「いきなり現れてそのように乱暴な命令を聞けるはずがないでしょう！　そもそも、アルゴートを殲滅!?　どういった理由でですか!?　お聞かせ願いたい！」

　クラナッハは眉も動かさずに紙を取り出した。

　そして、続ける。

「アルゴートは帝国に対して重大な反逆行為の準備があるとの情報が各所から上がっている。皇帝陛下も憂慮された結果、煙が立つ前に火種を潰すことになさったのだ！」

「反逆行為!?　冗談じゃない！　何かの間違いです！」

「隊長！　あちらの見慣れぬ住居にて、エルフ族を確認しました！」

「そうか。カイト・フェルバッハ。これでもまだ言い逃れができると思っているのか？　エルフとまで手を結んでいたとは。この売国奴が！」

　カイトはなおも反論する。

「エルフと共存してはならない法がどこにあるのか」と正当な正義を叫び、「彼らはこの地の大切な住民です」と結ぶ。

　クラナッハは「是非もなし」と判断したらしく、エルフたちの家に向けて手を振りかざす。

　続けて魔法兵に命じた。

「エルフは厄介だ。先に始末せよ」

　カイトは耳を疑うと同時に、事態の深刻さを理解した。

　ここまで強硬な態度を崩さないと言う事は、本当に皇帝勅令で彼らは動いているのだと。

　ならば、ここでの議論など既に意味をなさない。

「待ってください！　ちょ、ヤメてくれ!!」

「魔法兵！　『スパイクアロー』！　撃てー!!」

　次の瞬間、家からシエラが飛び出した。

　彼女は珍しく不快感を隠そうとせず、上空から帝国軍を見下ろしたのち、短く呟いた。

「……目標補足。……『ホーリーブロック』。……魔法力反転」

　シエラの構築した光の壁は、魔法兵が撃った『スパイクアロー』を全てはね返す。

　クラナッハの表情が変わった。

「本当に出たか……！　大天使……!!　総員、目標を変更する！　あの空を飛ぶ天使を撃墜せよ!!　手加減をするなよ！　相手は神の類だ!!」

「……愚か者もここまで度が過ぎると逆に哀れ。……ネイア」

　シエラが指笛を吹くと、破壊の天使ネイアが降臨する。

　緊急時のサインは彼女たちの間で決まっていたのだ。

「なにこいつら！　シエラ、これって敵？　人間ってどれも一緒に見えるからさー！　どれが敵か教えてくれるかしら!!」

「……あの不細工なマーク。……あれが付いている鎧やローブを着ているのは全て敵。……領民のみんなに怪我させちゃダメ」

　ネイアは「はいはい！　了解！」と返事をすると、急降下して魔法兵の隊列に襲い掛かる。

「あんたたちは先に潰しといた方が良さそうね！　『デストロイ』!!」

「う、うわぁぁぁ!!　地面が割れて!?」

「ぎゃあぁぁぁぁぁぁぁっ!!　隊長！　これは無理です！　た、助け……!!」

　クラナッハの判断は早く、正確だった。

「全軍、一時退却！　先遣隊としての任務は果たしたものとする！　全員、命を守る事を第一に馬がいる地点まで急げ!!」

　好き勝手に無作法を働いて帰りたくなったら帰る。

　それでは勘定が合わないとネイアは考えた。

「ちょっとあたし、こいつら追い払って来るわね！　そぉぉれ！　『デストロイ』!!　あたしは破壊の天使、ネイアさんよ！　痛い目に遭いたくなかったら、二度と来ない事ね！　やっ、あたし的には来てくれても良いんだけど!!」

　ネイアの追撃を止めようとするカイト。

　それを制するのはシエラ。

「……カイト。……これで良い。……今は徹底的に追撃させて、この地に手を出せない印象を植え付けるのが大事。……ここでの甘さは命取り。……後になって絶対に後悔する」

「そうか……。そうだね……」

　結局、帝国軍の先遣隊はシエラとネイアの活躍で呆気なく撃退に成功した。

　だが、「帝国に逆賊と認定された」事実は、カイトの心に暗い影を落とすのだった。
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　どうにか逃げおおせる事に成功したクラナッハ小隊。

　兵の三分の一を失っていた。

　隊長は端的に状況を見定める。

「天使は一人ではなかったのか。少なくとも二人確認できた。もしかするとまだいるかもしれん。急ぎ本陣に帰還し、報告するぞ！　ついて来れない者は捨て置く！　私に続け!!」

　この一件は、これから始まる大きな騒動のほんの始まりに過ぎない。










６章　帝国旗に背いて




　フェルバッハ家にクレオが出先から血相を変えて帰って来た。

「クレオ様のお帰りだ！　門を開けよ!!」

「ええい、うるさい！　さっさとしろ!!」

　彼は苛立っていた。

　普段から不ふ遜そんな態度であるが、今日はひと際である。

　門が開くなり門番を罵倒して、ついでに「このグズが！」と吐き捨てて去っていく。

　門番たちが「今思えば、カイト様って優しかったよな」と噂している事をクレオは知らない。

　恐らくだが、彼は一生気付かないだろう。

「ち、父上！　父上はどこにおられますか!?」

「クレオ様、どうなさったのですか？　アルフォンス様なら執務室におられますが」

「そ、そうか！　おい、そこのメイド！　水を寄越せ！　早くしろ!!」

「は、はい！　どうぞ！」

　舌打ちをしてそれを受け取り、一息で飲み干したクレオ。

　彼は執務室の扉をノックした。

「おお、クレオか。その様子だと、何かアルゴート関連で動きがあったな!?」

「は、はい！　父上、心してお聞きください！」

　クレオは大きく息を吐き出してから、意を決して言った。

「帝国軍の先遣隊が敗走したそうです!!」

「……なんだと!?　冗談にしては笑えんぞ。帝国軍が!?」

　クレオは知己を得た貴族からもたらされた確かな情報であると前置きしてから、父にその凶報を伝えた。

　いつものように怒り狂うかと思われたアルフォンスだったが、それは最初だけであり、話が進むにつれて顔色が悪くなっていった。

「帝国軍第十三部隊と言えば、他国との戦争でも主力になり得るエリート部隊ではないか。たとえ先遣隊とは言え、その第十三部隊をもって攻めたにもかかわらずか……」

「さらに悪い事に、報告によれば天使はもう一人いたと……」

「二人目の天使……確かカイトもそう言っていたな」

「父上。まだ話には続きがございます。恐らく、三人目もいるだろうと……」

「この馬鹿者が！　一度に言わんか！　二度もショックを受けたではないか!!」

「も、申し訳ございません！　段階を踏んだ方がお心に負担がかからないかと思い……！」

　こうなってくると当初彼らが描いた青写真が怪しくなってくる。

　アルフォンスは人間性に褒めるべき点がないものの、その知略は優秀と評価されるべきであり、事態の深刻さを理解し始めていた。

「こうなったら、兄上を暗殺いたしますか？」

「愚かな……。貴様、この上どうしてそのようにリスクの高い提案ができるのだ。さては貴様、馬鹿だな!?」

　カイトが使役、もしくはそれに近い形で天使を三人も従えている現状を鑑みて、もしもカイトを亡き者にしようとすれば、アルゴートに一時的な混乱と停滞をもたらす事は可能だろう。

　だが、アルフォンスの目的はあくまでも「天使の力を得る」事であり、一方でクレオの提案は「アルゴートを壊滅させる」事が目的と定まっていた。

　論点がすり替わっている。

　仮にそのような策を実行して、まかり間違い成功したあかつきにはどうなるか。

　疑うまでもなく、天使たちの怒りの矛先は首謀者へと向かう。

　帝国に向かえばまだ良いが、天使は人をはるかに凌りょう駕がする存在。

　いずれ必ずこの策を立案したフェルバッハ家へとたどり着くだろう。

　そうなればもはやこれまで。

　フェルバッハ家は滅亡し、アルフォンスとクレオは命を奪われる。

「クレオ……。これは少々まずい事になったぞ。方針を変更する必要が――」

「失礼いたします！　アルフォンス様！　たった今、帝国宰相閣下より書簡が届きました!!」

　会話を遮られた事に対して腹を立てる暇もなく、アルフォンスは心臓を冷えた手で握られたような感覚に襲われた。

　帝国宰相と言えば、現在の実質的な政治権力のトップである。

「な、何と言うことだ……」

「どうなさったのですか!?　良いではありませんか、アルゴートに再び侵攻するのでしょう？」

「馬鹿が……。貴様、ここに来て本当に馬鹿に……。ちぃっ。読んでみろ」

「はい。拝見します」

　そこに記されていたのは、考え得る中でも最悪のケースであった。

　端的にまとめるとこうなる。

　一つ。アルゴートの存在に対して皇帝陛下が大変憂慮している。

　現領主はフェルバッハ家の長男のようだが、一切の忖そん度たくはしない。

　ついては今後、フェルバッハ家にも協力を要請する可能性がある。

　これは要請と言う名の命令である。

　二つ。アルゴートにはエルフが入植している事実が確認された。

　帝国では他種族は脅威と見做されている。

　後の憂いを残さぬためにも、エルフの国本土への侵攻も辞さない。

「とんでもないことになってしまった……。天使が複数いて、エルフとも友好関係にあるだと？　カイトめ、これほどの事をしていたとは……」

「しかし、兄上の罪でしょう？　僕や父上に責任はないのでは？」

「……ある。アルゴートの領主にカイトを任命したのは誰だ。他ならぬ私だ。しかも、アルゴートは元々フェルバッハ家の領地。つまり、カイトが帝国によって討たれたのち、間違いなく我らフェルバッハ家にも何かしらの……。いや、ヤメよう。まずは書簡に対する返事をせねば」

　エルフと事を構えるとなれば、いよいよ事態は深刻を極める。

　異種族との戦争。それは長い帝国の歴史の中でも類を見ない未曽有の騒乱である。

　アルフォンスは今になって、ようやく自分の策が取り返しのつかない事態に及んでいる事を理解した。
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　アルゴートでは帝国軍の襲来から一夜明けて、守衛を務めていた男たちの怪我の手当てが今日も行われていた。

　彼らが体を張って帝国軍を押し留めたおかげで、女性や子供、年寄りに怪我人は出ずに済んだのだ。

「カイト様！　新しい傷薬を持って来たぜ！」

「ありがとう、ヘルムートさん。みんなも疲れただろうから、休息を取ってください」

　怪我人の処置はユリスが受け持ち、リザが助手としてテキパキと働いている。

　シエラは「……魔力を使ったので食事に専念する」と言い残して、食堂に入り浸っていた。

「ちょっと、カイト！　アルゴートってあんなに敵がいるの？　だったら最高の土地ね！　やー！　あたし目覚めて良かったー!!」

「良くないんだよ！　ネイアには悪いけど、敵なんて作るつもりはなかったんだ。どこでどうなって帝国の敵扱いされているのか分からないけど、これは困ったなぁ」

　昨日の襲撃くらいならば、シエラかネイアのどちらかで対処できる事は分かった。

　だが、そもそも帝国軍に襲撃されること自体が問題なのだ。

「カイト様！　ちょいとこっちに来てくれ!!」

「おっと、ヘルムートさんだ。休んで良いって言ったのに。俺は行くけど、ネイア？　怪我人に障るから暴れないようにね」

「えー」と不満げな声をあげるネイアに手を振って、カイトは居住区の入口に向かった。

「どうしましたか？」

「こいつを見てくれよ！　エルフの嬢ちゃんが今、持って来てくれたんだけどよ。カイト様宛の手紙みたいなんだよなぁ」

　そこには帝国の文字で確かに「カイト・フェルバッハ様」と書かれていた。

　差出人を確認すると、ルズベリーラの王女アデルナからだった。

「……これは。ヘルムートさん。昨日の今日で本当に申し訳ないんですが、少し留守を任せても良いですか？　ユリス様とリザも残して行きますので、万が一の際にはお願いします」

「どうしたんだ？　緊急事態ってヤツか？」

　カイトは「そのようです」と答えた。

　手紙には、要約するとこう書かれていた。

「急ぎお話ししたい事がございます。ルズベリーラまでご足労願えませんか」と。
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　カイトは現在、ルズベリーラへの道中にあった。

　出発してから現在三日目。

　途中で二度死にそうになったが、今回はエルフの料理人が同行してくれているため、滋養強壮を考えた食事と回復薬でどうにか彼は歩いている。

　もう半日も歩けば到着する予定であり、彼は額の汗を拭ぬぐった。

　気がかりなのは、アデルナが手紙でカイトを呼び寄せた事だった。

　彼女の性格を考えると、何か用があれば直にアルゴートまでやって来るだろう。

　かつては実際にそうしたのだから、カイトの疑問はさらに深まる。

　何かのっぴきならない事情があるのは確かであり、念のために今回は解決の実働役としてシエラとネイアを連れて来た。

　帝国軍の襲撃からほとんど日が経っていないためアルゴートから主戦力の二人を連れ出すのにはカイトもかなり悩んだが、リザとユリスが「大丈夫」と言って、ヘルムートたち守衛隊も「オレらに任せとけ！」と胸を叩いて、領主の背中を押した。

　そのため、今回の旅は早足で進んでいる。

　通常であれば四日かかる道程を三日で踏破したカイト。

　ならば、道中死にかけるのも頷ける。

　体力に不安のある領主様は頑張っていた。
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「お待ちしておりました、カイト様！　お呼び立てしてしまい申し訳ございません」

　アデルナが正装で出迎えてくれた。

　王女様に待ちぼうけを食わせてしまったと気付いたカイトはまず頭を下げる。

「こちらこそ！　すみません、アデルナさんをお待たせして！　そのご様子ですと、ずっと待っていてくださったんですよね!?」

「ふふっ。カイト様の事をずっと思っておりましたので、退屈ではありませんでしたよ？」

「これは……。参ったなぁ」

「……リザを連れて来なかったのは正解。……カイトはちょいちょい女心の地雷を踏む。……主がモテるのは嬉しい。……けど、無自覚なのはちょっと問題。……そろそろ徹底的にその辺りを学ぶべき。……領主としての能力は向上しているのに。……男としての振る舞いは全く成長していない。……むぅ。……困る。……すごく」

　ぶつぶつとカイトに対する苦言を呈していたシエラにもアデルナは頭を下げた。

「シエラ様も、よくおいでくださいました。城の中にお食事を用意しております」

「……じゅるり。……カイト、私はすぐに城の安全を確かめて来る。……これは緊急事態。……先に行くね」

　大天使が食い倒れ天使になるために、凄まじいスピードで飛び去って行った。

「なんか賑やかだけど、破壊するものはあんまりないところね」

「カイト様？　こちらの御方は？」

「ネイアと言います。安心してください、アルゴートの用心棒みたいなものです」

「まあ！　では、とてもお強いのですね！」

　ネイアは「へぇー。見る目あるじゃない」と満足げに笑う。

　さすがは王女だとカイトは頷いた。

　たった一言でネイアの心を掴むとは、アデルナも相当なやり手である。

「早速ですが、何事ですか!?　俺がお役に立てると良いのですが」

「まずは城へお越しください。詳しいお話はそちらで」

　カイトは「分かりました」と応じる。

「あたしはその辺を見て来るわね！」と言ったネイアに破壊行為の禁止を厳重に申し付けてから、彼はアデルナと共に歩き始めた。
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　まずはエルフの国王であるザムエルに挨拶をするのが筋であり、これは領主としての外交上最低限の務めでもある。

「お久しぶりでございます、ザムエル様」

「うむ！　カイトも壮健なようで何より！　今回の一件はアデルナに任せておるゆえ、余は大天使と酒でも飲んでおる。ゆるりとして参れ」

　体調もすっかり良くなったザムエルを見て、まずはホッと一息。

　それからアデルナに案内されて会議室へとカイトは移動した。

「まずはこれをご覧ください。この辺りの地図です。エルフの文字で書かれているので読めないと思いますが」

「ああ、いえ。地図なら俺も頭の中に入っているので、文字が分からずとも大丈夫ですよ」

　アデルナは「さすがです、カイト様」と微笑んで、地図に赤い筆で丸をつけた。

「ここがルズベリーラです」

「なるほど。こういう言い方は適切ではないかもしれませんが、エルフが隠れるにはもってこいの地形なんですね」

　ルズベリーラの周りはぐるりと森で囲まれており、その付近には渓谷が複数ある。それらで訪れる者の侵入を阻んでいた。

「実は、最近ルズベリーラ周辺で人の目撃情報が多発しているのです。もちろん、時には人が迷い込んで来ることはありますが。今回は、その、何と申しましょうか、一般の方ではないようなのです。皆さま同じような恰好をされていて」

　カイトはアデルナが自分を呼んだ理由を察した。

「目撃場所を教えて頂けますか？」

「はい。丸をつけますね」

　ルズベリーラの北西と南東の二か所に赤い印が付いた。

　カイトの懸念は当たっていた。

　どちらにも、数十キロ先まで線を伸ばすと帝国軍の駐屯基地がある。

　どう考えてもそこから来たのだろう。

「実はですね、アルゴートでも先日――」

　カイトは帝国軍から襲撃を受けた旨をアデルナに伝えた。

　彼女は「まあ！　そちらも!?」と驚いた様子をみせる。

「やはりお呼びして正解でした。実は、アルゴートに派遣している料理人たちが申すのです。近頃人間に狙われる事がある、と。ですから、お父様とも話し合って、同盟としてできる事はないかと考えたのですが」

　アデルナは端的に纏めると「私たちはより密接に協力しあいましょう！」と言った。

　カイトも異存はないため、すぐに実務的な話に移る。

「では、ルズベリーラに緊急を要する事態が起きれば早馬を出してください。シエラかネイアのどちらかを速やかに派遣します」

「とても心強いです！　私たちからは、今後しばらく料理人だけではなく、エルフの戦士たちをアルゴートに派遣したいと思います」

「そこまでして頂く訳には！　ルズベリーラの守りもあるでしょう!?」

「お父様が言っておられました。同盟を結んだ相手は一族の仲間も同じだと。私もそう思っております。いいえ！　それ以上に思っております！　お父様を救って下さったカイト様は、今でも私の英雄なのですから!!」

　それから何度か押し問答をしたが、結局カイトが折れた。

　アデルナは義理堅く、翻意させるのが難しかったのはもちろんだが、何よりその心遣いが彼にとっては嬉しかったのだ。

　それに、エルフの戦士は屈強だとユリスがかつて語っていた。

　きな臭い空気が漂っている現状、領地を守る手段はいくつあっても困る事はない。
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　宴席の場にカイトとアデルナがやって来ると、シエラとネイアは既に楽しんでいた。

「……カイト。……遅い。……でも良かった。……まだ料理はたくさんある。……やはりルズベリーラは良いところ。……定期的に訪れるべき。……月に一度は来たい」

「くぅーっ！　エルフのワインって美味しいわね！　おじさん、おかわりよろしく!!　瓶なんてケチ臭いこと言わないで、樽たるで！　ネイアさんはお酒でも負けないんだから!!」

「ちょ、なんてことを!!　ネイア！　そのお方はエルフの王様だよ!?　も、もも、申し訳ありません、ザムエル様!!」

「良い、良い！　おじさんと呼ばれるのも新鮮である！　ささ、ネイア殿。いくらでも飲まれよ！　はっはっは！　まだまだ蓄えはあるぞ!!」

　すっかり打ち解けている二人を見て、「この様子ならば有事の際も安心かな」と考えるカイトも、アデルナにワインを勧められてしばらく歓談した。

　夜も更けて来た時分。

　満足そうにお腹を膨らませたシエラにカイトは聞いてみた。

「シエラ。聞きたいんだけどさ。エルフの国も守ってもらう事ってできる？」

　シエラは表情を変えずに即答した。

「……無論。……カイトが望むのなら。……私にできない事はない」

「そっか。頼もしいな」

　不穏な気配を感じて知らず心が弱っていたのか、シエラの力強い言葉を聞いたカイトは安堵したのち、更に考える。

　常に思考を働かせる事が彼の長所の一つである。




◆◇◆◇◆◇◆◇




　カイトは綺麗に整えられた貴賓室のベッドの上で思案を続けていた。

　もちろん、帝国軍についてである。

　エルフの国に接近している理由は。

　アルゴートを目の敵にする理由は。

　帝国内のどの程度の人間が関わっているのか。

　最悪のケースを考えるのが上に立つ者のあるべき基本的な思考。

　だが、結局ここでカイトがいくら想像力を羽ばたかせたからと言って、真実が微笑みかけるはずもなく。

　ただ彼の眉間にしわが寄り、せっかく楽しんだ宴席の余韻を奪うだけだった。

「……カイト？　……あまり思いつめるのは良くない。……はむっ。……この貴重な甘いパンケーキを分けてあげる。……はむっ。……甘いものは疲れた脳に良い」

「ああ、ごめん。ありがとう。俺、そんなに思いつめた顔をしてた？」

　食べるのに忙しいシエラに代わって、ネイアが答えた。

　ベッドのカイトに急接近して、額を指でピンと弾く。

「いたっ！」

「辛気臭いなんてもんじゃないわよ！　あんた、その顔はルズベリーラに置いて帰りなさいよね？　領民が領主のそんな表情見たら引くわよ！　ドン引きよ!!　なんか女の子には人気が出そうだけどさ。アルゴートは男だらけなんだから。領土を治める者として、ちょっとは気を遣いなさいよねっ！　カイト!!」

　ネイアに指摘されるほどに深刻さを垂れ流していたのかと反省しながら、破壊を冠する天使が思いのほかアルゴートの事を親身に考えてくれていて、カイトの心は少しだけ温かくなった。

　改めて思考した材料を纏めにかかる。

　今度は眉間にしわを寄せずに。

　アデルナから借りた地図を見ると、やはり帝国軍が意図してエルフの国を襲おうとしているのは間違いないかと思われた。

　ならば、ただ襲撃される日を待っているのか。

　帝国とハッキリ敵対する道をなるべく避けていたカイトだったが、その考えは間違いなのではないかと彼は気付いた。

　仮にアルゴートが発端となって、ルズベリーラが巻き添えを食う形で戦いの渦中に呑み込まれようとしているのならば、まずはこの国にいる間に打てる策があるのではないか。

「よし！」と声に出したカイトは、シエラとネイアに「少し夜風に当たって来るよ」と言って、貴賓室を出て行った。

　アデルナの元へと向かったのだ。

　夜更けに辺境の一領主が大国の王女の寝室を訪ねるのはマナー違反。

　だが、幸運な事にアデルナはまだ宴席に残っていた。

「どうなさったのですか、カイト様？　もしやベッドの寝心地が悪かったのでしょうか!?　申し訳ありません！　すぐにメイドを、いえ、私が直接!!」

「ああ、違います！　違います!!　ベッドはこの上なくフカフカでした！」

　カイトは夜遅くに淑女を引き留める無礼を詫びてから、アデルナに申し出た。

「ルズベリーラの周辺がどうしても気になるのです。できる事ならば、俺がこちらに滞在している間に何らかの対策を講じたいと思い、ご相談をと。差し出がましいようですが」

　アデルナは笑顔で応じた。

「とんでもありませんわ！　カイト様がそこまでわが国の事に胸を痛めて下さる、それだけで私は……！　是非、お話をしましょう！　夜はまだまだ長いです！　私、夜更かしは結構得意ですから!!　遠慮は無用です！」

　カイトは「それでは早速」と地図を広げようとしたが、うっかり貴賓室に置いて来てしまった事に気付く。

　正直に白状するとアデルナは「まあ！　うふふっ」と微笑んだ。
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「ちょっと、シエラー。ねーねー。この地図の丸がついてるとこがあれなんでしょ？　悪いヤツがいるところなのよね？」

「……そう。……厳密に言えば帝国軍の基地。……帝国が良いか悪いかの判断は付かない。……けれど、主であるカイトの障害になるのならば見過ごせない。……今の私は、カイトの利益のみを追求する。……帝国が邪魔をするのなら。……容赦はしない。……むぅ」

　カイトがうっかり忘れて行った地図を天使の二人が発見していた。

　アデルナが新しい地図を用意したので、しばらく彼が戻って来る事はない。

「ここから丸のとこまでってどれくらいの距離があるのよ？」

「……三十キロから四十キロだと推測できる」

「何よ！　近所じゃない！」

「……そう。……結構近い」

　近くはない。カイトに歩かせると確実に二度は死にかける距離がある。

「あたしたちが飛べばすぐなのよね。にひひっ」

「……ネイア。……天使である以上、その欲望に忠実な笑顔は控えるべき。……ただし、その発案には考えるべき点がある。……それは認める」

　天使たちの間では、意思疎通が済んでいた。

「ちょっと行って、悪いヤツをぶっ飛ばしてきましょ！　カイトも喜ぶんならシエラだって悪い気はしないはずよね？　ねっ!!」

「……極めて微妙。……主を喜ばせるのは私も本懐。……でも、カイトの許可なく行動をするのは良くない。……熟慮が必要」

「面倒くさいわねー！　じゃあ、あたしが一人で行くからいいわよ！」

「……むぅ。……ネイアの単独行動は止めるべきだとカイトなら言うはず。……分かった。……私も付き合う事にする」

「やったぁ！　じゃあ、ボコボコ作戦スタートねっ!!」とはしゃぐネイアが窓から飛び出し、続いてシエラも月の光る夜空へと舞い上がって行った。
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「この辺りじゃない？　丸のとこ！」

「……確かにそう。……人間の気配がかすかに残っている」

　ネイアは野性的な勘で。

　シエラは論理的な思考で。

　わずか数十分で目的地に到着していた。

「なんかあっちの方から魔力を感じるわよ！　きっと人間の悪い魔法使いね！」

「……ルズベリーラとの位置関係を考えると、多分ネイアの予測は正しい。……もう少し接近する事を推奨する」

　二人はさらに北西へと飛んだ。

　十五キロほど飛んでいくと、森が途切れる。

　そこには野営をする帝国軍の小隊がいた。

「……ネイア。……ここは慎重に行くべき」

「ちょっと！　あんたたち！　誰に断ってそこにいるのよ！　あたしは許した覚えがないんだけど！　ぶっ飛ばすわよ!!」

「……ネイアに言葉で警告したのは私のミス。……とりあえず腕でも掴まえておくべきだった。……これが脳筋。……ちょっと恐ろしい。……コミュニケーションが取れない」

　ネイアが何の相談もなしに突撃していった。

　帝国軍の兵たちは驚く。

　大天使も驚いているのだから、これは致し方ない。

「な、なんだ!?　どうしてこんな時間に子供がいる!?」

「お嬢ちゃん、どこから来たんだ？　この辺りはエルフ狩りの警戒区域だぞ？　危ないから帰りなさい。家族もこの辺りにいるのか？」

　聞き捨てならない言葉が飛び出した。

　ネイアはもちろん、シエラもハッキリと聞いた。

「エルフ狩り」という、危険な言葉を。

「さあさあ、女子供は帰って寝ろ！　こんなにガキっぽいんじゃ、夜のお相手を申し込めもしねぇ！　ったく、ついてねーぜ」

「よさないか。相手は子供だぞ。言葉遣いに気を付けろ」

　突然だが、ネイアの沸点は低い。

　活火山のように、突然噴火する。

「だ・れ・が!!　ガキですって!?　ふぅーん。あんたたち、痛い目に遭いたいようね？　このネイアさんをよりにもよって人間の子供扱いするなんて!!」

　ちなみにネイアの見た目は十五歳前後の少女にしか見えないため、兵士たちは口が過ぎた非はあるものの、外見から彼女を子供と判断したのは仕方がないと思われた。ユリスに言わせると「ネイアは凹凸の乏しい体形からして既に子供なのだよ」との事である。

　だが、そんな理由は破壊の天使に必要ない。

　彼女は暴れても良い大義名分を手に入れたのだ。

「これでもあたしがガキだって言うのかしら？　『デストロイ』!!」

「う、うぉおぉぉぉっ!?　地面が割れた!?　こいつ、魔導士か何かだぞ!!」

「ならば子供に化けているのかもしれない！　や、矢を放て!!　敵襲だ!!」

　後ろで静観していたシエラに向かって、ネイアは舌を出した。

「あたしからは手を出してないわよね？　そして、今、あっちから攻撃して来たわよ！」

「……ユリスの気持ちが少し理解できた。……本当に、脳筋は厄介」

　天使と帝国軍の遭遇戦が始まる。
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「火矢を放て！　相手は魔導士だ!!　見た目に惑わされるな!!」

「おい！　魔法兵をテントから叩き起こしてこい！　さっきの地割れを見ただろう!?　とんでもない使い手だぞ!!」

　炎を纏った矢が飛び交う夜空を見て、まるで花火を眺めてはしゃぐ少女のようなネイア。

　シエラは表情を変えず隣に並んだ。

「人間って火を使うの好きよねー！　あたしがドンディナにいた頃から全然変わってないじゃない！　あははっ！　ほらほら、もっと撃って来ないと足りないわよ！」

「……ネイア。……火遊びはほどほどに。……この程度、何もする必要はない」

　ネイアは楽しそうに飛んでくる矢を一本ずつ掴み取って、兵士たちに見せつけるように派手な動きでそれらをへし折る。

　対照的にシエラは魔力で防御壁を構築し、その空間に入って来た矢を無表情で抹消する。

「ねえねえ、シエラ！　そろそろ反撃しても良いかしら!?　もう充分攻撃を受けたわよね、あたしたち！」

「……発想が酷い。……もうネイアの好きにすれば良い。……戦端が開かれた以上、彼らを殲滅しなければならない。……過程が変化するだけで、行きつく結果は同じところ。……カイトに怒られたら嫌だな。……全部ネイアのせいにする」

　ネイアは「やったぁ！　きたきたー!!」と言って、空高く飛び上がった。

　それを目撃した帝国兵も心情的には飛び上がるほど驚いた。

「お、おお、おい！　あの魔導士、飛んだぞ!?」

「魔法兵！　どうにかしろ!!」

「飛翔魔法だとしても、あれほど自在に空を飛ぶことは不可能だ！　何なんだ、あのガキ！」

「待て……。よく見ろ。あの子供、背中に羽が生えていないか？」

　帝国兵だって全員が油断している訳ではなかった。

　中には敵襲の報を受けて、すぐさま状況分析に取り掛かる者もいた。

　そして彼らは気付く。

　あれは人間とは違う生き物なのではないのか、と。

「あんたたち、さっきあたしを殺す気でかかって来たわよね？　相手を殺そうと思った以上、その相手に殺される覚悟もあるって事で良いわよね？」

　破壊の天使が教えを授ける。

　実に暴論ではあるが、筋は通っていた。

「怯むな！　撃て、撃て撃て!!　弓兵は矢が尽きるまで！　魔法兵は魔力が枯渇するまでとにかく撃ちまくれ!!」

「了解！　くたばれぇぇぇ!!」

「矢が足りん！　どんどん持って来い!!」

　ネイアは「うんうん」と頷いて、手の平に魔力を溜めた。

　それを一気に解放する。

「破壊の力はこんな使い方もあるのよ！　『デストロイ』!!」

　ネイアの手の平から放出された魔力は、その範囲にあるもの全てを灰にした。

　矢も、魔法も、そして人も。

　全てを灰かい燼じんに帰す。

　破壊の天使の証明であった。

「うわぁぁぁぁ！　化け物!!　来るなぁぁぁ!!」

「全員、走れ！　逃げろ!!　本隊にこの事を伝えるのだ!!」

　人だって死に物狂いになればある程度の力を発揮する。

　魔法兵たちが一斉に放った光弾はネイアの横をすり抜けて、シエラに向かう。

　それをパンと手で払いのけて、彼女は無表情で警告した。

「……化け物じゃない。……訂正を求める。……私は大天使。……失礼極まりない。……さっきから、私も結構イライラしている」

「天使を使役して帝国を転覆させようとしている者がいる」という情報は帝国兵の間で共有され、既に常識となっていた。

　その天使が今、目の前にいるのだ。

　勝てるはずがない。

　彼らは全てを放棄して、ただ逃げ惑う。

「シエラ！　今回は最後まで追撃しても良いわよね!?」

「……許可する。……エルフ狩りなどと言う企みを聞いては捨て置けない。……エルフのご飯は世界の財産。……それを壊す者を見逃すことはできない。……明日の私の朝食を妨げる者に、朝食を食べる未来は用意できない。……むぅ」

　この場にカイト・フェルバッハがいれば、結果は変わっていただろう。

　だが、心優しきアルゴートの領主はいない。

　天使たちにも慈悲がある。

　だが、それは無限定に誰彼構わず向けられる類のものではなかった。

　アルゴートやエルフたちに与えられている彼女たちの慈悲は、無慈悲な形で帝国兵を蹂じゅう躙りんした。
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　カイトはアデルナと二時間ほど話し合っていた。

　途中に雑談も交え、それが存外盛り上がったりしたものだから、気付けば深夜である。

　さすがにまずいと「今宵はこれくらいにしておきましょう」と言って、カイトは貴賓室へと引き上げて来た。

「いや、ごめんね、二人とも。ついつい熱が入って……。ん？」

　そこにいるはずのシエラとネイアの姿がなかった。

　気まぐれなネイアだけならともかく、シエラまで何も言わずに出て行く事は珍しく、カイトは不安に駆られた。

　とりあえず食堂と厨房を探してみたのだが、シエラの痕跡は見つからない。

　どうしたものかと貴賓室に戻って考えていると、窓から飛び込んで来る者がいた。

　何を隠そうシエラとネイアである。

「二人とも！　ダメでしょ！　何も言わずにいなくなったら！　俺、心配して探してたんだよ!?　そもそも、ここはうちの領地じゃないんだからね!!　先方にご迷惑かけることになるでしょ!!」

　何やら幼い子供を叱る母親のようなセリフだった。

「……謝罪する。……カイトに許可なく出かけてしまった。……ごめんなさい」

「あ、いや。別に怒ってる訳じゃないんだよ？　ただ、書き置きくらいは欲しかったなって。それで、夜の散歩でもしてきたの？」

「そうよ！　このネイアさんがとびきり派手な夜遊びをしてきてあげたわ！　にひひーっ。きっとカイトも驚くわよー！」

「ネイアのくれるサプライズは八割くらい本当に心臓に悪いからなぁ」

　シエラはいつの間にかベッドにちょこんと座っていた。

　カイトの方を向いて、彼女は質問する。

「……アデルナとの話し合いはどう？　……建設的な意見は出た？」

「かなり本格的な部分まで詰める事ができたよ！　やっぱりこちらから打って出ようって話になってね！　まずは偵察隊をどうにかしようと思うんだ」

　ネイアが悪い顔で再び「にひひっ」と笑う。

　天使たちとの付き合いもそろそろ長いカイトは、根拠はないが「何かやったな」と感じたと言う。

　そんな察しの良い主にシエラが報告をする。

「……先程件の偵察隊と思しき部隊を殲滅して来た。……北西と南東。……カイトが印をつけていた地点にいたから、間違いないと思われる」

「そうかー。それは助かるなぁ。……いや、先程!?　俺がいない間で本当に何してたの!?　ああ、待って！　聞くのが怖い!!」

「……むぅ。……カイトの察しが悪い。……これは睡眠不足と疲労によるものと推測。……端的に言うと、邪魔者を消して来た。……どやぁ」

　それからネイアによる武勇伝が語られた。

　いかに破壊の力をもってして帝国兵を追い詰め、自分たちの過ちを後悔させ命を対価として償わせたのか。

　聞いていると眩暈を起こしそうな大活劇であった。

「ええと。さすがに冗談……じゃないよね？　シエラは嘘をつかないし、ネイアの話はリアリティがあり過ぎる。特にネイア。君の想像力じゃそんな作り話はできないもんね」

「ふふんっ！　そうよ！　あたしは体験した事しか語れないんだから！　よく分かってきたじゃないの、カイト!!」

「……ネイア。……カイトはあなたの事をちょっと小馬鹿にしている」

「えっ、そうなの!?　酷いじゃない！　あんたのために頑張ってあげたのにぃ!!　酷い、酷い、酷いっ!!」

　カイトは頬を膨らませてジタバタするネイアを見つめながら、同時に呆気にもとられながら、それでも考える。

　結果論になるが、これで良かったのかもしれないと。

　偵察部隊を殲滅したとなれば、何かしらのリアクションが帝国軍から返って来るだろう。

　それを待ってから次の一手を思案するのは悪くないようにも思えた。

　カイトは自分のために骨を折ってくれた二人の天使に謝意を伝える。

「シエラ、ありがとう。ネイア、助かったよ」

「……カイトのためならば、この程度の事は容易たやすい。……むふー。……どやぁ」

「やっとカイトも破壊の力の素晴らしさに気付いてきたようね！　もっとあたしを崇めなさい!!」

　その夜、二人は眠りに落ちるまでの間ずっと上機嫌だったという。
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　カイトたちがアルゴートへ帰って来た。

　門と一緒にユリスが創った新たな物見やぐらで見張りをしていた当番の男が声をあげる。

「カイト様がお戻りになったぞぉぉぉ!!」

　その知らせを受けて素早い動きを見せる者たち。

「リザ嬢ちゃん！　軽食を任せても良いか!?」

「うんっ！　ヘルムートさんは回復薬ね！　とっても濃いヤツお願い!!」

　二人はアルゴートの中でもカイトの生態についてとても詳しい。

　人間に限ればカイト有識者の一番と二番である。

「は、はぁ……へぇ……。ああ、良かった。門が見える。今度は幻じゃない……」

「……カイトの意識レベルが低下している。……でも、多分準備は万端。……想定通り。……門の付近にリザとヘルムートを確認。……私でもちょっと引くくらいの救護態勢。……人間の力は結構すごいと言わざるを得ない」

　行きの道中で二度死にかけたカイトが、帰りの道中で二度死にかけるのは理にかなっている。

　むしろ、きっちりと体が仕事を放棄している分、健康な証拠とも言えるだろう。

「ほーんと、人間ってひ弱よねー。カイトは特に。あんた、エルフの女の子よりも弱いのね」

「……ネイア。……カイトの長所を身体能力に求めてはダメ。……むしろ、短所があるからこそ長所が輝くと置換すべき」

「はいはい。シエラのカイトについての話も聞き飽きたわよ。仲が良いわよねー。さて。あたし、その辺を飛んでくるから！」

　ネイアが飛び去ったのと、カイトがパタリと倒れ込んだのはほとんど同時だった。
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「いや、助かったよ。リザ、ありがとう。ヘルムートさんも」

　カイトが倒れてから一時間半。

　リザの膝枕で回復薬を口に流し込まれて、意識が戻ったら無理やり食事をとらされる。

　もはやアルゴートの名物になりつつある、「領主復活の儀」であった。

「もぉ！　やっぱりカイト一人で外に行かせるのは心配だよぉ！　すぐ死んじゃうもん！」

「いや、死んではないよ？　いつも死にそうなところでギリギリ助かってるからね!?」

「それよりも、カイト様よぉ！」

「俺の命の話をそれよりも!?　ヘルムートさんも酷いなぁ」

「ユリス様がな！　なんと露天風呂を創ってくれたんだよ！　なんでも暇だったからとかで！　効能は疲労回復、魔力も回復、傷の治癒促進と盛りだくさん！　一番風呂はカイト様にって話になってんだよな！　ってことで、お待ちしてたって訳よ!!　さっさと入ってくれよ！　後ろが順番待ちで大渋滞してんだから!!」

　リザとヘルムートに担がれて、カイトは露天風呂に移動した。

　そこではライオンの口から絶えず薬湯が注がれており、確かに入浴施設らしかった。

「俺には分からないけど、風呂って外で入るものなの？」

「なんかね、東の方にある国の施設らしいよ！　ユリス様が言ってた！　ほらほら、カイト！　一番風呂を味わって来てー!!　元気にならなきゃだよっ!!」

　回復薬を飲んだとは言え、疲労感はまだまだカイトの体を重くしている。

　ならば、リザやヘルムート、そして領民の厚意に甘えるのも良いかと思えて来るのは、疲労に思考を支配されているからなのだろうか。

「そういうことなら。代表してまず俺が湯の浸かり心地を確かめて来るよ」

「はーい！　ゆっくりして来てね！　でも、のぼせないように、だよっ！」

　リザから着替えを受け取って、カイトは脱衣所へと向かい服を脱ぐ。

　三日ほど歩き通しだったため、自分で思っていた以上に体が汚れていた。

「これは、しっかり綺麗にしないといけないな」

　まず体を隅々まで洗い清めたのち、カイトは湯船に浸かった。

　少し薬湯の匂いが鼻をつくが、気になるほどでもない。

　それよりもあまりの気持ちよさに思わず声が漏れた。

「くあぁぁぁ……。これは気持ちが良いなぁ……。蕩とろけそうだ」

　リラックスの極致を満喫するカイト。

　油断し切っていた。

「なんなのよ、ユリスてばさっ！　あたしが汗臭いとか言うのよ!?　そんなことないわよね!?　性格と一緒で鼻も曲がったんじゃないの？」

「……ネイア。……事実と向き合う必要がある。……私たちは現在、清潔とは言い難い」

「う、うわぁぁぁぁっ!?　なんで二人が入って来るんだ!?　って言うか裸じゃないか!!」

「……？　……カイトの慌てる意味が不明。……お風呂は衣服を脱いで入るもの。……服を脱がないいで入ったら、リザに怒られる」

「いや、そう言う事じゃなく！　分かった！　俺が出て行く!!」

「何言ってんのよ、あんた！　このネイアさんから逃げる気？　そぉーれ!!」

「ふがっ」

　慌てて逃げようとしたカイトは、ネイアに捕獲される。

　天使からは逃げられない。

　思わぬ混浴が始まった。
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「やー！　肩が凝ってたから、これは助かるわねー！　すっごく楽になったー！」

「……性別によって肩凝りの理由は異なる。……特に女性は乳房の重さが負担になる事が多い。……ネイアのそれは、多分負担にならない。……ちょっと厚かましい」

「なぁっ!?　ねぇ、カイトぉ！　シエラが酷い事言ったんだけど!!　あたしだって胸あるし！　シエラが大きすぎるだけでしょ!?　ほら、ここにあるじゃんか!!　ねぇ!?」

「……否定。……ユリスの方がはるかに大きい。……私は普通。……例を挙げるとリザは私と同サイズ。……対して、ネイアは微量。……お気持ち程度。……薄目で見ると消えてなくなるくらい。……元気出して」

「べ、別に、おっぱいの大きさが全てじゃないでしょ!?　あたし強いんだから！」

「……それはそう。……だけど、特に人間の女性にとって胸の大きさはある種のステータスと聞く。……ネイアのそれは数値化すると多分残念。……元気出して」

「な、なんで!!　セリフの最後にあたしを励ますのよ!?　別に元気なんだけど!?　ええっ!?　あたし、そこまで気を遣われるほどなの!?　う、嘘よ!!　嘘ぉ!!」

「……ネイア。……元気出して」

「むきーっ!!　何よぉ!!　あたしだって……あるもん……。あるよね……？」

　天使のお風呂トークを聞きながら、良識ある領主様はと言えば。
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「…………」

　耳を塞いで目を閉じていた。

　これが紳士として取り得る彼にとっての最大限のエチケットだった。

「……カイト。……話がある」

「ほがっ!?　わ、分かった！　話は聞く！　もう耳は塞がない！　だから少し離れて!!」

「……カイトはやっぱり面白い。……初めて会った時も私は裸だったのに」

「そうだね！　その時も俺、ちゃんと慌てたよね!?　狼狽うろたえたよ!?」

　シエラは構わずに話を始めた。

　それが意外と重要な内容なので、カイトも真剣な表情を取り戻す。

「……今後の方針について考えるべき。……事態はそれほど猶予がない。……もっと言えば、割と差し迫っている」

「それは確かに。俺も考えてるよ。だけど、既に帝国の敵扱いされているアルゴートに味方してくれる都市があるとは思えないんだよ」

　胸の話を全て忘れて、バシャバシャと飛沫をあげて広い浴槽で泳いでいたネイアが何の気なしに呟いた。

「別に人間にこだわる必要ないじゃない。多種族でも候補に入れたらー？」

「……なるほど！　それは良い考えだ！　よし、早速執務室に戻って立案を!!」

　勢いよくカイトが立ち上がるのと同時に、ネイアが領主様の股間に顔をぶつける。

「ふぎゃぁぁぁぁぁぁっ!!　あ、あんたぁ、なんてことすんのよぉ!?」

「ひぃやぁぁぁぁぁぁっ!!　こっちのセリフだよ！　ひ、酷いじゃないかぁぁぁっ!!」

　カイトは半べそをかきながら浴場を飛び出した。

　普通、このシチュエーションならば男女の反応が逆なのではと思わずにはいられない。

　体の疲れは癒されたものの、露天風呂が少し苦手になったカイトなのだった。










７章　目指すは、とんでも領地経営




　カイトは朝から地図とにらめっこをしていた。

　もう二時間は同じ姿勢で唸っている。

　この地図はルズベリーラでアデルナから貰い受けたもので、人間の都市よりも多く他種族の住処や隠れ里の情報が詳しく記載されている。

　エルフ文字を読むために、必要最低限の知識も教わって来ていた。

「カイト、カイト！　お昼ご飯にしよっ？　朝からずっと考え事してるけど、ちょっと休憩した方が良いよ！　ほらほら！」

「ああ、リザ。ごめん、気を遣わせちゃったか」

「気になるよぉ！　一緒に住んでる家族の表情だもん！」

「ごめん。実は友好的な関係を結べる土地ってないかなと思ってさ」

　リザは首を傾げる。

「今のアルゴートって帝国に目を付けられてるんだよね？　そんなところと仲良しになってくれる場所ってあるの？　んー。わたしだったら気にしないけどー」

「人間の都市だとかなり難しいと思うよ。みんながリザみたいに性格の大らかな人なら良いんだけどね。なかなかそうはいかないんだよなぁ」

「あっ、今、わたし褒められた!?　えへへー。照れますなぁー。じゃあ、難しいけど頑張って優しい人たちが住む都市を探すの？」

　カイトは「いや」と否定した。

「そんな都市があれば理想的だけど、探すにしても時間的余裕がない。だから、昨日からずっと探してるんだよ。人間以外の種族で友好的な対応をしてくれそうな場所を。エルフとだって同盟を結べたんだから、他の種族とだって。行動するのは無駄じゃないはず」

「ふわぁー！　すごい、カイト！　それって名案じゃない!?」

「ネイアの言葉がヒントになったんだよ。俺の発案じゃ、こんなとんでもアイデアは出てこなかった。しかし、どうしたものかなぁ。ドワーフ、リザードマン、オーガ、ドラゴニュート……。テングと言うのは聞いたことがないけど。どこも情勢がサッパリ分からないんだよ。まあ、元から人と深い関係を持っている種族なんていないからね」

　そこまで言ったところで、カイトは大きく背伸びをした。

　彼には他種族がどのような生き物でどのような気性を持っているのか、ある程度の知識はあった。

　だが、それは人間が勝手に「そういうものである」と決めつけた情報であり、鵜う呑のみにできない事も理解している。

　エルフだって人間の勝手なイメージで「人を寄せ付けず、時として人に害をなす」と歴史家や研究者が言うことを信じ込んでしまっていた。実に妄信的に。一方通行な形で。

　エルフたちは少しばかり排他的な側面はあるものの、気の良い種族だった。

　先入観に囚われないためには知識を捨て去る必要に迫られるが、知識を捨ててしまえばそもそもの思考がおぼつかなくなる。

「とりあえずご飯にしようよ！　シエラちゃんが食堂に行ってるから、相談してみるのはどう？」

「そうだね。俺が一人で唸っているよりは建設的だ。それに、お腹も空いたなぁ」

　下手な考えの迷宮で彷徨さまよい続けていても埒が明かない。

　カイトはリザと連れ立って食堂へ向かった。
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　今日は料理長であるフレデリカの出勤日という事で、食堂は賑わっていた。

　そんな中でも目を惹く白い羽。

　シエラとネイアが同じテーブルで食事をしているのを見つけたカイトは、お任せ定食を注文してからそのテーブルに加わった。

　リザは飲み物を持って来てくれる。

　そこで、彼は「多種族について二人の意見が聞きたい」と申し出た。

　ユリスもいれば完璧だったのだが、彼女は家に引きこもるとなかなか外に出て来ないので、ないものねだりをしても仕様がない。

「ドラゴニュートが良いわよ！　あいつら強いし！　人間大嫌いだし!!」

「ちょっと待った。人間が大嫌いだと俺たちも滅ぼされるよね!?」

　ネイアは思い付いたことをそのまま口に出す傾向がある。

　時として名案を口にするが、迷案であることの方がずっと多い。

「……今の候補の中であれば、オーガが適役。……それなりの知能があるから、人間相手でもいきなり喧嘩腰にはならない。……それに、交渉役として的確な者がアルゴートにはいる。……これは幸運。……ラッキーアイテムはすぐに使うのが定石」

「そうなんだぁ！　やっぱりユリス様かな？」

「……ユリスも悪くない。……けれど、私の推す者はネイア」

　カイトは魚のソテーをのどに詰まらせて、激しく咳き込んだ。

　リザが慌てて飲み物を渡す。

「ネイアが交渉!?　歩く解体屋みたいなネイアが!?　友好関係を築くんだよ？　喧嘩をこっちの言い値で買わせるとかなら分かるけど」

「何よ、それ。すっごく失礼なんですけどー　ちょっとカイト!!　あんた、出会った頃よりずっとあたしの事を誤解していってない？」

「誤解じゃないよ？　一緒に暮らしているうちに、理解が進んだんだよ？　ネイアさ、今週だけでユリス様の創った建物を四つ壊したよね？」

「あれは古くなってたから、修理するきっかけをあげたのよ!!」

　ネイアと押し問答をしている時間がない事を思い出したカイト。

　シエラに話の続きを促した。

「……オーガは知性寄りの者と、脳筋寄りの者がいる。……ネイアは脳筋族と極めて相性が良い。……ちょっと目を逸らしたくなるレベル。……それに、昔、何か縁があったと聞いた。……オーガはエルフほど排他的な種族ではない。……だから、ネイアを連れて行けば話くらいなら聞いてもらえるはず。……私は脳筋がちょっと嫌いになったから、今回はお留守番。……むふー」

「脳筋」の言葉にそこはかとない不安を覚えるものの、シエラの言う事が間違っていた事はない。

　ならば、今は少しでも早く行動に移すべき時。

「ネイア！　一緒にオーガの里に行ってくれる？」

「オーガね！　ネイアさんに任せときなさいよ！　あいつらとはマブダチだから！　超よゆーなんだから!!　いやー！　またあたしの武勇伝が増えちゃうわねー!!　にひひっ」

　今回の遠征には危険が少ないと言う理由で、シエラとユリスはアルゴートに残留。

　カイトとネイア、そこにリザも加わり、少数で向かう事となった。

　付言するまでもない事だが、リザはカイトの介護役も兼務する。
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　オーガの里は山にあった。

　ストラゴリ休火山。それが彼らの住まう土地である。

　火山地帯という事もあり、人間が近づくことはめったにない。

　気温は一年中四十度近い過酷な環境だが、極めて強きょう靭じんな肉体を持つオーガ族にはその程度の過酷は障害にすらならない。

「おい！　久しぶりに魚が獲れたぞ！」

「そうか！　なら捌かなきゃな！　カガリ様！」

　水温の高い川に住んでいるホベフィッシュは、彼らの主食の一つである。

　三メートルを超える巨大魚で、捌くにはコツがいる。

「あはっ！　大物が獲れたね！　すぐに処理するから、燻くん製せいにする準備してくれる？」

「へい！　そんなら、あっしが！」

　彼女はカガリ。

　オーガ族の族長ゴッスの孫娘。

　彼女は両親と幼い頃に死別していた。

　つまり、次期族長という大役も担っている。

　オーガは角を持ち、長く鋭いほど優秀な者だと称えられるが、カガリの角は曲がっており、カチューシャのような形をしていた。

　その角を指して心無い者は「劣等種」などと揶や揄ゆするが、彼女は気にしない。

　角の良し悪しなどで優劣をつけるなどナンセンスだと、彼女の尊敬する両親が生前に語っていたからである。

　カガリもその通りだと考え、毎日を前向きに生きていた。

「そーれっ！　ふぅ。これで完了っと！　しばらくはおかずに困らないな！」

「カガリ様！」

「うん、どうした？　もう燻製にする準備できた？　早いじゃん！」

「違います！　違います!!　とんでもねぇお客人が!!」

「客人？」と彼女は訝しんだ。

　ストラゴリ休火山を訪れる者は少ない。

　一年を通しても数人。多い年には稀に数十人の時もあるが、いずれにしても珍しい。

　そこに加えて「とんでもねぇ」とは、一体何事か。

　カガリは少しだけ表情を引き締めた。
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　カガリは何をするにも慎重さを重視する。

　これはカイトも同じような性質を持っており、領主や里の長となる者には自然と身に付く素養なのかもしれなかった。

「人間の男と、人間の女が一人ずつ！　あと、こいつがとんでもねぇんです！　見るからに戦えそうな女……と言うか、少女？　が一人!!　敵意はないと言ってますが、どこまで本当やら」

「分かった。私が応対する。ただ、警戒はしないとだな。二十人ほど集まって、物陰に隠れておいて！　いざとなったら迷わず攻撃！　そう考えると、得物は槍が良いかな」

　オーガの歴史は戦いの歴史。

　カガリの両親も里のために遠方まで出かけた際、帝国軍によって殺害されていた。

　オーガだって人を殺す事はある。

　だから、カガリは別に人間を恨んではいなかった。

　とは言え、逆説的に好んでいると言う訳でもない。

「けどさ、変だよな。人間がどうしてストラゴリ休火山の場所を知ってるのかな？　もう何年も人間との交流はないのに」

「それも分かりません。すみません、カガリ様。ワシらお役に立てなくて」

　カガリは「そんなことないって！」と笑って見せる。

「おじさんたちが毎日元気だから、私たちの世代がしっかり成長できたんだ！　これから年を取って、どんどん私たちに迷惑かけてくれなくちゃな！」

「カガリ様……！」

　見張り番は壮年のオーガたちが持ち回りでこなしている。

　前述の通り、この数年は来客などないため、年を取って戦闘能力の衰えた者がその任にあたっているのだ。

「よしっ！　行って来る！」

　カガリは気合を入れて、客人の待つ里の入口へと歩き始めた。
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「あっ！　もしかして、あなたが族長代理の方ですか!?　突然押しかけてしまってすみません！」

「は、はぁ……はぁ……。俺はアルゴーごふぅ！　し、失礼しました。アルゴートの……ああ……。ちょ、ダメだぁ。ごめんリザ。一回、休ませてくれる……？」

　警戒態勢でやって来たカガリは拍子抜けした。

　お客は礼儀正しい女の冒険者と、今にも倒れそうな人間の男だった。よく見ると、小柄な少女が最後尾に立っている。

　何も喋らない少女を見て、カガリは「人見知りかな？」と思ったらしい。

「もぉ！　カイトは黙ってて！　あんまり喋るとまた倒れちゃうでしょ！」

「えっと……はは……。辛そうですし、とりあえず里の中にどうぞ」

　カイトの貧弱さが役に立った瞬間である。

　人が弱った小動物を見ると救いの手を差し伸べたくなるのと同じで、オーガ族のカガリにとって今のカイトは助けてあげないとすぐに死んでしまいそうな存在。

　心根の優しい彼女は、迷わず助ける道を選んだ。

　里の東の端には寄合所があり、そこは普段オーガたちが酒を飲みながら雑談をするスペースになっている。

　ひとまず屋根のある場所はここが一番近かったため、カガリが三人を案内した。

　丁寧にお礼を言うとカイトを横にならせて、リザは持参した回復薬を彼に飲ませる。

「それで、どういったご用ですか？　お連れの人、ものすごく辛そうですけど。そうまでして私たちの里に来た理由を知りたいです」

「あ、えっと、わたしたちアルゴートから来たんです！　ご存じですか？」

　カガリは人間の都市について詳しい訳ではないが、アルゴートは偶然にも知っていた。

　かつて交流があったドワーフ族の里に向かう途中にある、荒れ果てた土地だったはずだと彼女は確認する。

「あ、そうです！　でも、今は見違えるほど綺麗になってるんですよっ！　それで、そのアルゴートの領主がこの人！　カイトです！」

「どうも、すみません。横になったままで失礼します。カイト・フェルバッハと申します。こんな姿で言うと説得力がないのは自覚していますが、アルゴートの領主をしております」

　カイトは威厳も何もない、ただの虚弱体質持ちの男にしか見えなかったと言う。

　と、ここでネイアが口を開いた。

「んがー！　もう良いでしょ!?　あたし、これ以上黙ってるのは限界だわ！」

「ええー……。ネイアちゃん、堪え性なさ過ぎだよぉ……」

　ネイアは羽を広げて、上空へ舞い上がりストラゴリ休火山の周りを旋回する。

「あの、あちらの人は？　と言うか、人ではないですよね？」

「ええ。あれは天使です。俺の領地開拓を手伝ってもらっています」

　ネイアが急降下して来て、美しい着地を決めたのち名乗る。

「そう！　あたしこそ、破壊の天使！　その名もネイアさん!!　この辺り、昔と全然変わってないわねぇー。暑くてむさ苦しくて、けど逆にそこが良い!!」

　物陰に潜んでいた者の中で、年配のオーガ数人が驚いて立ち上がる。

「ね、ネイア様とおっしゃったか!?　オーガの歴史に残っておる、あの破壊の天使様か!?」

「おお！　そう言われると絵に描かれている天使様に似ておられる!!」

「その方は間違いなく、破壊の天使様じゃろうて」

「おじいちゃん！　寝てなくて良いのか!?」

　族長のゴッスは高齢の上、持病の腰痛を拗こじらせてこの一か月ほどまともに動けなかった。

　だが、彼の持つ知識を里の者たちに伝えるのは今。

「ネイア様、ワシの先代の族長から聞いております。あなた様が休火山に巣食うドラゴンを退治して下さった事を。数百年前のことでしょうか。我らはまだ、ご恩を忘れてはおりませぬ。ゆえにぃ……うぐっ、こ、腰がぁ……!!　失礼……」

　ゴッスも横になった。

　アルゴートとオーガの隠れ里の長が、二人そろって要介護者に。

「カガリ。まずはお三方を歓迎するのじゃ。ワシらはネイア様に受けた恩を全く返せていない。その機会が訪れただけでも僥ぎょう倖こうであるぞ」

「分かりました！　みんな、聞いてただろ!?　宴の準備だぁ!!」

　ネイアのおかげで実にスムーズな形のファーストコンタクトを果たしたカイト。

　三十分ほど横になっていたら体力も回復したので、宴の席へと招かれる事となった。
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「別に、そんなにかしこまらなくて良いわよ。あたし、強いドラゴンがいるって聞いて、暇潰しで倒しただけなのよ？」

「ネイア……。そんな馬鹿正直に言わなくても良いじゃないの……。せめて、交渉が終わるまでは黙ってて欲しかったなぁ」

　交渉材料が自分から価値を下げていく。

　だが、宴の会場には料理と酒がたっぷりと用意されており、好意的な歓迎ムードである事は変わらない。

「それでは、今はカイト殿がネイア様を使役しておるのじゃな？」

　ゴッスも腰痛を堪えながら宴に参加。

　この二人の長には「なんか体が弱い」と言う共通項があり、それはシンパシーを生み出していた。

「いえいえ。使役なんてとんでもない！　ネイアが力を貸してくれているだけですよ！　俺がお願いしてるんです！」

「ふふーんっ！　カイトがこのネイアさんにどうしてもって言うから、仕方なくアルゴートに居着いてあげてるのよ！　あたし、優しいから!!　強くて優しいの!!」

　その状態を使役と呼ぶのではないかとオーガたちは息をのんだ。

「して、ご用件を聞きそびれておりましたな」

「そうでした。不躾なのですが、お願い事があって参りました」

　交渉になればカイトの出番。

　上手くオーガと同盟関係を築けるだろうか。
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　カイトは語った。

　アルゴート防衛のために、オーガ族と同盟の関係を築きたいと。

　もちろん、アルゴートから出せるものならば、相応の対価を用意するとも言った。

　あまりにも急な要請に、オーガたちは黙り込んだ。

　ゴッスも同様である。

　と言うか、彼は腰が痛くて仕方がないので交渉の代理人として権限を全てカガリに移譲して横になった。

　調子に乗って酒をガブガブ飲んだのが障ったらしい。

「あの、ちょっと良いですか？　すみません、お話の途中で」

　カガリがカイトに向けて質問した。

　もちろん、彼はそれを受け止める。

「いえ、なんでも遠慮なくお聞きください」

「ネイア様が今、アルゴートにおられるんですよね？　そうなると、破壊の天使の庇護を受けている訳でしょう？　そこで更にオーガの兵が欲しい理由が分かりません。相手が古のドラゴンだって構わずに倒してしまうネイア様ですよ!?」

　ネイアはカガリの言葉を聞いて、上機嫌になる。

「あら、あんた見どころあるわね。若いのにあたしの武勇伝知ってるの？」

「は、はい！　ネイア様の物語はオーガ族で代々伝承していて！　私、小さい頃からそのお話を聞くのが大好きで！　いつかはネイア様みたいにって本気で思ってた時期もあって!!　……あっ、すみません。つい興奮してしまいました」

「ふんふん」と頷いたネイアはカイトの肩を叩いた。

　続けて、大声で耳打ちをした。耳打ちに意味があるのかは分からない。

「カイト！　カガリ、良い子よ!!　連れて帰るわよ！」

「いや。次期族長だよ、カガリさん。そんな、捨て猫拾うみたいな感覚でお連れできないって。ネイアはお酒でも飲んでてくれる？」

　カイトは再び話を戻した。

「実はですね、こんな事をこちらから申し上げると、同盟の話が遠のくのは承知の上ですが。やはりお伝えしておくべきかと。どういう訳か分からないのですが。アルゴートは現在、帝国に狙われている状態なのです。ネイア一人では有事の際に対応できない可能性があります。少しずつ入植者も増えてきており、居住区も拡大している最中でして、強力な味方が欲しいのです。防衛に携わって頂けるとなれば、確実に身の危険が生じます。その上で、ご無礼を承知してお願いしたいのです」

　カイトの誠意ある訴えは、オーガたちにも一応の納得をさせる。

　だが、それだけで話が纏まるはずもなく。

「事情は分かりました。私も里の実質的なリーダーとして働いているので、カイトさんのお気持ちも分かります。……ですが、オーガ族が人間と同盟を結ぶとなれば、前代未聞の事。一日や二日で決められる内容ではありません」

　カガリの返答も完璧だった。

　カイトを慮り、その上で族長の孫として自分たちの種族を優先する。

　至極真っ当な理屈であり、これは交渉が長期化しそうだとカイトは覚悟する。

　が、再び破壊の天使がその覚悟を破壊する。

「んじゃさ、こーゆうのは？　あたしが定期的にオーガたちを鍛えてあげるわ！　その分、あんたたちは交代でアルゴートを守りなさい！　破壊の天使の生レッスンなんてオーガの長い一生でも滅多にないチャンスよ？」

「へぁっ!?　ね、ネイア様がストラゴリ休火山に来てくださるのですか!?　嘘!!　本当に!?　ええ、どうしたら良いんだ!!」

「嘘じゃないわよ！　希望があれば聞いたげる！　拳法を学びたいの？　それとも魔法？　言っとくけど、あたしがガチで教えたらあんたたち、この大陸で無敵になるわよ！　そしてあたしは加減なんかしてあげないから!!　それはもう、辛く厳しい日々が待ってるわよ!!」

「カイトさん！　そのお話、受けます！　受けさせてください!!」

「ええっ!?　ありがたいですけど!?　そんな勢いで決めちゃって大丈夫ですか!?　しかも、今のところネイアのスパルタレッスンとか言う、俺だったら帝国銀貨枚十枚もらっても断りたいものしか提示できてませんけど!?」

「ちょっと、何それ!!　あたしの特訓が無価値だって言ってる!?」

「違うよ、ネイア！　むしろマイナスだって言ってる!!」

　何故か身内で争い始めたアルゴートチーム。

　リザが慌てて間に入る。

「わーわー！　落ち着いて、二人とも!!　特にカイトは落ち着いてぇ!!　せっかくお話まとまりそうなのにぃ!!」

「でも、リザ！　こんな詐欺みたいな交渉、俺黙認できないよ!!」

「むきーっ!!　さ、詐欺って何よ!!」

「もぉー。だからこのメンバーで行くの嫌だったんだよぉー」

　喋れば喋るほどチームワークが破壊されていくチームアルゴート。

　カガリがその後、三十分にわたりこの交渉がどれほどオーガ族にとって有益かを興奮気味に語った。

　喉が渇くと酒を飲み、酒を飲むとさらにテンションも急上昇。

「私たちにとって、ネイア様は本当に絶対的な存在なんだ！　そのお姿を実際に見られただけでも失神ものなのに！　直接戦いの手ほどきを受けられるなんて！　来世の運まで使ってしまったのかと震えています!!」

　宴に参加している他のオーガたちも同調する。

「そうだぜ、人間の！　ネイア様のためなら、いくらでも守ってやるぜ！」

「オレらの角を見れば、帝国とやらの兵も尻尾巻いて逃げ出すさ！」

「馬鹿だな、お前！　人間には尻尾なんてねぇだろ！　がはははっ!!」

　こうなってくると、カイトとしてもこれ以上の遠慮は無用と考えを改めるしかない。

　元よりオーガの協力を得るために遠路はるばる死にそうになって、地獄の登山までしたのだ。

「それでは、よろしくお願いします。本当に良いんですよね？」

「カガリ！　あんた、カイトと違って話が分かるじゃない！　あたし、そーゆう子好きよ！　仲良くしてあげる！　にひひっ」

「ひゃ、ひゃい！」

　カガリは夢見心地で返事をする。

　彼女は今、幸せの絶頂にいた。
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　その夜。

　カイトたちはカガリの厚意で里に泊まらせてもらう事となった。

　疲労困こん憊ぱいのカイトはすぐ眠りに落ちていく。

　リザはオーガたちと剣術についての議論が白熱中。

　きっと彼女も強くなりたいのだろう。

　そんな強くなりたい乙女がこちらにも一人いた。

「すみません、ネイア様！　夜分にお呼び立てしてしまって!!」

「別に平気よ？　あたしたち天使は二、三日寝なくても問題ないし」

「あの……あのっ!!　ネイア様みたいに、私も強くなれますか!?」

「んー。それは無理ね。あたしは世界で一番強いんだから」

　カガリは食い下がる。

「じゃあ、世界で二番目に強くなりたいです！　どうすれば良いでしょうか!?」

「トレーニングして、栄養のあるご飯を食べて、しっかり寝る！」

「そ、それだけですか？」

「そうよ！　それができたら、人の二倍トレーニングして、人の二倍食事に気を遣って、人の二倍質の良い睡眠を取る！　その次は……分かるわよね？」

「……っ！　はい！　頑張ります!!」

「あんた、なんでそんなに強さにこだわるの？　今でもそれなりに強いでしょ？　言っとくけど、あたし分かるんだからね？　何故なら、あたしが強いからっ!!」

　カガリは心の内をネイアに明かす。

　彼女にとってネイアは偉大な天使であり、隠し事など許されないのだ。

「私の角、曲がってて変ですよね？　オーガは角が鋭く長いほど優れた個体とみなされる、古い習慣があるんです。みんなは口に出さないけど、次期当主の私が劣等種だったら、きっと色々と思う人もいるはずなんです。だから……！　だから、私、せめて誰よりも強くなりたいんです!!」

「ふーん？」

　カガリの熱弁に素っ気ない言葉で返事をするネイア。

　だが、彼女も天使。時には迷える子羊へ啓示をしたりもする。

　実に気まぐれだが、今日は日が良かった。

「じゃあ、あんたの代でさ。作り変えちゃえば良いじゃない、その伝統とか言うの。オーガで最も優れた者は曲がった角を持つって。簡単でしょ？　あたしが稽古つけてあげるんだから、そのくらいしてもらわないと困るわ。ぶっ壊すのよ、伝統とか偏見とか、しょーもないヤツ!!　破壊の天使の弟子なんだから、やれるわよね！　て言うか、やんなさい!!」

　ネイアの言葉は、カガリの胸にしっかりと届いた。

「……はいっ！　ありがとうございます、ネイア様!!」

「にひひっ！　もっと崇め奉りなさい！　今日は気分が良いから、しばらく話し相手になってあげても良いわよ？」

「ほ、本当ですか!?　光栄です!!」

　それから朝日が昇るまで、二人は多くの事を語り合ったらしい。

　その思い出はカガリだけのものであり、他の誰にも知り得る方法はないのである。
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　カイトたち出張チーム三人がアルゴートに帰還した。

　オーガの兵士三十人を率いて。

　責任者としてカガリも同行していた。

　ヘルムートたちがカイトを出迎え、体力回復を図る。

　アルゴートの領民にとっては見慣れた風景であり、「今日もうちの領主様は弱々しいのに頑張ってくれてるな！」と目を細めている。

「……ああ。もう大丈夫。ありがとうございます、みんな」

「カイト、すごいよ！　最近は瀕死の状態から回復するまでの時間が短くなってる！　成長してるんだねぇ！　えらい、えらい!!」

　遠征の度に瀕死になるのが問題なのだが、その点には誰も触れない。

　彼らは領主に恵まれたが、カイトも領民に恵まれていた。

「こちらはオーガ族の皆さん。今日からアルゴートに住んで、主に警備を担当してもらうことになりました。隊長はこの角が立派なリキドさん。豪快だけど気持ちの良い人たちだから、みんな仲良くして、困っていたら率先してお手伝いしてあげてください」

　オーガたちはアルゴートに戸惑いながらも興味津々であった。

　人とエルフが共存している。

　建物や施設も見た事がないものばかりである。

「カイト殿。到着して早々にこんな事を言うのは恥ずかしいのだが。……街を見学したい!!　よ、よろしいか!?」

「もちろんどうぞ！　これから住んで頂く訳ですから！　ヘルムートさん、リキドさんたちをご案内してもらえます？」

「承知したぜ！　オーガの旦那方、こちらにどうぞ！　まずは腹ごしらえといきましょうや！　エルフの料理は絶品ですぜ！」

「おお！　感謝する、カイト殿！　お世話になるぞ、ヘルムート殿!!　お前ら、行くぞ！　あまりはしゃぐなよ！」

「リキドさんがウッキウキじゃないか」

「どの口が言うんだかな。しかし、美しい都市だ」

　オーガ一行はアルゴート見物へと出発した。

　カイトも自分の家に戻り、溜まっている仕事をこなす。

　リザは「手伝うよっ！」と言って、カイトと一緒に居住区へと去って行った。

「じゃあ、私は帰りますね。みんなを見届けましたし」

　そう言ってお辞儀するカガリを、ネイアが引き留めた。

「そんなに急がなくても良いじゃない。あたしが案内してあげるわよ、アルゴート。気になってるんでしょ？」

「い、良いのですか!?　はい！　幼い頃に見た廃墟同然だった土地が、まさかこんなに発展しているなんて思わなくって!!」

　ネイアは「にひひっ！」と笑って、カガリの手を引く。

「その発展の八割はあたしの力なのよね！」と言いながら、破壊の天使の観光案内が始まった。
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「ええーっ!?　開拓を始めてまだ半年なんですか!?」

「らしいわよ。あたしが来たのは一か月半くらい前だけど。……あっ。あれよ？　一か月半で急速に発展したの！」

　破壊の天使に嘘をつかせるのは難しい。

　だが、相手がカガリだと難易度はグッと下がる。

　彼女は目をキラキラさせて「さすがです!!」と尊敬の眼差しをネイアに向けた。

　カガリにとって、アルゴートの施設は初めて見るものが多い。

　噴水や整備された用水路すら、休火山に住む彼女にとってはアトラクション。

　澄んだ水の上を流れていく木の葉を眺めているだけで、三十分は時間が潰せる。

「……おや。帰っていたのかね。てっきりどこかに遊びに出掛けているのかと思ったのだよ」

「あら、ユリスじゃない。暇そうね」

「暇なものか。これからカイトくんと一緒にオーガたちの住居を創るのだよ。君こそ、実に暇そうではないかね。……と、これは失礼。お客も一緒だったのか」

「カガリ。一応紹介しとくわね。これは創造の天使のユリス。なんかアレよ。謎の力で色んなものを創る、なんかまあ、あたしもよく分かってないけど、謎の天使よ。ユリスにも紹介しとくわ。この子はカガリ。あたしの弟子！　すごく良い子よ!!　良いでしょー？　言っとくけど、カガリはあたしのだから！　あげないからね!!」

「で、弟子……！　光栄です!!　あっ、ユリス様ですね。初めまして」

　カガリは深々と頭を下げた。

　まさかこの短期間に何人もの天使と出会うことになろうとは。オーガを束ねる少女は少しばかり興奮している。

「ネイアの随行者にしておくのはもったいない礼儀正しさではないかね。ボクはユリス。オーガのお嬢さん、よろしく頼むのだよ。その角、実に素晴らしい。生まれつきかね？　美しい曲線が芸術的だ。インテリジェンスを感じる。ふむっ。ご両親に感謝すると良いのだよ。その造形美はこのボクでさえ簡単には創り出せないよ」

「あ、ありがとうございます！　私も創造の天使様の事は知っています！」

　ユリスは少しだけ驚いた顔をする。

　彼女はこれまで、オーガ族と関わった事がない。

　そこで論理的に考えた。

「ボクの有能さはオーガたちにも伝わっているのだな。ふふんっ」と。

「かつて破壊の天使様が遺してくださった文献によると、創造の天使様は根暗で性格が悪くて、話はだいたいつまらない。偉そうに喋るくせに何言ってるのか分からなくて、胸が大きい事くらいしか取り柄のないダメ天使だとか！」

「……なるほどなのだよ。分かった。だいたい全部分かったのだよ。ふむふむ。そうだったのか。ボクがダメ天使。そうか、そうか。……ネイア」

　ユリスの手が伸びたかと思うと、次の瞬間にはネイアの耳が引っ張られる。

　戦闘能力はネイアの方がはるかに優れているはずなのに。

「いたっ！　痛い、痛いじゃない！　ちょ、そんなマジで怒らなくてもよくない？　ほら、ちょっとした茶目っ気よ！　あたしだって、まさか文献になって残ってるとは……。あ、あれ？　なんかユリス、今日はちょっと強いわね!?　あ、ええと」

「話はあっちでゆっくり聞かせてもらうのだよ。なに、ちょうど良い事に、新しい薬の実験体が欲しかったところだ。喉は渇いているだろう？　安心したまえ。味は保証する。苦くてドロドロしていて、最悪なのだよ。ふふふっ」

「ふぎゃぁぁぁぁぁぁっ!!　ごめんってばぁ！　ちょ、許して！　ユリスー!!」

「ボクは別に怒っていないのだよ。ふふふっ。さあ、行くのだよ。君がどんな顔をしてくれるのか、楽しみなのだよ」

　ユリスがネイアを引きずって去って行ったのと同じタイミングでカイトがやって来た。

「ああ、カガリさん。すみません、ユリス様見かけませんでした？　スタイルが良くて、学者みたいな喋り方をする天使なんですけど」

「ええと、たった今、ネイア様を引っ張って行かれました……」

　カイトは事情を把握した。

　何がどうなったのかは分からないが、ユリスがネイアに対して教育的指導をするのだろう。

　終着駅さえ分かれば、この場合そこに至る過程は軽視しても良い。

「仕方がない。出直すか」とカイトは来た道を引き返す。「……ユリスを怒らせてはダメ。……結構怖いから」とは、大天使様のコメント。それが全てである。

　彼は去り際、カガリに声をかけた。

「そこの道をもう少し行くと、露天風呂がありますから、良かったら浸かってみてください。足湯もあるので。薬湯で疲れが取れますよ！　では、俺は失礼します！」

「あ、はーい。お仕事頑張ってくださいね！」

　カガリはやる事もないので、カイトの勧めに従ってみることにした。

　露天風呂は賑わっており、足湯場ではエルフの女性たちが温浴を楽しんでいた。

　カガリは「失礼します」と頭を下げて、恐る恐る人生初めての足湯に挑戦する。

「ほわぁぁぁっ！　気持ち良い……！」

　思わず口をついて出た心の声に、少し恥ずかしそうにするカガリ。

　その後、エルフの女性たちと世間話をして、天使たちもこの露天風呂によく入るらしいと聞いたカガリは、里に帰ったら絶対に足湯場を作ろうと決意したと言う。
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　アルゴートにオーガたちが入植して一か月。

　彼らのもたらしたものは兵力だけではなかった。

　武器作りの巧者と言えば、まず名前が上がるドワーフ族。

　だが、オーガ族も実は武器作りについて非凡な才を持っていた。

　オールマイティに鍛冶をこなすドワーフと違い、オーガは一点特化で武器を作る。

　それが彼らの持つ槍である。

　名前をガエ・ボルグと言う。

　代々受け継がれて来た製法で、頑丈さと切れ味は保証済み。

　さらに特殊なギミックが備わっているのがセールスポイント。

　柄の先端にあるボタンを押すと、一メートルほど長さが伸縮する。

　これが初見の敵には非常に効果的であり、その有用性を保つためにオーガ族は何百年も門外不出の武器としている。

　だが、今回それをアルゴートの領民たちに教える事にした。

　オーガ守護隊の隊長リキドが、里の族長ゴッスに許可を得て、現在ヘルムートたちに使い方のレクチャーをしているところである。

「なるほど、こいつぁすげぇな！　伸びる時の勢いで破壊力も上がるって事ですか！」

「ヘルムート殿は筋が良い。オーガの里に連れ帰りたいほどだ」

「へへっ、ありがてぇお言葉だな！　ですけど、オレにゃアルゴートの領主様を補佐する役目がありますんで！」

「ああ。そうだろうな。アルゴートは良い土地だ」

　つまるところ、リキドをはじめオーガたちもアルゴートの住み心地に慣れて、この都市をすっかり好きになってしまったのだった。

　オーガ族は友好の証になるのならば、秘伝の武器だって出し惜しみはしない。

「皆さん、お食事を運んできましたよ！　もうお昼ですから！」

「こいつぁ！　いつもすみません、フレデリカさん！」

「いえいえ。私たちのお仕事は皆さんに料理を振る舞う事ですから。オーガの方たちの好みもようやく覚えてきましたし！　リキドさんたちには、魚介のパスタをご用意してます！」

「おお！　フレデリカ殿！　感謝します!!　あなた方、エルフの作る食事は美味い！　美味すぎる!!　もはや我らは里に帰って食事を美味いと感じられるか疑問です！」

　エルフの料理人たちは、新しい仲間であるオーガたちの好みを徹底的にリサーチし、栄養バランスまでしっかりと考えた食事を提供していた。

　強靭な肉体を誇るオーガたちも、この魅惑の料理には骨抜きにされる。

「あらあら、困りましたね。皆さんも時々里帰りをされるのでしょう？」

　カイトはエルフ、オーガ共に定期的な帰省と人員の交代を認めている。

　アルゴートがいかに住み心地が良くとも、時には故郷に戻りたくなるのが人情と言うもの。

「それが、里から自分もアルゴートへ行きたいと言う者が続出しておりましてな。族長も頭を悩ませておりますよ」

「まあ、そうなのですか。確かに、アルゴートは良いところですものね」

「全くもってその通り。よもや、人間とエルフとオーガ、そこに天使まで共存する都市がこの世に存在するとは思いもしませんでした」

「カイト様の手腕の賜物ですわね」

「そうですな。あの若者は人を惹き付ける不思議な魅力がある。若いのに大したものです」

　エルフとオーガの世間話を聞いていたヘルムートと領民たちは、カイトが褒められるたびに誇らしい気持ちになっていた。

　半年と少し前までは荒廃した死が待つだけの土地だったアルゴート。

　それを帝国でも類を見ない都市に作り上げたのは、カイトの力である。

　もっとも、彼はそう言われてもすぐに否定するだろう。

「さあ、ヘルムート殿！　見回りのついでに訓練を続けましょう！」

「承知しました！　お前ら、しっかり学べよ！　カイト様がいざって時の剣であり盾となるのが、オレら領民の務めだぜ！」

　今日もアルゴートは平和であった。
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　一方で、穏やかではない土地もある。

「アルフォンス様！　領民が陳情に訪れておりますが」

「ええい！　うるさい！　今はそれどころではない!!」

「アルフォンス様。クレオ様がいらっしゃいました」

「何!?　あやつ、自分の領地を放ってまた面倒事を持って来たのではあるまいな!?　この期に及んで……冗談ではないぞ!!」

　ヘルメブルクが勝手に危機を迎えていた。

　全てはアルフォンスが自分で蒔いた種。

　アルゴートの危険性を広く流布した事に起因している。

　彼は帝国宰相宛の書簡をしたためている。

　アルゴート領主カイト・フェルバッハの情報を寄越せと、最近は週に二度のペースで使いの者がやって来る。

　気付けばアルフォンスはアルゴートの案件に掛かり切りであり、フェルバッハ領の治世を放置して数か月が経とうとしていた。

「父上！　ホーランド様から晩餐会の招待状をお渡しするようにと！」

「この馬鹿者が!!　今、貴族の晩ばん餐さん会かいに出席できる状況だと思うのか!?」

「ひぃっ!?　も、申し訳ありません!?」

　クレオは自分の領地を発展させようともせず、アルゴートを潰すためだけに奔走。知己を得た貴族たちのご機嫌を取るのに精を出していた。

　当然だが、領民からの評判は悪くなる一方である。

「ああ、くそっ！　眠い！」

「お眠りになったらよろしいではないですか」

「この大馬鹿者がぁ!!　寝る暇があればとうに寝ておる！　……今となっては、カイトの《目覚まし》があればと思うばかりだ。日に二時間しか寝れぬのでは、思考力が低下して仕方がない！」

　どうにか書簡を書き終えたアルフォンスはクレオにそれを預けた。

　帝国宰相に書状を届けるためにはいくつかの検問を通過しなければならず、彼はそれに対して不平を漏らす。

　アルフォンスは失ってみて初めて、カイトの勤勉さは稀有だったと思い知らされた。

「アルフォンス様。陳情の内容を纏めておきました」

「……そうか。正直なところ、助かる」

　執事に対して、高圧的な態度を取るのも忘れるアルフォンス。

　陳情で最も多いのは「郊外で魔物が増えて被害が出ている」というものだった。

　続いて「魔物に対応するために若者が徴兵されて生産能力が低下している」と続き、「警察、警備が手薄になっているため、治安が悪化している」と結ばれていた。

　広大なフェルバッハ領。

　毎日のように各所から手紙が届き、その量は既に二百を超える。

　もちろん、未読の件数である。

「申し上げにくいのですが、帝国軍の少将からも書状が届いております」

「なんだと……。無視する訳にもいくまい……。寄越せ……」

　疲労困憊のアルフォンス。

　身から出た錆さびが、少しずつフェルバッハ家に破滅の音を響かせようとしている。
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　順風満帆に思えたアルゴートだが、こちらも凶兆が忍び寄っていた。

　ゴトッという、何かが床に落ちた音で目を覚ましたリザ。

　時刻はまだ夜明け前。

「ふあぁー。カイトぉ？　どしたのー？　いくらなんでも早いよぉー。まだ寝てなってば」

　そう言いながらチラリと隣のベッドを見ると、そこにカイトの姿がなかった。

　昨夜も彼が遅くまで仕事をしていた事を知っているリザは、言い知れぬ不安を感じて起き上がる。

　悪い予感の的中率というものは、どうして良い予感に比べて際立って高いのか。

　カイトは床にうずくまって、胸を押さえていた。

「えっ、か、カイト!?　どうしたの!?　ちょっと、カイト!?」

「……いや。ごめん。少しフラっとしただけで。起こしちゃったか」

　リザがカイトの額に手を当ててみると、明らかに発熱の症状が見られた。

　呼吸も荒く、熱があるはずなのに顔色は青ざめている。

「た、大変！　シエラちゃん！　起きて、起きてぇ!!　カイトが!!」

　カイト・フェルバッハ昏倒の知らせは、夜明けとともにアルゴート中へと広がった。
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「どう!?　ユリス様！　分かる？」

「ううむ。ボクも人間の生態にはそこまで詳しくないから断言はできかねるのだよ。ただ、命に関わる重病ではなさそうにも思える。とは言え、健康なようにはとても見えないのだよ」

「だ、大丈夫ですよ。少し風邪でも引いただけですから。大袈裟だなぁ」

「……カイト。……状況は正しく表現するべき。……これは大袈裟ではない。……真っ当な対処。……領主が倒れると領民は困る。……それから、家族はもっと困る。……心配して、胸が痛くなる。……現在進行形で、私とリザの胸が痛い」

　シエラの正論に屈したのか、反論する余力もないのか。

　病床の領主様はベッドに力なく横たわった。

「カイト様ぁ！　ケベルトのじいさんに秘伝の薬もらって来たぜ!!　これ飲めば一発で治るってよ!!　元気出してくれねぇと、オレらも落ち着かねぇんだよ!!」

「まったく、だらしがないわね。気合で治しなさいよ、それくらい。あたしは風邪なんか引いたことないわよ！」

　ヘルムートとネイアも駆け付けて来た。

　アルゴートが発展してきたのはカイトの実直な人柄と、たゆまない努力のおかげであると領民は知っている。

　何百人もが病床の領主を見舞おうとしたが、それをヘルムートが制した。

「カイト様に負担かける事になっちまうだろが！」と、彼は理性的に領民たちをなだめる。

　だが、「自分たちのために領主様が無理をしたせいで」と思わずにはいられない領民たちの気持ちも分かる。

　ケベルト秘伝の薬を飲ませて、カイトに布団をかけるリザ。

「カイトは体力がないけど、こんな風に倒れたのは初めてだよ！　どうしよ!?　うぅー。心配だよぉー。わたしが代わってあげたいのにぃ!!」

「……現状、アルゴートで最も医学や薬学に詳しいのがユリス。……そのユリスがお手上げではどうしようもない。……私たちがにわか知識で議論をするのは労力の無駄。……一つ案があるとすれば、天空の露草」

　かつてエルフ族の王女アデルナが、重病の父を救うためにその薬草を求めてアルゴートへやって来た事があった。

　あの薬草ならば万病に効くため、間違いない療法になるだろう。

　だが。

「ボクの記憶によると、天空の露草は採取ランクがＳだっただろう？　それがこの短期間においそれと見つかるものかね？　ほら、この辞典にも書いてある。十年に一度しか生えてこないと。カイトくんは強運の持ち主でもあるのだよ。ボクたちに彼と同じだけの運があると考えるのは、いささか乱暴なのだよ」

　事はそう上手くいくばかりではなかった。

「それでも、万が一って事がありますぜ！　オレぁここにいてもお役に立てそうにねぇ！　村の若い衆連れて、森やら山やら回って来ますわ！　オーガさんたちにも助っ人を頼もう!!　そんじゃ、リザ嬢ちゃん！　カイト様を任せたぜ!!」

　そう言うと、ヘルムートは急ぎ薬草探しの部隊を編成し近隣の森と山に向かった。

「そだっ！　エルフさんとかオーガさんに聞いてみるのはどうかな!?」

「……恐らく、ユリスと同じ事しか言えない。……種族が違うから。……天空の露草みたいな例外を除けば、同じ種族間で行われる療法が最適。……むしろ、下手に手を出すと悪化するかもしれない。……エルフもオーガも、人よりずっと強靭な種族。……根本的な体の造りが違う」

「気合よ！　やっぱり気合！　冷たい水でもぶっかけたら元気になるんじゃないかしら！」

「ネイア。君は今回の案件で最も役に立ちそうにないのだよ。静かにしておいてあげたまえ。カイトくんが安眠もできないのだよ」

　四人の乙女たちは「うーん」と唸る。

　その中心で寝ているカイトは苦しそうに時々呻うめく。

「やはり、どこかから医者か薬師を連れて来るしかないのではないかね？　と言うか、この領地の人間は皆が体調不良を自分たちでどうにかしてしまうから思い至らなかったが、医療に長けた者がいないのは大問題なのだよ。疫病が流は行やればコミュニティの崩壊に直結する。事実、今ボクたちは大ピンチなのだよ」

「……ユリスに同意する。……天使の祝福でも人の病気は治せない。……でも、この近くに医者がいるような大きな街はない。……さらに、現在アルゴートは帝国といざこざの真っ最中。……そんな場所にやって来る変わり者がいるかどうか分からない」

　その時、リザが閃いた。より正確に表現すれば、思い出した。

「わたしが小さい頃に住んでいた街にね、すっごい腕の良い薬師さんがいたの！　お金も取らずに色んな人を診てくれて!!　あの人だったら、きっとカイトの事を治してくれるよ！」

「そうは言うけどさー。今とリザの小さい頃とじゃ状況が全然違うんでしょ？　来てくれるのかしら？　腕が良いってんなら、なおさらこんな辺境に来たがらないでしょ？」

「ネイア、君ってヤツは。どうして急に正論を吐くのかね。今は細い糸にだってしがみつかなければならない時だと思わないのかね。何もせずにカイトくんがこのままとなれば、色々と不都合が出て来るのだよ」

「不都合って何よ？」

　ユリスは「やれやれなのだよ。まったく」と大きなため息をついて、ネイアに解説する。

「第一に、カイトくんが重病だった場合。早急な対応をしなければ命に関わるかもしれないのだよ。人は案外簡単に死んでしまうものなのだからね」

「なるほどー。人間って弱っちいわねぇ。他にも何かあるの？」

「……この機に帝国軍が攻め込んで来たら、実に厄介。……迎撃はできる。……だけど、交渉する人間がいない。……領主が倒れていると知られたら、大攻勢をかけてくるかもしれない。……そこからは問題が大きくなる一方。……また攻められて、迎撃。……領主がいなければやっぱりまた攻めて来る。……終わらないループ」

「あー。確かに！　相手が弱ってたらチャンスよね！」

　そうなると、取り得る選択肢は少ない。

　ヘルムートたちが天空の露草を奇跡的に発見するのを待つか。

　リザのかつて住んでいた街に向かい、凄腕の薬師に頼み込むか。

　実質、一択の問題であった。

「わたし、行って来る！　カイト、待っててね！」

「待ちたまえよ。誰かついて行かなければなるまい。リザくん一人では危険が大きい。まずは場所を確認しよう。その街の名前を教えてくれるかね？」

　リザは答えた。

「カイザッハ！　カイザッハっていう街だよ!!」

　目的地は定まった。

　リザの献身に心を打たれた三人の天使たちも今回は一致団結。

　いつも自分を後回しにして、誰かのために何かをしているカイト・フェルバッハ。彼の危機を救うべく、今回は乙女たちが立ち上がる。
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　ユリスが地図を広げて、カイザッハという名の街を探した。

　リザも十四歳になってから住まいを慌ただしく転々と移して来たこともあり、正確な位置を把握していなかったのだが、その場所を見て一同が驚く。

「あれ、これって。もしかしてだけど。カイトのお父さんのとこ？」

「ふむ。フェルバッハ領なのだよ。現在はアルフォンス・フェルバッハの治める領地の一つであり、主要都市ではないがそれなりに大きな街のようだね」

　偶然か運命か。奇縁である事は間違いなかった。

　カイトを救うために向かうべき場所が、アルゴートの立場を帝国内で著しく悪化させた元凶である、フェルバッハ家が治めている地だった。

「んー。カイザッハに行くってカイトが聞いたら、怒るかなぁ？　お父さんの治めてる街だし……」

「……今は好む好まざるを言っている場合じゃない。……カイトの命に関わる問題。……だったら、そこが地獄の底でも行くべき」

「さっすが！　シエラの言う通りよ！　地獄に挨拶しに行きましょ!!」

「いや、地獄というのは喩えなのだよ。と言うか、ネイアは留守番をしておいて欲しいのだがね。今回は荒事などないだろうし、ボクたち天使が一斉に出かけてはアルゴートの警備が手薄になる」

「何よぉ！　あたしも行きたいー!!」

「……ネイア。……お土産買って来るから、今回は大人しく待ってて」

　唯我独尊天使であるネイアも、大天使シエラの言う事ならば聞く耳を持つらしい。

　その後三十分ほど駄々をこねたが、最終的には残留を了承する。

「じゃあ、とにかく早く出かけなくちゃ！　シエラちゃん、ついて来てくれる!?」

「……もちろん。……カイトは私の主。……リザは同じ屋根の下で暮らす家族。……放っては置けない。……私の方が先輩だし。……どやぁ」

「やれやれ。ボクも同行しよう。リザくん一人では道中が危険だし、シエラに任せていると交渉に不安が残る。弁の立つ者が必要だと思うのだよ」

「ユリス様！　ありがとー!!　じゃあ、支度するね!!」

　こうして、カイトを助け、アルゴートの医療体制の確立を求めて、三人はその日のうちにアルゴートを発つのであった。
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　冒険者だったリザと天使が二人の道中は、普段の遠征の倍以上のスピードで歩みを進めていた。

　体力のない同伴者がいない事も理由の一つだが、領主であり家族である、リザとって特別な存在のカイトを救いたい思いは、自然と彼女の足を急がせた。

「カイザッハについての情報が極めて少ないのだよ。どんな街なのかね？」

「わたしも住んでいたのは小さい頃だったからところどころ忘れてますけど、峠の途中にある街で、行商人の宿場街みたいになってたんです！　色んな物が集まるところでした！」

「……交通の要衝。……ならば、薬の材料になるものを手に入れるのも比較的容易。……つまり、腕利きの薬師がいてもおかしくはない」

「そうあって欲しいのだよ。無駄足はボクの嫌いなものランキングでもかなり上位を長年キープしているからね。できるだけ避けたいのだよ」

　リザは両親の顔を知らない。

　捨て子だったからである。

　カイザッハの教会が彼女の実家のようなものだが、そこも既になくなっている。

　モンスターの襲撃を受けた直後に大嵐が来て、教会を含む多くの建物が壊されてしまったのはリザが十三歳の時。

　特に捨て子を養っていた神父が亡くなったのは痛恨であった。

　一年ほどリザは数人いた身寄りのない子供たちと生活を共にしていたが、幼い子供は養父母が見つかり、彼女よりも年長者は新天地へと出て行った。

　そうして最後に残ったリザもカイザッハを後にして、冒険者へと転身する。

　紆余曲折あってアルゴートにたどり着いた彼女だが、自分が不幸だと思った事は一度もなかった。

　身寄りがないおかげで強くなれたと思っているし、冒険者としての経験は得難いものだと感じている。

　何より、カイトやシエラと出会えたことは、人生で最高の幸運だと彼女は信じて疑わない。

「待っててね、カイト！　絶対に薬師さんを連れて帰るから!!」

　リザはカイトに対して特別な感情を抱いている。本人も自覚はあるのだが、初心な性格と経験不足が相まっており、それが友愛なのか、恋心の類なのかは分からない。

　ならば、これから知っていけば良い。

　そのためにも、彼女は汗を拭って旅路を急ぐ。
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　マチルダ・ルーテンタークはカイザッハで薬師の職に就いていた。

　歳の頃は二十代後半だが、その腕は熟練の技術が光る。

「マチルダちゃん！　ちょいと傷薬を調合してくれるかい？　旦那が屋根から落ちちゃってねぇ！」

「あ、はい。少し待っていてくださいね。この薬を先に完成させますから。一時間。ううん、三十分で済ませます」

　カイザッハでは、医者と薬師がまさに改革を起こそうと躍起になっていた。

　原因は領主にある。

　以前までは医者と薬師には領主が報酬を支払い、領民を無償で診察、治療していたのだが、その給与が未払いの状態になってはや半年。

　二か月経つ頃にはまだ辛抱強く待っていた彼らだったが、半年になればもはや是非もない。

　医者や薬師も慈善事業ではないのだ。

　彼らだって食事をしなければ生きていけないし、腕を磨くためにも金がいる。

　そして、ついにカイザッハでは領主の支配から脱却し、医者と薬師で作る組合が街の医療体制を取り仕切る事が決まった。

　つい二週間前の事である。

「お待たせしました。この傷薬を患部に塗り込んで、しばらく乾かしてください。乾いたらもう一度塗って、その後は包帯を巻いて。それでも痛みが治まらない場合は、お医者様の診察を受けてくださいね」

　婦人はまず「ありがとうねぇ」とマチルダに礼を言うが、その表情は暗い。

　その理由はマチルダも知っていた。

「医者にかかるとねぇ。やっぱりお金がかかるだろう？　あたしたちゃギリギリの生活してんだよ。そりゃあ、お医者様だって生活があるのは分かるけどねぇ」

「あ、はい。そうですね。私も心苦しく思っています」

「別にマチルダちゃんを責めてるんじゃないんだよ？　薬、ありがとうねぇ！」

「はい。お大事になさってください」

　婦人を見送ったマチルダはため息をつく。

　カイザッハの住人は組合の事をよく思っていなかった。

　これまで無償で受けていたサービスが急に高額の対価を求めるようになったからである。

　住人の気持ちも分かるが、組合も法外な額を請求している訳ではない。

　むしろ、かなり良心的な額で往診を行っている。

「はあ……。息が詰まるわね……」

　マチルダもこの状況にはうんざりしていた。

　組合も、再三にわたり領主へ状況改善の書状を送っている。

　だが、待てど暮らせど返事はない。

　積み重なっていくのは不平と不満。閉塞感であった。

「いっそ、誰かがこの街から連れ出してくれないかしら」と、彼女は晴れ渡る空を見上げる。

「すみませーん！　ルーテンタークさんのお宅はこちらでしょうか!?」

　そんなマチルダの元を訪ねて来たのは、懐かしい顔だった。

　お互いに数年ぶりの再会だったが、すぐに誰だか分かったと言う。

「……リザちゃん!?　教会に住んでた！　そうよね!?　わー。大きくなったのね!!　すっかり女の子らしくなって!!　可愛くなったのは、好きな男の子でもできたのかしら？」

「はい！　って、えええっ!?　そ、そんなこと、ない……そう！　ないですからぁ!!　もぉ、久しぶりなのにからかわないでくださいよぉ!!　でも！　マチルダさん、お元気そうで良かったぁー！　あの、ルーテンタークさんは？」

　リザが探しに来た腕利きの薬師は、マチルダの父だった。

　既に彼が病没しているとは知らずに、リザはその姿をキョロキョロと探していた。
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　父を一生懸命になって探すリザを見て、マチルダは申し訳なさそうに真実を告げる。

「ごめんなさい、リザちゃん。父はもう亡くなってからしばらく経つのよ」

「ふぇっ!?　う、嘘……！　ルーテンタークさんが……!?」

　リザにとってはカイトを助ける希望の糸だったルーテンタークの存在。

　それがバッサリと絶たれた今、失意は大きかった。

「ええと、どうしたの？　急に帰って来たかと思えば、父を探して。……まあ、中に入ってちょうだい。話くらいは聞いてあげられると思うから。お連れの方たちも。散らかっていますけど、どうぞ」

「……はい。ありがとうございます」

　明らかに元気を失くしたリザ。

　彼女に続いて、シエラとユリスがやって来る。

「おおっ！　これはすごいのだよ！　実に興味深いではないか！」

「ユリス様ぁ……。今、わたしすっごく落ち込んでるのに、そんなにはしゃぐなんて酷いですよぉ……。もぉぉー」

「いや、落ち込むことはないかもしれないのだよ、リザくん。この棚を見たまえ！　帝国領内どころか、外国の薬草まであるではないかね！　しかも、実にインテリジェンスで、想像力溢れる調合なのだよ！　ボクは人間の薬学にそれほど詳しくはないけれど、これほど見事に薬草同士を組み合わせるとは……！　インテリジェンスな芸術作品なのだよ！　ふむっ！」

　興奮するユリスの代わりに、シエラがリザに告げる。

「……つまり、このマチルダという人間。……彼女は優れた薬師だと判断できる。……リザの探していた先代よりも才能を持つ可能性すらある」

「ほ、ホント!?　シエラちゃんが言うなら、わたし信じるよ!?」

「……今は主の緊急事態。……そしてリザは家族。……嘘で偽る必然性が見つからない。……私だって、リザをからかって遊ぶ時はちゃんと選ぶ」

「そっかぁ！　良かったぁ!!　……えっ!?　わたし、遊ばれてることあるの!?　い、いつ!?　酷いよぉ!!」

「……後輩をからかうのは先輩の特権。……むふーっ」

　盛り上がる三人。マチルダは置いてけぼりをくらっていた。

　それに気付いたリザは、慌てて彼女に事情を説明する。

「家族が急病なんです!!　その人は領主で！　すっごく普段から頑張ってて!!　その、マチルダさんの力が必要なんです!!　お願いです！　助けて下さい!!　カイト、わたしの特別な存在で!!　苦しそうな顔、見てられなくって!!」

「え、ああ、うん？　落ち着いて、リザちゃん。もう少し詳しい話を聞かせてくれるかしら？」

　リザは「あ、すみません！」と謝ってから、カイトの病状とアルゴートが置かれている立場についてマチルダに説明するのだった。
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「……そうなの。話はだいたい分かったわ。一つ気になったのだけど、カイトくん？　その領主様のファミリーネームって、フェルバッハなの？」

「はい！　そうですよ！　カイト・フェルバッハです!!」

　マチルダは少しだけ考える。

　カイザッハを放置している領主の名は、アルフォンス・フェルバッハ。

　偶然だろうか。

　彼女はそれを「奇遇な事もあるわね。そんなことよりも、お昼は何を食べようかしら！」と流してしまえるほど単純な人間ではない。

「分かったわ。アルゴートに行きましょう。私も、そのカイトくんと少しお話がしたいから。二時間ほど待ってくれる？　すぐに支度をするわ」

「わぁ！　本当にありがとうございます!!」

　すると、ユリスが「水を差すようで悪いのだがね」と口を挟んだ。

「君はどう見ても、この都市で一番の薬師だろう？　その優れた薬師が急にカイザッハを離れると、色々と問題があるのではないかね？」

　マチルダは痛いところを突かれたと言う表情をしたが、今さら自分を偽るのも馬鹿馬鹿しくなって、胸の内を三人に話した。

「この都市はね、今まさに変わろうとしているの。領主に対し、医師と薬師が中心になって。とても大きな政策を進めているところなのよ」

「……無能な領主にうんざりする気持ちは分かる。……マチルダは反対している？」

　シエラの問いに、彼女は首を横に振る。

「いいえ。改革は必要だと思うわ。……けれど、私は昔のカイザッハが好きだったの。今のこの街には、あの頃の面影なんかない。勝手と言われるかもしれないけれど、私はどこか別の場所に移住しようかと考えていたところなのよ。……もう、息苦しい生活にはうんざり。父が愛していた街が音を立てて崩れるところは見たくないなって」

「……なるほど。……理解した。……それなら、マチルダに提案する。……カイトを治療してくれるなら、アルゴートにそのまま住めば良い」

「ええっ!?　でも、私ね、恥ずかしいけれどお金があまりなくて。移民税や新しい住まいを構える余裕なんてとても……」

　難しい話が終わると、アルゴートで一番の元気娘の出番である。

　リザが大きな声で言った。

　大事な家族の代弁者として、胸を張る。

「アルゴートは来る者拒まずですよ！　お金なんていりません！　と言うか、アルゴートには薬師さんがいないので、大歓迎です!!　って、カイトは絶対言うと思います!!」

「リザくんの言う事は正しいのだよ。あのお人好しな領主様は、きっと君の事を喜んで受け入れるだろう。いや、頭を下げて、ここにいてください！　などと叫ぶかもしれない。彼はそういう男なのだよ。実に面倒くさい思考回路を持っている。けれど、何故かみんなが彼の事を好きなのだ。まったく、不思議な人間もいたものだ」

　マチルダにとって、その話は得しかない僥倖であった。

　ここまで美味い話なのだから、何か裏があるのではとさえ思った。

　そして、いつの間にかそんな風に人の厚意を勘繰るようになった自分が嫌になった。

　彼女は父の背中を見て薬師を志した頃の気持ちを思い出し、リザに言った。

「……分かったわ！　このマチルダ・ルーテンターク、アルゴートに行きます！　領主様の治療は任せてちょうだい！　その代わり、住居をお願いね？　ちょっと広くて、お庭で薬草を育てられると嬉しいのだけど！」

「わぁぁ……！　はい！　任せて下さい！　立派なおうち創りますね！　ユリス様が!!」

「ふむ。ボクに丸投げなのだよ。リザくん。なんだかカイトくんに似てきたのではないかね」

「へっ!?　そ、そうですかぁ！　もぉー。ユリス様ってば！」

「ボクは皮肉を言ったつもりだったのだがね……。うん。ものすごく嬉しそうなのだよ……」

　マチルダの準備が整うのを待って、彼らは急ぎアルゴートへと戻る。

　リザは道中、繰り返しカイトの身を案じていた。
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　アルゴートに到着したマチルダは、しばし呆然とする。

　初めて見るエルフやオーガに圧倒され、シエラとユリスが天使であると明かされて更に驚く。

「マチルダさん！　今はカイトを早く診てもらえますか!?」

「え、ええ。そうね。……本当に、すごいところね」

　マチルダの手を引いて家に戻ったリザ。

　ちょうどヘルムートが冷たい水を汲んで来たところだった。

「リザ嬢ちゃん！　帰ったか！　するってぇと、そちらの方が!?」

「うんっ！　凄腕の薬師さん！　早速お願いします！」

　ここ数日聞こえなかった元気な声に気付いて、カイトがのっそりと起き上がる。

「ああ、リザ。おかえり」

「もぉ！　カイトは寝てて!!　こちらはマチルダ・ルーテンタークさん！　超凄腕の、帝国領で一番の薬師さんだよ!!」

　どんどん自分を形容する表現が過剰になっていく事に苦笑いしながら、マチルダは名乗った。

「お目にかかれて光栄です、領主様。早速ですけど、診察させて頂きますね」

「いや、これはご丁寧に。すみません。身だしなみも整えずに……」

「病人はそんな事を気にしないものですよ。……うん。とにかく、熱を冷ます事から始めないといけないわね。手持ちの薬だけじゃ少し心許ないかも。すみません。どなたか、あるだけの薬草を持ってきてくれますか？」

「へ、へい！　薬草だけなら売るほどあるんで、お任せを！　おおい！　お前らー!!」

　ヘルムートが居住区を走り回ると、本当に山のような薬草が集まった。

「ありがとうござ……ちょっ!?　この薬草、どこで手に入れたんですか!?　こっちも!!　全部合わせたら帝国銀貨五十枚でも足りないくらい!!」

「エルフとオーガのみんなから集めて来たんですわ！　足りますかい!?」

「……足りるですって？　これで病人を治せなかったら薬師の名折れよ。それに私、一応《調合》のスキルを持っているの。未知の薬草だって失敗しないから、安心して！」

「おおっ！　そいつぁ頼もしい!!」

　マチルダは速やかに薬を調剤した。

　その手際の良さには、集まって来た領民をはじめ、エルフやオーガからも感嘆のため息が漏れる。

「はい。領主様。これを飲んで下さい」

「あ。これはすみませうわっ、苦い!!　これ、飲まなくちゃダメですか？　あの、もうちょっとマイルドなヤツは……」

「もぉぉぉ、こらぁ！　カイトー!!　男の子なんだから、ちゃんと飲んで!!　みんながすっごく苦労したんだからね!!」

「あ、はい。ごめんなさい」

　苦い顔をして苦い薬を飲んだカイトは、そのまま一晩寝ることになった。

　翌日になると、熱はすっかり下がり顔色も良くなった、健康を取り戻した虚弱な領主様がそこにはいた。

　カイトは改めてマチルダにお礼を伝えて、頭を下げた。

　噂通りの領主の姿を見て、マチルダは「ふふっ」と吹き出した。

「お礼は結構です。……今日から私もアルゴートの領民ですから！　よろしいですよね？　領主様？」

「リザから話は聞いています！　もちろんですよ！　歓迎します!!」

　アルゴートに足りなかったパズルのピースが、また一つ埋まった瞬間であった。
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　マチルダ・ルーテンタークがアルゴートにやって来て三週間。

　凄腕薬師の売り文句に偽りはなく、彼女の才能は大いに歓迎されていた。

「はい。オーガの方たちにはこちらの栄養剤を。体調不良の時にも飲めますし、予防として常用してもらっても構いませんよ。滋養強壮に重点をおいています。オーガの皆さんは体が丈夫ですが、内側のケアに気を付けてくださいね」

「これはマチルダ殿。お心遣い、大変痛み入る。我らオーガ族は薬に頼ると言う発想すらなかったもので。よもや、栄養剤一つでここまで万全の体調が維持できるとは。いやはや、薬師と言うのはすごい職業ですな」

　オーガ守護隊の隊長リキドは、週の初めに決まってマチルダの店を訪ねる。

　そこで部下たちに飲ませる栄養剤を入手するのだ。

「いえいえ。大したことではありません。私はたまたま《調合》というスキルを付与されたので。父も薬師でしたし、本当にすごい偶然が重なっただけなんです。環境に恵まれただけですから、あまり褒められると困ってしまいます」

　リキドは「それは謙遜が過ぎますぞ」と首を横に振る。

「マチルダ殿の薬で、領主様も回復されたと聞き及んでおります。なれば、あなたはアルゴートの救世主であらせられる。もっと堂々としてくだされ。でなければ、我らが里に残っている同胞にこの素晴らしい薬を自慢できなくなる」

　リキドはお世辞を言えるほど器用な男ではない。

　それが分かっているので、マチルダも表情をほころばせる。

「あらあら。そこまで言ってくださるのなら、少しだけ威張ってしまおうかしら。なんて、ふふっ。本当にこの土地は良いところですね」

「はっはっは。アルゴートに来られた者は、まずその感想を口にしますな！　かく言う我らオーガ族も、全く同じ感想を口にしたものです。多種族が共存できる土地。これは得難きものですな！」

　マチルダは「ええ！　本当に！」と応じる。

　リキドは両手いっぱいの栄養剤を抱えて、守護隊の詰め所に戻って行った。

　入れ替わりにエルフのフレデリカがやって来る。

　聞けば、彼女の仲間が厨房で火傷を負ったとのこと。

　マチルダはすぐに傷薬を調剤した。

「こちらの薬でまず患部の消毒を行います。それが済んだら、こちらの黄色い瓶に入っている傷薬をたっぷり塗り込んで下さい。大丈夫です。傷痕は残りませんよ！」

「ああ、良かった！　料理人に火傷はつきものとは言え、若い子の腕に火傷の痕が残るのは可哀想だと思っていたのです！　マチルダ様、感謝いたしますわ!!」

　駆け足で帰って行くフレデリカを見送って、マチルダは物思いに耽る。

　彼女は一度もカイザッハの街から出た事がなく、アルゴートへの移住に対して少なからず不安を抱いていた。

　だが、蓋を開けてみれば何の事はない。

　領民はマチルダを頼ってくれる。

　彼女はそれが嬉しい。

　薬師として、本当の生きがいを見つけた気分だった。

　無条件で自分を信じてくれるのは何故だろうかと、彼女は不思議だった。

　が、すぐに納得した。

「こんにちはー！　マチルダさん、遊びに来ましたぁー!!　それから！　この体の弱い領主様の検査もお願いしまーす!!」

　リザがカイトの腕を引っ張って、マチルダの店にやって来た。

　マチルダは既に知っている。

　この領主が信任してくれたから、自分はすんなりとアルゴートに受け入れられた事を。

「カイトさん、予後は良好のようですね。ちゃんとお薬飲んでますか？」

「はははっ。どうにか頑張っています。飲まないとリザが怒るんですよ」

「当たり前だよぉ！　カイトが倒れて、わたしもみんなも、すっごーく心配したんだからね!!　一緒に住んでいる者としては、もう二度とカイトを病気にさせないの!!」

「この調子でして。俺が用意するまでもなく、食事の時間になると薬の瓶が一緒に出て来るんですよ。参りました」

「あらあら。リザちゃんは本当にカイトさんの事が好きなのね」

「ふぇ!?　や、別に、好きとかそーゆうのじゃ！　いや、嫌いじゃないですけど！　もちろん!!　でも、好きとか！　あれ？　嫌いじゃないってことは、好きってことで!?」

　顔を赤くしてぶつぶつと呪文を唱え始めたリザ。

　カイトはそんな彼女を笑顔で眺めてから、マチルダに質問する。

「何かお困りの事はありませんか？　不足しているものはないですか？　マチルダさんには無理を言って移住して頂いたので、気になっておりまして」

「ふふっ。過不足なく、毎日楽しく過ごしています！　いえ、むしろ満たされているかもしれません！　新参者の私をこんなに頼ってくれて！　働きがいがあります！」

　マチルダの住んでいたカイザッハが父であるアルフォンス・フェルバッハの領地である事をカイトも既に知っていた。

　もちろん、その父が領主としての責任を果たしていない事も。

　カイトはカイザッハに自分の手が届かない事を歯は痒がゆく思っていた。

　誰であろうと、笑顔で毎日を過ごす権利を有している。

　目の前にいるマチルダのように。
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　フェルバッハ家では、アルフォンスが胃痛を堪えながら政務をこなしていた。

　カイザッハからの書状も毎日のように届く。

　それも山のように。

「アルフォンス様。またカイザッハからです」

「またか!?　ええい、どうしろと言うのだ！　勝手に組合を作ったのはヤツらの方であろう!!　ならば、もう好きにせよと返事をしたはずだ!!」

　領主とは思えない言動であった。

　不思議なもので。追放したカイトの元へ優秀な人材が集う度に、アルフォンスが持っているものが欠けていくように思われて、剛腕の領主として名を馳せた男は胸を押さえる。

「父上！　ホーランド様から舞踏会の招待状を預かって参りました!!」

「黙れぇぇ!!　貴様はいつもいつも!!　ホーランドは確かに上級貴族だ！　邪険にはできん!!　だが、クレオ!!　貴様も口と耳が付いているのならば、聞いたことに対して自発的に対応できんのか!?　いい加減にせよ!!」

「そ、そう申されましても。僕の一存で物事を決めてしまっては、万が一の時の責任が取れません」

「責任を取るのが領主の務めであろうが!!　貴様は自分の領地もろくに管理できず、貴族とのパイプを手当たり次第に繋ぐものだから、仕事ばかりが増えていく!!　貴様の得た稀有なスキルの《富の泉》はいつになったら覚醒するのだ!?　湧いて出て来るのは下水の汚泥ばかりではないかぁぁ!!　ぐぅっ。ごほっ、ごほっ」

　激務が祟り、疲労が重なり、アルフォンス・フェルバッハは心身ともに限界が近づいていた。

　それもこれも身から出た錆なのだが、錆に蝕まれてなお、彼はその原因と向き合おうとしない。

「それでは、ホーランド様の舞踏会には僕が名代として出向きましょうか？」

「馬鹿が!!　踊る暇があれば、私を手伝わんか！　カイザッハ一帯がもはや手の付けられん状態になっておる!!　組合などを作りおって、愚民どもが！　そうだ、クレオ！　貴様が名代としてカイザッハに赴き、組合を解散させて来い!!」

「む、無茶ですよ！　僕にはそのような大役……！　兄上ならばいざ知らず……あっ！　いえ!!」

　クレオは自分が何を言おうとしたのか、すぐに理解ができなかった。

　あれほど蹴落として悦に入っていた兄の存在を、今まさに求めているのは自分である事を。

　カイトはクレオが気付かないところで、常に率先して矢面に立っていたのだ。

　優れた才能はなくとも、カイトが兄でクレオが弟だと言うだけの理由で。

　今さらその簡単な事に気付いて、クレオは虚しさに苛まれていた。

　その日の晩。

　アルフォンスは胃痛が原因で熱を出す。

　彼を診てくれる医者も薬師もいない。

　それらを失った原因にも気付けない。

　フェルバッハ家に立ち込める暗雲は、いよいよ雷雨を降らせようとしている。
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　二週間後。

　フェルバッハ家では、どうにか体調を持ち直したアルフォンスが仕事をしていた。

　軽い気持ちで帝国の中枢に関わってしまったばっかりに、分不相応な役目を押し付けられることになった彼は、相変わらず追い詰められた状況であえいでいた。

「父上！　父上!!　良き知らせを持って参りました!!」

「……クレオか。……貴様の良い知らせが本当に吉報だったのはいつまで時を遡れば良いのか。して、どうした？　またホーランドの晩餐会にでも呼ばれたか？」

　アルフォンスは愚か者だが、馬鹿ではない。

　一度ならば「次こそは」と思い、二度目は「またか」と呆れるが、三度目になると先に疑ってかかる。

　そして、これは果たして何度目か。

「どうせしょうもない面倒事だろう」とアルフォンスは愚息の喜ぶ顔を見てため息をついた。

　だが、世の中と言うものは実に絶妙なバランスを保っているもので、悪い事ばかりが永遠に続くように思われた日々に、突如として光が差し込むこともある。

　東方の国では、待てば海路の日和ありと言うらしい。

「天使と出会いました!!」

「クレオ。思えば貴様にも、少し強く当たり過ぎたかもしれん。少し休め」

「いえ、父上！　お任せくださった領地のフォルメアンにですね！　なんと天使が住んでいたのです!!　僕のスキル《富の泉》で湖を一つ整備したのですが、そこがどうやら天使の気に入っていた場所だったらしく!!　領主に礼を言いたいと僕のところにやって来ました!!」

「それは本当か!?　いや、待て。天使と言うのはその辺りをホイホイ歩いているものなのか!?」

　アルフォンスの懸念も当然のものだった。

　だが、実際にフォルメアンには天使が住んでいたのである。

　アルゴートに集う天使たちのように眠っていた訳ではなく、どうやら年齢が若いらしい。

　天使の「若い」が果たして何歳を指しているのかは分からなかったが、アルフォンスも「これはまたとない好機」と考え、翌日にはクレオを伴いフォルメアンへと出立した。




◆◇◆◇◆◇◆◇




「一週間後にまた来ると申しておりましたので、明日にはここへやって来るはずです！」

「そうか！　……しかし、条件がな。領地を寄越せと言っておるのだな？」

「はい！　できるだけ大きい領地を自分のものにしたいと！　何でも、自分で統べる土地を探している最中だそうで！」

「天使と言うものは、自らそのような要求をしてくるものなのか……。まるで古い寓ぐう話わに聞く悪魔との取引のように感じられるが……」

　アルフォンスはアルゴートに住まうと言う天使たちを思う。

　彼自身はシエラとしか面識はないが、彼女が「領地を差し出せ」などと言う、あまりにも俗な条件を提示した上でカイトに使役される事になったと考えるほどこの名領主と呼ばれた男は単純にできてはいない。

　だが、現実問題として、翌日。

　本当に天使が訪ねて来たのだ。

　こうなるともう、信じるしかない。目の前の現実を否定する事もまた、愚行なのである。

「約束通り来てやったぞ！　そっちの髭のおっさんがクレオの父親？」

「はい！　そうです、ナナカ様!!」

　天使の名前はナナカ。

　彼女は自分を「極めて優秀な天使」であると自己紹介した。

「な、なるほど。では、聞かせてくれぬか。ナナカ殿は大天使よりも優れているのか？」

「はあ？　大天使？　髭はもう少し笑える冗談を言えよ。大天使なんて存在したのは、今から何百年も前の話！　そんなの、今の時代に生きてる訳ないだろ！」

「そ、そうなのか？」

「そうなんだよ！」

　アルフォンスは考える。

「であれば、カイトが使役しているシエラという名の大天使は何だったのか」と。

　いくつかの想定が彼の脳裏に浮かびあがった。

　まずは、カイトがシエラに良いように騙だまされているパターン。

　だが、これまで帝国の侵攻を難なく退けている事実を考えると、すぐに頷くのは難しい。

　次に考えたのは、「大天使」と言うのはシエラが勝手に名乗っている自称ではないか説である。

　そうなると、目の前のナナカが大天使を知らない理由にも筋が通る。

　最後に「ナナカが大天使の存在を知らないのは、力が弱く、浅い知識しか持たない天使であるため」と言う最悪のパターンも少しばかりよぎったが、アルフォンスはそれを無視した。

　ナナカには羽が生えており、宙に浮いている。

　この時点で人間ではない、生物としての上位存在である事は明らかであり、ならば詮索をするだけ無意味であるとアルフォンスは結論付けた。

「では、ナナカ殿。一つ頼まれてはくれぬか？」

「はーん？　さては、わたしの力を試したいって腹積もりだな？　分かる、分かる！　人間にとって天使って未知の存在だからなー！」

「おお！　理解があって助かるぞ！」

「で？　わたしに何をして欲しいんだ？」

　アルフォンス・フェルバッハは一代で帝国領内に名を馳せた名領主である。

　交渉の妙ならば弁えていた。

「このフォルメアンには、盗賊がアジトを構えておるのだ。それがなかなかに強く、狡猾で、私もクレオも手を焼いておる。そこで、ナナカ殿にはその盗賊を成敗して頂きたい」

「あー。はいはい。要は人間狩りをしろってことだな？」

「う、うむ。何やら物騒な言葉に置き換わっておるが、概ねその通りだ」

「まあ、良いでしょ！　楽しそうだしな!!　じゃ、その盗賊を狩り尽くしたらわたしの要求も呑んでくれるってことで良いんだな？」

　ナナカの要求とは、繰り返すが「大きな領地を寄越せ」と言うものである。

　領主にとって領地は命の次に大事な財産であり、八百屋で野菜を買うように簡単に切り売りして良いものではない。

　だが、ナナカにその価値があるのならば、悪い取引でもないとアルフォンスは考える。

「良かろう。ナナカ殿の力が確かであると認めれば、こちらとしてもナナカ殿の要求に最大限応えよう。私としても、正しい力には正当な対価を用意する」

「りょーかい！　じゃ、明日の同じ時間に、そうだな……。街の噴水の前に来てみろよな！　そこに纏めて置いとくからさ!!」

　最後にナナカはこう締めくくる。

「この《力の天使》であるナナカ様にひれ伏す権利をやるぜ！　光栄に思うんだな!!」

　余談だが、力の天使の系譜の最上位に君臨するのは破壊の天使。

　つまり、アルゴートに住んでいるネイアなのだが、当然のことながらアルフォンスとクレオはもちろん、ナナカもその事実については知らないでいる。

　ナナカは執務室にあった果物を乱暴に掴むと、それを食べながら翼を羽ばたかせ、優雅に飛び去って行ったのだった。
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　翌日。

　アルフォンスとクレオが指定された場所へ行くと、そこには背筋が寒くなる凄惨な光景が待ち構えていた。

「遅かったじゃないか。はい、これ。一応殺してないと思うけどな。まー、死んでても別に問題ないだろ？　どうせ人間だから！」

「これは……何と言う……。クレオ。今回ばかりは手放しで貴様を褒めなければならんようだ。よくぞナナカ殿を私と引き合わせてくれた！　彼女の力は本物だ！　この力さえあれば、アルゴートに怯える心配もない！　帝国の中枢に媚びへつらうのも終わりだ!!」

「ようやく僕たちのあるべき場所へと戻る日が来ましたね！　父上!!」

　アルフォンスとクレオは手を取り合って喜んだ。

　天使の力を手中に収めた今、怖いものなど何もないと。

「数が結構いたから、途中から何人なのか分からなくなったぞー。百までは頑張って数えてたんだけどなー。人間ってみんな同じ顔してるから、区別できないんだよなー」

　クレオが積み上がった盗賊の山を数えてみると、百四十二人ほどが虫の息でどうにか人としての形を保っていた。

　それは、ナナカの実力の確かな証明でもあり、フェルバッハ家に差し込んだ光明の証でもあった。
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　力の天使ナナカはとても良い気分だった。

　アルフォンス・フェルバッハとその息子のクレオも幸運に酔っていた。

「ちょっと、髭！　お酒、全然足りないんだがー！　あと、肴さかなもー！　もっと上等なヤツ持ってこいよー！　せっかくの宴だろ!!」

「クレオ！　ナナカ殿のおっしゃる通りに手配しろ!!」

「かしこまりました！」

　この三日ほど、彼らはフォルメアンにある領主の館で酒池肉林の限りを尽くしていた。

　ナナカは天使と呼ぶにはかなり俗っぽい性分をしており、特に酒を好んだ。

「人間ってただ生きてるだけだけどなー。このワインやウイスキーを作った事だけは褒めてあげようと思ってんだよ、わたし！　最初に考えたヤツはわたしの眷けん属ぞくにしてやっても良いくらいだ！　ちょっと、髭！　新しいワイン持ってこいって！　次は白な、白!!」

「おい！　大至急ワインを用意しろ！　上等なものが良い！　帝国暦七二八年ものの白ワインがあっただろう！　それを持って来い!!」

　このような大騒ぎが前述の通り、三日ほど続いた。

　フォルメアンは貧困にあえいでいるとは言わないが、決して豊かな領地ではない。

　そのため、力の天使ナナカの接待のために、クレオは領民から多くの税を取り立てていた。

　酒を奪い、肉を魚を、問答無用で献上させたのである。

　この行いは褒められたものではない。

　現に、アルフォンスもその様子を見ていて少しばかり眉間にしわを寄せた。

　だが、名領主でその名を馳せたアルフォンス・フェルバッハも、カイトを追放してからはその評判は急落している真っ最中であり、正直いつ領民の暴動が起きてもおかしくない緊張状態が続いている。

　結局のところ、アルフォンスとクレオは似たもの親子なのである。ただ父の方にはある程度の経験と、成功体験による知識がある。

　こうなると、カイトが彼らに似なくて良かったと言わざるを得ない。もちろん、ある程度の類似点はある。かつてカイトは父を目指して研鑽を続けていたためだ。

　だが、もしかすると潜在意識では反面教師の生きた教材として役立てていた可能性も否定できない。

「ところで、ナナカ殿」

「なーんだよ、髭！　せっかく気持ちよく酔ってるのにー！」

「これは失礼を……。ですが、そろそろナナカ殿にお願いしたい事について、話をさせて頂きたい」

「あーあー。その願いを聞いてあげたら領地を寄越すってヤツだな！　良いぞ、言ってみー？　聞いてやろうじゃないか!!」

　アルフォンスは語った。

　アルゴートという名の辺境の土地に、数人の天使が住んでいる。

　その天使たちは悪逆の限りを尽くし、帝国に楯突く不届き者の集まりであり、その討伐を任されたのが我らフェルバッハ家である、と。

　事実なのは「アルゴートに天使が住んでいる」という点のみだが、ナナカには確かめようがないし、この天使は己の実力に妄信に近い自信を持っているため、確認する意思もない。

「へー？　それは野良天使か？」

「私はその中の一人にしか会った事がないのだが、その者は自分を大天使であると呼称していた」

「大天使」という言葉を聞いた途端に、ナナカは吹き出した。

「だからなー。大天使なんて、もう神話レベルの昔話だって言ってんだろ！　そんなのが今の時代にいる訳ないだろーが！　髭、あんた頭悪いなー！」

「ぐっ。た、確かに、シエラが大天使であるかの真しん贋がんを見極める術が我らにはないが。う、ううむ……。果たしてこれは……。いや、しかし……」

　ナナカは悩むアルフォンスに向かって言った。

「とりあえず、地図くれよ。明日にでも行って、その嘘つき天使をボコって来るからよ！　お土産に羽の片方でもむしって来ようか？」

　この自信に溢れた天使に、アルフォンスは賭ける事にした。

　もはや、退路はないのである。

　アルフォンスはこれまで賭けで負けたことがない。

　勝算のない賭けには絶対に応じなかったからである。

　その大前提を疎かにした、堕ち続ける名領主。

　そこに気付けないのならば、もうギャンブルからは足を洗った方が良い。
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　翌朝。

　アルゴートでは、カイトがシエラとリザを連れて領内を視察して回っていた。

「おっ！　領主様じゃねぇか！　あんまり無理しねぇでくださいよー!!」

「ご心配、ありがとう！　みんなも根を詰め過ぎないようにしてください！」

　農業ハウスでは、開墾班が元気に働いていた。

　続けて居住区に回る。

「カイト様！　領民の陳情について、オレが纏めておいたぜ！　お役に立てると良いんだがな！　どんなもんだろ？　久しぶりに書類仕事なんてするからよ、感覚が鈍っちまってんだよなぁ」

「うん。すごくよく纏まっていて、おまけに読みやすいです。さすがヘルムートさん。経歴はしっかりと息づいてますね！」

　ヘルムートはかつて帝国領で司書をしており、見かけによらず高い教養を持っている。

　さらに、アルゴートに来てからはその恵まれた体格で力仕事をこなしていたため、戦士としても通用する肉体が自慢。

　加えて最近ではオーガに武器の扱いを学んだり、エルフに魔法の訓練を頼んだりとさらに自分を高めている。

　もはや誰もが認めるカイト・フェルバッハの立派な片腕になっていた。

「そうだ！　カイト様よぉ、ユリス様とネイア様が丘の方で喧嘩してたんだがな。ありゃ放っておいても良かったのかね？」

「ええ……。それは放置できないヤツですね。分かりました、俺が行きます」

　シエラはため息をつく。

「……まったく。……二人とも上位天使としての自覚が足りない。……嘆かわしい」

「ほえー。天使に上位とか下位とかあるんだ？　知らなかったよぉー。シエラちゃんが一番偉いんだよね？」

　好奇心旺盛なリザは天使の序列について興味津々な様子。

「……もちろん、私が一番。……どやぁ。……でも、ユリスもネイアも階級はかなり高い。……そんな天使を統べるカイトは結構すごい。……誇っても良い。……リザもなかなか男を見る目がある。……そっちも誇って良い」

「その誇っても良い人は、今まさにユリス様とネイアちゃんの間でもみくちゃにされてるけどー。あはは……。怪我しないと良いなぁー」

　こんないつもの日常に、招かれざる客がやって来た。

　門を創造したり、鉄柵で囲んだり、さらには警備も相当に厚くて侵入者には警戒していたのにもかかわらず。

　だが、これは致し方ない。

　侵入者は天使であり、上空からやって来たのだから。天使に対する準備まで想定しろと言うのは、いくら何でも若き領主に酷である。
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　ドンッと地響きを轟かせて、勢いよく着地したナナカ。

　その衝撃で、ユリスが「これは自信作なのだよ。ふふんっ」と言ってよく自慢している、お気に入りの噴水にひびが入り、装飾が崩れ落ちる。

「ええと、どなた？　見るからに天使だけど、シエラたちのお知り合いかな？」

「はっ！　そこらの雑魚天使にわたしの名前を言ったところで知らないだろうけどな、一応名乗っておく！　わたしは力の天使！　名前はナナカ!!　ひれ伏せ、雑魚どもぉ!!」

　カイトは「どうやらこの天使はうちの三人と無関係の者らしい」と納得した。

　続いて、「では、何ゆえ天使が急に訪ねて来るのか」と疑問が湧いてくる。

　仮に旧知の仲ではなくとも、天使同士なので何か人間には分からない力で居場所を探ったりできるのではないか。

　だとしても、これまでの期間現れなかった天使が急に来訪するのはやはり筋が通らない。

　カイトが首を傾げている間にも、ナナカは止まらない。

「雑魚天使をボコって来いって約束なんだよなー！　一匹ずつボコった方が良い？　全員でかかってきても良いけど？　あんたたちに恨みはないけど、悪く思わないでくれよな！」

　命知らずの天使は、シエラ、ネイア、ユリスの順番に同じセリフを繰り返す。

「へー？　力の天使ね？　力の天使ごときが、破壊の天使のネイアさんを雑魚って言った？　ふーん。あたしの下位互換の天使がねー？」

「……は？　ちょっと待てって。破壊の天使？　あんたが？」

「ボクの芸術品を破壊するとは、その度胸だけは認めてやらざるを得ないのだよ。しかし、少しばかり想像力を働かせてほしかったのだがね。この蛮行の代償は、君が思っているよりもはるかに大きいのだが。請求書と領収書は必要かね？」

「な、なんだよ!?　そんな難しい物言いしても、わたしはビビらねぇぜ!!」

「……あまりにも身のほど知らず。……ナナカとか言った？　……天使なら、相手の力を推し量れるはず。……少しだけ待ってあげるから。……これからどうして自分が酷い目に遭うのかの認識くらいはさせてあげる。……私は慈悲深い。……むふーっ」

「は、はんっ！　そうやって脅かそうったってそうは……。は、ははははっ、えっ、マジで言ってんのかよ!?　なんだこいつら……!!」

　圧倒的と表現してもまだ足りないほどの実力の違いを理解してしまったナナカ。

　その先は哀れな結末が口を開けて待ち構えている。

　ネイアが詰め寄る。

「あんたの力がどの程度なのか、あたしが試してあげる！　ほら、かかって来なさい!!　ほらほらぁ!!　どんなに絶望的でも、戦わなきゃやられるだけなのよ!!」

「ヤメるのだよ、ネイア。これ以上君に暴れられると、ボクの芸術品が更に破損してしまうのだからね。ここは、シエラに任せるべきだと思うのだよ。頼むのだよ、大天使。やれやれ。ボクの仕事がまた増える。まったく、まったくなのだよ」

　シエラは無言でこくりと頷いた。

「……どこから来たのか知らないけれど、元の場所にはサービスで戻してあげる。……反転魔法。……『ラウバウンス・バック』」

「えっ、あっ!?　うわ、か、体が!?　み、みぎゃぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　ナナカは冗談みたいな勢いで空高く弾き飛ばされ、そのままフォルメアンへ向かって猛スピードで押し戻されるのだった。

　そのフォルメアンでは、アルフォンスとクレオが吉報を待ち構えていた。

　ガシャンと何かが壊れる音を聞いて、「帰ったか！」と二人は飛び出した。

　そこには、教会のステンドグラスを割って、地面にめり込んだナナカの姿があった。
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　アルゴートを急襲して来た招かれざる客。

　相手が帝国軍であれば、カイトも納得はできないものの理解はできただろう。

　だが、天から舞い降りた天使が、あろうことか大天使のシエラをはじめ、上級天使のユリスとネイアに矛を向けた事情がどうしてもカイトには分からなかった。

「まったく、本当に破壊の天使の系譜はまったくなのだよ。どうしてああも粗暴で、こうも物を壊して回るのが好きなのか。ボクには理解ができないのだよ。……ああっ！　ボクの自慢の噴水がこんなにも無残な姿に！　ここの飾りは特にこだわっていたのに、酷いのだよ。うぐぅ。……修理するのだよ。信じられないのだよ。まったく……」

　ユリスは率先して力の天使ナナカの壊した建造物の修復をして回っていた。

　これは、どういう訳かナナカがユリスの気に入っていたものばかりを破壊して回ったためである。

　ユリスにとって自分の創造したものは我が子も同然。

　愛情を注いで創ったものならば、愛着が湧くのもまた然り。

「ねーねー、ユリスー？　どうせ壊れたんだし、噴水をさ！　パカーンって真っ二つにしても良い？　壊しがいがありそうだなってずっと狙ってたのよねー！　あたし!!　さっきの天使、ナナカだっけ？　態度は良くなかったけど、目の付けどころは悪くないわね！」

　ユリスはため息をついて、ネイアを指さす。

「そもそも、破壊の天使の系譜に属する力の天使がどうしてボクたちを襲って来るのかね!?　百歩譲って襲ってきたとして、どうして自分の上位存在である破壊の天使の君にまで歯向かうのか、理解ができないのだよ！　あと、ボクの噴水に手を出したら、ぶっ飛ばすのだよ」

　だが、ネイアも「だからー」とうんざりした顔で応じる。

　このやりとりは既に五回ほど行われているからだ。

「知らないわよ！　あたしだって眠ってた時間が長いんだから、その間に生まれた天使なんでしょ？　そもそも、天使の責任がどーとか言うならさ、大天使のシエラに文句言いなさいよね！」

「ふむ。ネイアにしては論理的な意見なのだよ。シエラならば何か分かるかもしれない」

　話題の中心は大天使・シエラに移る。

　が、彼女はエルフが差し入れに持って来てくれたサンドイッチに夢中であった。

　この点に関してはカイトも明らかにしておきたい。

　ずっと静観していた彼は、隣でリスのように頬を膨らませている大天使に質問した。

「さっきの天使はシエラたちと同じ……と言ったらおかしな表現になるけど。何と言おうかな、つまり同種族ということで良いんだよね？」

　シエラも主の問いかけには、食事を一時中断する用意がある。

「……肯定。……先程の天使は間違いなく、私たちと同じ種族。……一般的に天使と呼ばれる括りでの、仲間とも言える」

「その仲間が、どうして俺たちを襲ってきたんだろう？　明らかにアルゴートを名指しで狙って来たようにしか見えなかったけど」

　カイトは一番の懸念事項を口にする。

「もしかして、他にもシエラたちと敵対している天使がいて、その天使がまた襲ってくる……なんて想定もしておいた方が良いのかな？」

「……分からない。……記憶がおぼろげなため、肯定も否定もできない。……ごめんなさい」

　シエラの失われた記憶に関しては、アルゴートで非常にセンシティブな情報として扱われている。

　ユリスが慌ててフォローを入れた。

「ま、まあ、気にする事はないと思うのだよ！　もちろん、警戒は最低限するべきだと思うがね。これまで、カイトくんが構築して来た人脈は盤石とも言える。エルフ、オーガの多種族も護衛の任についていることだし、いざとなれば、脳筋の天使もいるのだよ」

　ネイアが腰に手を当てて、控えめな胸を張る。

「ちょっとぉ！　誰が脳筋よ！　あたしは破壊の天使なんだからね!!　ま、ユリスと同意見なのは癪しゃくに障るけど、カイト！　あんたはドンと構えてなさい！　戦いは大将がビビった時点で負けてるようなものなんだからね!!　あたしがいるのに負けるとか、あり得ないから!!」

　カイトは二人の個性的なエールを思いやりとして受け取った。

　そして再度確認する。

「この領地には、頼りになる天使が三人もいてくれる。ならば、恐れるものなど何もない」と。

　だが、心の奥では言い知れない不安がくすぶっているのも事実だった。

　二律背反に悩みながらも、カイトは前を向く。

「おーい！　カイトー!!　マチルダさんから栄養剤もらってきたよぉー！　ご飯食べたらこれ飲みなさいって！　領民のみんなも不安だと思うから、こんな時に倒れないようにしないとね！　ねーっ！　領主様っ！」

「うっ……。努力するよ。……最近、ちょっと筋肉がついてきたんだけどなぁ。ほら、みんな。分からないかな？　見て、これ。力こぶ。あれ、みんな？」

　最後のセリフは全員がスルーして、それぞれ建物の修復作業と瓦礫の撤去作業のために散って行くのであった。
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　それでは、件のぶっ飛ばされた力の天使のその後はどうなったのか。

「ちょっとー。おい。髭ー！　聞いてないんだけどよー。なー、事前にもっと情報を寄越すべきじゃないのかー？　髭ー!!」

　ナナカはフォルメアンの医者によって一応の治療は施されており、その体は包帯でぐるぐる巻きにされていた。

　天使の回復力は人とは比べ物にならないので、数日もすれば仮装のような恰好から解き放たれるだろう。

　だが、怪我は治っても機嫌は直らない。

　ナナカの文句は続く。

「マジでよー。いくらなんでもあれはないわー。大天使だからな。雑魚天使だと思って出かけて行ったら、この世のラスボスがいたのだが！　しかもー！　創造の天使までいるからな！　極めつけは、破壊の天使！　わたしの上位存在がいるところに特攻かけさせるとか、正気か!?　なんとか言えよ、この髭!!」

　アルフォンスは憔しょう悴すいしていた。

　天使の力を得たと思えばその天使が忠告を聞かずに突っ込んで行って、あろうことか呆気なく吹き飛ばされて帰って来た。

　アルフォンスは察していた。

　ナナカが墜落して来た場所は教会であり、ステンドグラスが割れただけで被害が出なかった。

　フォルメアンはそれなりに大きな街である。

　建物だって多くあるし、領民も少なくはない。

　そんな状況で、全くと言って良いほど被害が発生していない。

　それはつまり「狙ってそこにナナカを落とした」事を意味しており、翻っては「次はない。もう一度同じことをすれば、次はお前の住む屋敷を狙う」と言う、高度な脅しだという事を、腐っても名領主のアルフォンスは全て理解していた。

　厳密に言えば、シエラの使った反転魔法は「対象を直近の滞在地へと強制的に押し戻す」効果があるだけであり、そこにカイトの父や弟が介在している事など彼女は知る由もないのだが、その事情を同じくアルフォンスには知る事ができない。

「たまたま人のいない場所にナナカが墜落した」と言う偶然も重なり、結果として過剰な警告を生み出すこととなっていた。

「ナナカ殿。私は確かに注意喚起をしたはずだが」

「だーかーらー！　そこんとこをもっと詳しく教えときなさいって話だろうがー？　これだから人間ってヤツは愚かなんだよなー」

　アルフォンスは彼女との押し問答の無意味さに疲れ、「愚か者はお互い様だろう」と心の中で毒づいた。

　それにしても、恐ろしきはアルゴートの天使である。

　ナナカの力は人間の領域をはるかに超えるものだった事は、間違いない。

　そのナナカが、何もできずに直送便で叩き返される相手。

　おまけに返り討ちに遭った天使が、相手にした三人ともが上位の天使であり、シエラに至ってはやはり大天使だと証言する。

　この件に関しては、直接対峙して来たナナカが言っているので間違いないだろう。

　アルフォンスは念のために確認を取ってみた。

「ナナカ殿。何か、搦からめ手のような策を用いれば、あなたの力でアルゴートを制圧する事はできないのか？」

　ナナカは即答する。

「あー。無理。つーか無理だろ！　髭にも分かるような喩えをしてやるよ。人間が千人集まっても、あんたたちは所詮の人間集まり。わたしには絶対勝てないだろ？　それと同じなんだよなー。わたしみたいな下級天使が上級天使様や、あまつさえ大天使様に楯突いたところで、意味なんかないんだよ。今回みたいに軽くボコってはい、おしまいって訳なんだわ！」

　それでもアルフォンスはアルゴートを潰さなければならないのである。

　それがどんな理由からだったのか。

　もはや、彼自身もよく覚えていないし、それが重要な意味を持つ段階ではなくなっている。

　帝国を巻き込んだこの争い。

　負けた方は、文字通り終わるのだ。

　良くて帝国領内からの追放。

　最悪、死刑に処される可能性だって現実的な確率で存在している。

「まー。とにかくなー。アルゴートには手を出さない方が良いってことだなー。マジでヤバいから、あそこ。髭も長生きしたいだろ？　余生はゆっくり本でも読んで過ごせよ。良かったな、今回わたしが間にいて。じゃなきゃ死んでたぞ、髭」

　ナナカにとって、既にアルゴートとのいざこざは他人事。

　他人の不幸ほど軽く扱えるものはそうない。

　アルフォンスは渋いだけのワインを飲んだような顔で、ナナカが寝ている部屋を出るのだった。










８章　《目覚まし》は眠らない




　アルゴート。領主の執務室。

　つまりカイトの家に天使たちが集まっていた。

　同居しているリザも当然同席して、住民の代表はヘルムートが務めている。

「みんなに集まってもらったのは、ええと、何と言えば良いかな。その……」

　いつになく歯切れの悪いカイト。

　リザはそんな彼の思いを咄とっ嗟さに察したが、同じく口に出す事ができない。

　大切な家族が関わる事だからである。

「ふむ。ボクが代弁してあげるのだよ。カイトくん。つまり君は、こう言いたいのではないのかね？　天使を相手に想定したアルゴートの防衛計画を立てたいと。ボクたちに遠慮することはないのだよ。誰も気を悪くしたりしないのだからね。天使とは言え千差万別。色々な者がいるのだよ。……当然、君の家族もその辺りは理解していると思うのだがね？　他ならぬ、君の家族なのだよ。君が信じなければどうするのかね」

　カイトはユリスの言葉を聞いて、控えめにシエラの顔を見た。

　そこには、いつもと変わらない表情の大切な家族がいる。

　だが、シエラの表情から感情を読み取るのは、一緒に暮らしているカイトやリザにも難しい。

　そこまで全てを把握した上で、シエラが口を開いた。

「……気遣いは無用。……私はカイトやリザの思いやりをちゃんと感じている。……素直に嬉しい。……私は感情表現が苦手。……申し訳ないと思う」

　カイトが慌てて「いや、謝るのは俺の方だよ!!」と立ち上がる。

　勢いよく立ったため、椅子が倒れてしまった。

　彼は重ねて「ごめん！」と謝った。

「俺、シエラに……。もちろん、ユリス様やネイアもだけど。天使のみんなに天使に対抗する作戦はあるかって、どうしても聞きたくなくて。だって、やっぱり同じ種族じゃないか。人間同士で争っているだけでも辛いのに。この上、今度は天使同士でなんてさ。だけど、領主としてはこの考えが間違っている事も分かってるんだ……」

「カイト……」

　リザが倒れた椅子を起こして、彼の手を引く。

「ありがとう」と言ってカイトは椅子に座り直した。

「カイト様！　オレも言わせてもらうぜ！　天使様方、どうかアルゴートを天使の襲撃から守る知恵を授けてくれ！　オレぁ、領主様の悲しい顔が見たくねぇんだ!!　オレたち領民にできる事がありゃあ、何だってやるからよ!!」

「ヘルムートさん……。すみません！」

　カイトは自分の頬をパンと叩いて、気合を入れ直す。

　今は危機に対する策を立てるのが肝要なのだと。

「天使の三人に聞きたいんだ。力の天使みたいな存在がまた攻め込んで来た時に、どうしておけば領民の安全が保たれるだろうか？」

　すぐに「はい！」と元気よく手を挙げたのはネイア。

　破壊を司る彼女が真っ先に提案をするのはその場の全員が不思議だったらしく、しばし沈黙が大気を汚染した。

「アルゴートの周りを毒の沼地で囲むってのはどうかしら!?　あたしだったら絶対に近づきたくないわね!!」

「そ、そいつぁ困るぜ、ネイア様！　オレたちが先にくたばっちまう!!　と言うかな、それ！　カイト様とシエラ様が来てくれる前のアルゴートなんだよな!!」

「えっ？　そうなの？　人間ってホントに弱いわねぇ」

「す、すみません。アルゴートにゃ年寄りも多いし、なるべく安全な方向で頼めると助かるんすよ。とにかく、せっかく整備してもらった環境を破壊すんのはちょっと……」

　少しの間の後、再び「はい！」と手が伸びる。

　回答者の名前は言うまでもないだろう。

「ユリスにずっと高出力の結界を張らせとくのは!?　あたし、そんな面倒くさそうなとこには絶対近づかないわ!!」

「冗談じゃないのだよ。今張っている簡易結界ならまだしも、天使を弾くような出力の結界を張り続けるなんて、ボクにも創造できないものはあるのだよ」

「えーっ？　何か創る事しか取り柄のないユリスなのにー!?　えー。がっかりだわー」

「ぐぬぬっ。本気で失望しているところが腹立たしいのだよ!!」

　その後も会議は続いた。

　リザが提案した「天使の誰かに門番をしてもらうのは!?」という意見が最も建設的だったが、ユリスはそもそも戦闘向きではないのでその任に当たる事ができない。

「あたしは絶対に嫌よ？　門番って、ずーっと同じとこにいなきゃならないんでしょ？　冗談じゃないわ！　そんな退屈な仕事はパスでー!!」

「うーっ。良い考えだと思ったのにー！　シエラちゃんはダメだよねー」

　リザの言葉にネイアが反応する。

「どうしてシエラだけ特別扱いするのよ！　ずるい、ずるい!!　あたしも特別が良いわよ！　ナンバーワンでオンリーワンなネイアさんは!?」

「ネイアちゃんもすごいのは分かるけどぉー。だって、シエラちゃんはカイトに使役されてるんだから！　いつも一緒にいなくちゃだもん！　カイトを守るのがシエラちゃんの役目だよ！」

「……リザ。……ありがとう。……結論から言うと、人間にできるような対策は残念だけど無意味。……天使が相手になると労力の無駄としか言えない」

「ボクもシエラの意見に賛成なのだよ。例えば、オーガたちに門番を任せたとしよう。相手が人間や亜人種ならば、それで充分事足りるのだよ。だが、手前みそになってすまないけれど、天使は存在の次元が違う。やはり、天使に対抗するには天使の力しかないのだよ。とは言え、適任者がいないのもまた事実。うむむ、困ったのだよ」

　再び沈黙が我が物顔で場に居座る。

　次に口を開いたのは、シエラだった。
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「……大天使の力を借りると言う手がある」

　思いもよらぬシエラの提案に、カイトはすぐさま聞き返した。

「ちょ、ちょっと待って！　シエラ以外にも大天使っているの!?」

「……肯定。……記憶がおぼろげで正確な数までは思い出せない。……けれど、ここからそう遠くない場所に、かつて大天使のいた都市がある」

　ユリスが首を傾げて確認する。

「シエラ。君を疑う訳ではないのだがね。記憶の大半を失っているのに、それは確かなのかね？　現状、アルゴートからシエラが離れるのであれば、確証に近いものがないとリスクの方が大きいと思うのだよ」

　シエラはハッキリとした口調で言う。

「……間違いない。……大天使の気配はハッキリと感じ取れている。……だけど、懸念事項がある。……まず、天使は基本的に人間には干渉したがらない。……相手が大天使になると、私の言う事も聞かないかもしれない。……カイト次第で結果が変わる。……ユリスが言う通り、これはリスキー」

　確かに、ユリスを目覚めさせた時も、ネイアの時も、カイトの傍には大天使のシエラがいた。

　するとカイトには別の疑問が湧いてくる。

「それじゃあ、どうしてシエラは俺に初対面で協力してくれたんだい？」

　シエラは少しだけ柔らかい表情をして、ハッキリと答えた。

「……面白そうだと思ったのが二割」

「残りの八割は？」

「……カイトが私を目覚めさせてくれたから。……暗い闇の中は退屈だった。……カイトは恩人。……だから、私はカイトの言う事を聞きたいと思った。……それは正しい判断だった。……家族ができた。……実は私、……今、結構幸せだよ」

「そっか。……ありがとう、シエラ。俺と出会ってくれて」

「……《目覚まし》のおかげかもしれない。……カイトがそれを得てくれたおかげで、私は」

　シエラはそこまで言うと、セリフの続きを紡ぐ代わりに、にこりと笑った。

　その顔があまりにも綺麗で、カイトは言葉に詰まる。

　最終的に、彼もぎこちない笑顔を作った。不器用過ぎるカイトを見て全員が吹き出す。重苦しい空気はいつの間にか消え去り、笑い声が未来を優しく照らしていた。




　アルゴートの新しい指針を領主が定める。

　領民を、エルフやオーガ、天使たち。

　そしてリザとシエラ。大切な家族を。

　それらを守れるのならば、できる事はなんだってやってみせる。

　カイト・フェルバッハは早速旅支度を整えるのであった。
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あとがき




　はじめまして。既に私を知っておられる稀有な方はお久しぶりです。

　ラノベの大海で今日も元気に漂流中。五木友人でございます。

　この度は拙作をお買い上げいただき誠にありがとうございました。




　今作にはちょっとした制作秘話がございます。

　作家仲間のはにゅう先生と焼肉を食べていた際に「こんな企画があるんですよね！」と盛り上がった事が縁なのです。「ふわっとした原案があるので、自由に書いてください！」と言われたものですから、それを真に受けてガチで自由に書いてしまいました。今はいつも温厚なはにゅう先生が「自由過ぎる！　自制心はないのか!!」と憤慨していないかだけが心配です。




　異世界が舞台のファンタジーは初めての挑戦でしたが、キャラクターたちと楽しく領地経営ができて個人的に満足しております。正統派ではないかもしれません。しかし、私の脳内では常に質の悪い幻想が大騒ぎをしているため、逆らう事ができませんでした。また、シリアスな展開は勢いで誤魔化せないので場面が変わる度に大量の附箋を貼りまくっていたところ、机が安井金比羅宮の石碑みたいになったりもしました。これってシリアスなのかと首をかしげたくなるお気持ち、分かります。けれど、私の中では完全にシリアスです。信じてください。本当です。

　そんな試行錯誤で生まれた世界を楽しんでいただけたのならば、これ以上ない喜びです。

　誰かの「面白かった」で心が満たされる。作家は単純な精神構造をしております。




　あとがきから読み始める方もおられると思いますのでネタバレはできませんが、なにを置いても語るべきはイラストを担当して下さった riritto 先生が命を吹き込んだヒロインたちについてでしょう。

　超絶カワイイのです。全員がカワイイとか、これはもう事件です。是非、お気に入りのヒロインを寝る前に３分ほど見つめてみてください。

　私はこの方法で興奮して寝つきが悪くなりました。ですが、たまに良い夢を見られるようにもなりました。信じてください。責任は取りませんが本当です。




　編集の福島様には大変お世話になり、あとがきを執筆している現在も進行形でご迷惑をおかけしております。元からご多忙のところ、私が新しい忙しさをわんこそばのように次々とおかわりさせてしまった事に関して深く反省しております。これは本当に本当です。




　最後になりますが、この作品に関わった全ての方に感謝を。

　そして応援して下さる皆様にまたお会いできる事を祈りながら、結びとさせていただきます。







著／五いつ木き友とも人ひと　構成／はにゅう










カイト・フェルバッハと創造の女神ユリスのアフタヌーンティー




　創造の女神ユリスは基本的にアルゴートから出ないし、用事がなければ自宅からも出ない。

　そんな彼女が、珍しく領主の家にやって来ていた。




「カイトくん。見てくれたまえよ。これを！　ヘルムートくんが持っていたのだよ！」

「建築図鑑ですか。あ、すごいですね。発行元が帝国出版じゃない！」

「そうなのだよ！　検閲のせいで帝国出版以外の書物は短命で終わると言うのに！　この図鑑！　二十五年も前のものなのだよ!!」

「ヘルムートさん元司書ですもんね。アルゴートに流された時に持って来たのかな？」

　いつになく興奮気味のユリス。

　聞けば、この感動を共有しようとした仲間の天使たちに冷たくあしらわれたらしい。

「カイトくん、暇かね!?　ボクの家でアフタヌーンティーでも嗜みながら、この図鑑について語らおうではないか!!　……正直、カイトくんにまで断られたら。ボクはアルゴートから出ていくのも辞さない構えなのだよ」

「行きましょう！　すぐに!!　俺、食堂で何かお菓子貰ってから伺いますから!!」

　お茶会は突如始まる。




　ユリスの家は装飾から家具の配置まで、創造の天使のこだわりが詰まっている。

「久しぶりにお邪魔しますけど、何度見てもすごいですね」

「ふふんっ。やはりカイトくんは違いの分かる男なのだよ。さあ、紅茶が入ったのだよ」

「俺もスコーンを持ってきましたよ」

「素晴らしいのだよ。やはり紅茶と言えばスコーン。マフィンも可！」

　まずは２人で紅茶を一口。

　甘めの味は疲れた脳と心を癒してくれる。

「そういえば、ユリス様」

「どうしたのかね」

「いえ。普段と服が違うなぁと。家では着替えるんですね」

「ふむ。……ああ。シエラやネイアを基準に考えているのかい？　彼女たちは何と言うか、興味のある事以外に無頓着過ぎるのだよ」

　ユリスは部屋着を身に纏っていた。

「でも、良くお似合いですよ。見た目も品がありますし。機能性も抜群なんでしょう？」

「君は実に見所しかない若者なのだよ。もちろん、ボクは外見も使い心地も両方妥協しないのだよ。……ただ、家から出る時は着替えねばならんのだよ」

「どうしてですか？　その服でも充分、女神としての威厳は保たれると思うのですが」

「以前、一度この姿で出かけた事があるのだがね。シエラとネイアはもちろん、リザくんまで当たりが強くなったのだよ。……みんながスタイルを見せびらかすなと。そんなつもりはないのだよ!!」

　言われてみれば、ユリスの部屋着は普段の恰好に比べて体の凹凸が強調されていた。

「俺は男なのでよく分かりませんが。ご苦労はお察しします……」

「ありがとうなのだよ。リザくんまで敵に回すと、ボクは女子チームで孤立してしまうのだよ。……くすん」

　日頃から乙女たちのまとめ役を担っているユリスの苦労が垣間見えた。

「そ、それよりも！　図鑑を見ましょう！　俺、帝国暦五百年代の建築様式が好きなんですよ！」

「ほほう！　渋いところから来たのだよ！　石造りの全盛期だね。ボクも好きなのだ。災害への備えと美しさの両立。興味深い。建築士のクリエイティブな思考が見て取れる。おおっ、これを見たまえ、カイトくん！　この噴水！　やはり水と建築は切り離せないのだよ!!」

　それからユリスは表情をコロコロ変えながら多くを語り、カイトは笑顔で聞き役に徹した。




　すっかり日が暮れた時分になり、カイトは「お暇します」と申し出た。

「充実したひと時だったのだよ。是非また時間ができたら来てくれたまえ。歓迎するのだよ」

「はい！　楽しかったです!!」

「ボクもなのだよ。ふふんっ」

　アルゴートの知恵者たちはこのように、時折ストレス解消をしながら政務に励んでいる。
















この物語はフィクションです。

実在の人物、団体等とは一切関係がありません。

※本書を無断で複写することは、著作権法により禁じられています。











外れスキル【目覚まし】でとんでも領地経営


～雑魚スキルだと言われたけど、実は眠っている神々を起こす最強チートでした～【電子限定ＳＳ付き】
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